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第一章










〝毒紳男子〟を徹底解剖




　ちまたではよく、一部男子がその特性を表す言葉でひとくくりにされていたりする。

〝肉食系男子〟とか、〝草食系男子〟とか。

　私が勤める会社にも、時代の最先端ともいえる新種の〝○○系男子〟がいる。




「佐さ藤とうさん、悪いんだけどこれ、お願いしてもいい？」

　十七時の定時間際、ふたつ上の先輩が申し訳なさそうに言いながら、私に差し出したのは、領収書の山。

「わかりました」

　先輩たちが定時で上がりたい時は、こういうふうに仕事を押しつけられることが多々ある。そして時間になると案の定、いつも颯さっ爽そうと挨あい拶さつをして去っていくのだ。

　だけど、どんなに理不尽な理由で仕事を押しつけられようとも、そこは入社一年目の新人の立場をわきまえ、素直に了承するしかない。

　佐藤めぐみ。今年入社したばかりの二十三歳。

　身長百五十八センチ。昔からおでこが広いことがコンプレックスで、そのおでこを隠すようなパッツン前髪がトレードマーク。毛先のほうだけ軽くウェーブがかかったキャラメルブラウン色のロングヘアは、仕事中いつもシュシュでまとめている。

　狭き門をくぐり抜けて入社した会社は、名前を口にすればほとんどの人がわかるくらい有名な、大手の電子部品メーカー。支店や製造工場が全国に二十五ヵ所あり、総従業員数約一万人。

　地上五階建てビルの本社の中では、約八百名の社員が勤務している。

　市街地より少し離れた場所にある本社は建坪面積が広く、五階建てといってもかなり広い。

　入社後、本社に配属された新入社員は十人で、私が所属するのは四十名ほどがいる総務部経理課。

　ビルの四階にあり、総務部のほかに広報部など五つの部署が並んでいる。総務部のオフィスは、部長や課長のデスクが全体を見渡せる奥にあり、奥から入社順に四名ずつデスクを向かい合わせ、仕事をしている。目の前に座る先輩たちとは年齢も近く、正直この配置での仕事はやりやすくて助かっていた。

　時は十月下旬。入社して半年以上経った今では、それなりに仕事内容も理解できてきて、少しずつやりがいを感じつつもある。

「やだ。また押しつけられちゃったの？」

　早速領収書の山との戦闘モードへ入ろうとした時、周りに聞こえないよう小声で聞いてきたのは、隣の席の同期、黒くろ川かわ琴こと美みだった。

　身長は私と同じくらいだけど、ショコラブラウン色に染められたショートカットは、彼女の小顔をより一層強調させていて、その大きな目と高い鼻は、すべてが標準的な私には羨うらやましい限りだ。

「まぁね……いつものことだよ」

　そんな琴美に苦笑いを浮かべながら答えると、彼女はあからさまに表情を歪ゆがませた。

「ねぇ、いつも言っているけど、いくら相手が先輩といえど、なんでも言うこと聞くのはどうかと思うよ？　せめて締め切りの交渉をするとか、もう少し抵抗しないと。でないと、いつまで経っても無理な要求され続けちゃうからね」

「……わかってる」

　厳しい口調だけど、私のためを思って言ってくれてるってこと。そして今のままの自分ではいけないってことも、ちゃんとわかってる。

　だけど、思っていることをなかなか口に出せないのが私なのだ。特に人と争うのが苦手だから、相手を怒らせるくらいなら、自分が我慢すればいいと思ってしまう。

「本当にわかってるのかな」とブツブツ呟つぶやきながら、琴美は自分の仕事を再開させた。

　琴美は私とは違い、何事もはっきり言うタイプだけれど、同じ配属先というだけで、自然と仲良くなれた。

　いつも心配してくれる彼女に感謝しつつも、仕事を再開させる。

　今年入社した新入社員は、私が勤める本社と支社を合わせて百名。不況の時代にもかかわらず、こんな大手に入社できたのは奇跡だと思う。

　研修を通して同期の仲間意識は強くなり、入社して半年以上経つが、本社と近くの支社のメンバーで、毎月一回集まって同期会というものを開催している。




「……終わった」

　同僚が少しずつ退社していく中、定時を五十分過ぎて、やっと今日中にやらなくてはいけない仕事を片づけた。

　どうやら琴美も仕事が終わらず残業していたようで、私の声を聞いて「お疲れ」と声をかけてくれた。

「ありがとう。琴美はまだ終わらないの？」

　私がデスク周りを片づけている間も、琴美は依然パソコンと睨にらめっこ状態。

「そ。残念ながら終わらなくてさ。……あっ、気にせず帰っていいからね。それに今日なんでしょ？　同期会やる場所を決めに行くの」

「……そうなんだよね」

　これからのことを考えると、どうしても気が重くなってしまう。

　同期会は毎回楽しくて、ストレス発散にもなるからいいんだけど、開催場所を決めるのは幹事ふたり。二十人いるメンバーの組み合わせをクジで決めて、約一年周期で幹事が回ってくる。

　来月は私ともうひとりのペアの番。そろそろ場所を決めなくては……ということになり、今日の帰りにその同期とふたりで下見に行く予定となっていた。

「早く行かないと、坂さか井いのことだから、もう待ち合わせ場所にいるんじゃないの？」

　パソコンキーを軽快に打ちながら冗談交じりに話す琴美に、今まで何度もしてきたお願いを、これが最後だと思って頼んでみた。

「ねぇ、やっぱり代わってくれないかな？」

　琴美の顔を覗き込み、切実に言ってみたものの、彼女は一切こちらを見ることなくキッパリと答えた。

「嫌よ。文句ナシっていう条件でクジにしたこと、忘れたの？」

「それはわかってるけど……」

　まさか夢にも思わないじゃない？　十九分の一の確率に見事当たってしまうなんて。

「やっぱり坂井君と一緒に幹事やるの、嫌っていうかさ……」

　一度決まったことに、私は今まで何度もこうして子供じみた抵抗をしてきた。

　そのたびに琴美に『諦めなさい』って言われてきたにもかかわらず、いまだに往生際の悪い私に、彼女は大きなため息を漏もらす。

　そして、キーボードを叩たたく手を休め、私のほうを向いて鋭い眼まな差ざしを送ってきた。

「何度も言ってるけど、女子の誰もが坂井とペアになりたがってたんだよ？　なのにどうしてあんたはそれほど嫌がるのかな？　あんな顔も性格もよくて、仕事もデキる男と組めるなんて、ラッキーじゃない」

「だって……なんか苦手だし」

　しどろもどろに言うと、琴美は呆れ果てたのか頭を抱え込んだ。

「その言葉、きっと社内中の女性社員を敵に回すわよ？　いいから早く行きなさい！　もう行かないとさすがにマズイんじゃないの？」

　そう言われて時間を確認すると、十八時になろうとしていた。

「本当だ、ヤバイ」

　坂井君との待ち合わせ時刻は十八時。彼なら、もうすでにいるに違いない。

　慌てて片づけをし、立ち上がる。

「琴美、お先に！」

「はいはーい！　楽しいひと時を過ごしてきてね～」

『楽しいひと時』か。

　彼とふたりきりでなかったら、そんな時間を過ごせたかもしれない。

「お先に失礼します」

　すっかり仕事モードに戻ってしまった琴美や、まだ残っている先輩たちに挨拶を済ませ、急いで総務部をあとにした。




　会社の各階には控室が完備されている。

　制服などは決まっておらず、毎日のコーディネートにはそれなりに気を遣うけれど、総務部は主に女性社員で構成されているから、営業部や広報部といった男性社員が多い部署に比べたら、みんな気楽だと言っている。

　ほとんどの社員は、電車と会社直通のバスで通勤しているため、女性社員は退社前に、よくメイク直しをしているけれど、私は特に何もせずに帰る。

　だけど、さすがに今日はそういうわけにはいかない。

　服装は『気合い入れてきたの？』と思われても嫌なので、普段通りでもいいとして、せめて顔だけは、女である以上きちんとしていかなくては。

「ヤバイ、十分遅刻だ」

　メイク直しをしてから急いでエレベーターホールへ向かい、開いたドアの中へ駆け込む。手で軽く髪の毛を整えて、一階に着くと同時に飛び出した。

　えっと……坂井君は……。

　エレベーターの前には、一流ホテルのそれと同じくらい広いロビーがある。そこを、彼の姿を探しながら歩いていると、退社する社員に紛れることなく、ひと際輝きを放つ彼、坂井元げん気きの姿を目が捉えた。

　推定身長百八十五センチ。日本人のくせにやたらと長い足が目を引く彼は、まるでモデルのようだ。

　サラサラな黒髪はワックスで軽く流されており、前髪に半分隠れている眉は形よく、くっきり二ふた重えの瞳とスッと高い鼻。厚みがあり色っぽいと評判の唇。どれをとっても魅力的な容姿だ。

　加えて同期の中ではただひとり、華の本社営業部に配属された彼。何事にも動じないトーク技術も備えているとか。そんな仕事のデキる彼は、将来を有望視されている期待のエースだ。

　通りかかった女性社員は坂井君の姿を見つけると、興奮した様子で話し始めた。

「坂井君がいる！」

「いつ見てもカッコいいよね～！　この前も資料運び手伝ってくれたの」

「私が社食で席を探してたら、坂井君が『どうぞ』って空あいていた隣の席の椅子をわざわざ引いてくれたよ」

「飲み会の席では、常に周囲を気遣ってくれるし」

「重い荷物は、絶対に持ってくれるよね」

「なのにいつも毒舌！　まさに〝毒どく紳しん男子〟よね」

　いつの間にか私の足は止まっていて、会話しながら去っていく女性社員たちを目で追っていた。

　彼女たちが言っていた通り、彼の立ち居振る舞いは紳士的。だけどそんな彼の口から飛び出す言葉は、かなり毒っぽい。ちょっとしたツッコミはもちろん、曲がったことが嫌いで妥協しないから、相手が先輩でもはっきり意見するらしい。

　でも、悪意がないからか、なぜか人を嫌な気分にはさせない。……私は苦手だけど。

　そんな坂井君には、ある呼び名がついていたりする。

〝毒紳男子〟と――。

　最初に言いだした人はすごいと思う。だってまさに彼にピッタリの呼び方だと思うから。

「おい、人を待たせておいて、何突っ立ってるんだよ」

「え……わっ!?」

　声のしたほうを振り向くと、明らかに不機嫌そうな坂井君が目の前にいた。

「来たならさっさと声かけろよな。しかも遅刻してるし」

　近くにいる女性社員から黄色い声が飛んできているのに、彼は気にする様子もなく、早速鋭いセリフを浴びせてくる。

　怖くてつい萎縮しつつも、遅れて待たせていたのは事実。彼の批判から逃れるよう、慌てて頭を下げた。

「ごっ、ごめんなさい！　仕事が終わらなくて……。その、待たせてしまって本当にごめんね」

　きっと彼なら、約束の時間よりかなり前に来て、待っていてくれたのだろう。

　そう思っていると、予想通りの返事が来た。

「だいぶ待たされたな。約束の十分前には来ていたし」

　うっ……！　やっぱり。

「ごめんなさい」

「謝ってくれればいい。それに女を待たせるのは趣味じゃねぇから」

　言葉はちょっと乱暴だけど、言っている内容は優しい。顔を上げれば、坂井君は軽く口角を上げている。

　その笑顔に、怖いのになぜかキュンとしてしまう。

　あぁ、やっぱりこの人のペースについていけない。きついセリフと優しさを交互に出されて振り回されるし、どう対応したらいいのかわからない。

　彼のギャップに、女性社員たちはすっかり虜とりこになっているけれど……。

　私は別。固まったまま、引きつり笑顔を浮かべてしまう。

「何笑ってるんだ？　気持ち悪い。さっさと行くぞ」

「……はい」

　坂井君は得意の毒舌で私をバッサリ切ってから、歩きだした。

　車通勤の彼の車で、開催場所の下見に行くことになっていた。

　その話を聞きつけた同期の女の子たちからは、さんざん『羨ましい』って言われたけれど……。本当にそう思うなら、誰か代わってほしかった。

　琴美だけでなくみんなにも『代わってもらえる？』とお願いしてみたけれど、私が負い目を感じているのだと変に勘ぐられてしまい、『気にしないで』と言われる始末。

　本当に代わってほしかったんだけどな……。

「どうぞ」

　駐車場に入ると、坂井君は黒のＳＵＶのロックを解除したあと、わざわざ助手席に回って、ご丁寧にドアを開けてくれた。

「……ありがとう」

　一体、どこの国の男性なの？　日本人の男の人で、こんなことをする人はあまりいない。

　さっきまで毒を吐いていたかと思うと、こういうことをサラリとやってのける。普通の女の子なら、これだけでイチコロなんだろうな。

　なんて死語を思い浮かべながら助手席に乗り込むと、今度はドアを優しく閉めてくれた。

　坂井君は自分の荷物を後部座席に乗せ、運転席に乗り込んできた。

　すると、かすかに鼻をかすめるのは、さわやかな柑かん橘きつ系の香り。変に甘いとか、高級志向の香りはどうも好かない。柑橘系の香りなら、嫌がる人も少ないだろう。つけている香水でさえ完璧だ。

「とりあえず俺のオススメの店から回るかたちでいい？」

「あっ、うん。お願いします」

「了解」

　少しだけ口角を上げて車を走らせる彼の姿に、不覚にもまたドキッとさせられてしまった。車内という密室も手伝ってのことだろう。

　そう自分に言い聞かせながら、ひたすら前を向く。

　それにしても、まさか開催場所をすでにリサーチしてくれていたとは……。

　私なんて、『前に利用した店を、適当に回って決めればいいや』なんて安易に考えていたというのに。営業部の坂井君は、ずっと外に出ずっぱりできっと忙しいはずなのに、なんだか申し訳ない。

「あの、坂井君――」

「悪い！」

　お礼を言おうとした途端、信号が赤に変わり、急ブレーキがかけられた。それと同時に私の身体を支えるように、坂井君の左腕が伸びてきて、心臓が跳ねる。

「大丈夫か？」

「うっ……うん」

　うまく言葉が出てこない。

　こっちはドキドキさせられているのに、坂井君ときたら何事もなかったかのように、運転に集中しちゃってる。

「さっき何か言いかけてたよな？」

「あっ……うん、その、場所を探してもらっちゃって悪かったなって……」

　鼓こ動どうが速まっていることを悟られないように話すと、素っ気ない言葉が返ってきた。

「別にそんなこと気にすることねぇのに。そんな小さなことにまで、いちいち気を遣ってて疲れねぇの？」

「えっ!?　べっ、別に疲れはしないけどっ」

　こんなふうに思ったことをズバズバ言うところも、苦手なんだよね。

「店のリサーチなんて、男に任せとけばいいんだよ。女のくせに気にするな」

「女のくせにって……」

　坂井君は、普段から女性に対して気を遣ってくれているけれど、だからって、ここまで甘やかされるのはちょっと違う気がする。

「私は場合によっては男も女も関係ないと思うよ？」

「……は？」

「いや、ほら!!　今回の場合はさ、私と坂井君のふたりで幹事なわけだし。片方にだけ負担がかかるのもおかしいでしょ？」

　あからさまに不快な声をあげられてしまい、慌てて早口で返す。チラッと横を見ると、坂井君は無表情のまま、押し黙っている。

　こ、怖い……！

「だからありがとう！　場所を探してくれて」

　膝ひざの上に乗せてあるバッグを、ギュッと握りしめる。

　ヤバイ、生意気なことを言ってしまったかもしれない……！

　冷や汗が出そうになった時、目的の店に辿り着いたらしく車が停まった。そしてエンジンを切られると同時に、静けさに包まれる。

　どうしよう。何か言ったほうがいい？　それとも何も言わず、車から降りたほうがいい？

　どうするべきか悩んでいると、ドアの開く音が聞こえた。隣を見ると、坂井君はさっさと車から降りてしまった。

　あぁ、ヤバイ!!　坂井君は相当お怒りかも！

　とにかく謝ろうと思い、車から降りようとしたけれど、自分でドアを開けるより先に彼によってドアが開かれた。そして無言という威圧感を与えられる。

「あっ、ありがとう……」

　私がお礼を言って降りると、彼は無表情のままドアと鍵かぎを閉めて、歩きだしてしまった。

　怒っているのかいないのか、わからない。でも怒ってたら、わざわざドアを開けてくれないよね？

　坂井君の心が読めなくて、様子を気にしながら二、三歩後ろを歩いていると、彼はなぜか急に立ち止まった。

　そして思いつめたような表情で振り返ったものだから、つい身がまえてしまう。

「あの……」

　ただでさえ一緒にいることが苦痛なのに、気まずい雰囲気のままなんて余計につらい。

　だから何か言おうとすると、坂井君はなぜか視線を泳がせ、困ったように頭をかいた。

「あー……その、さ。このまま俺が勝手に決めた店を回るの、申し訳ないんだけど、とりあえず時間もねぇし、今日はそれでもいいか？」

「……え？」

　どういう意味？

　すると坂井君はますますバツが悪そうにする。

「さっき言ってたじゃん？　こういうのはふたりで決めるものだって。なのに俺ひとりで決めちまったからさ。よくよく考えれば佐藤の言う通りだよな。幹事はふたりなのに、俺ひとりで決めちまったら意味ねぇよな」

　そう言って苦笑いする彼は、なんて素直で純粋な人なのだろうと思ってしまった。

　さっき黙ったままだったのは、もしかしたら考え込んでいただけなのかもしれない。申し訳ないと感じてくれていたなんて……。

　私の様子を窺うかがうよう、チラチラ見てくる姿がおかしくて、つい声をあげて笑ってしまった。

「アハハ！　坂井君ってば気にしすぎだよ」

　ただひと言『わかったよ』って言ってくれれば充分だったのに。ここまで気にされるとは。

「……佐藤もそんなふうに笑うんだな」

「あっ……！」

　ヤバイ。ついゲラゲラ笑っちゃったけど、坂井君は気分悪いよね。

「ごめん、笑っちゃったりして」

　すぐに謝ったものの、思いがけない言葉が返ってきた。

「なんで謝るんだ？　笑顔が可愛いと思ったんだけど」

「……へ？」

　やだ。坂井君ってば、今なんて言った？　私の耳には、〝可愛い〟って単語が聞こえてきたんですけど……！

　耳を疑う言葉に、彼をガン見してしまう。

　坂井君はそんな私に言い聞かせるよう、さらに繰り返す。

「だから〝可愛い〟って言ってんの。……会社でもそれくらい笑えばいいのに」

　紳士的を通り越して、ただの甘いセリフだ。

　まんまと顔を真っ赤にさせられてしまい、咄とっ嗟さに隠したけど、これでは『顔を赤らめています』と言っているようなもの。

　すると、今度は坂井君がゲラゲラと笑いだす始末。

「アッハハハハ！　今度は照れてるし！　なんだよ、佐藤ってただの〝仕事マジメ女〟ってわけじゃなかったんだな」

「〝仕事マジメ女〟って……」

　確かに仕事にはマジメに取り組んでいたつもりだけど、坂井君にとって私はそれだけの印象しかなかったの？

　そう思うとちょっぴり切なくなる。

「とりあえず店、見に行こうぜ」

　やっと落ち着いたのか、誰もが一発で惚ほれてしまうような微ほほ笑えみを向けてきた。

　……やっぱり私は坂井君が苦手だ。

　このキラキラ笑顔には、何かしら裏があるのではないか、と思えてならないし。毒舌なところはもちろん、やたらと紳士的なところも逆に気を遣ってしまうから苦手。それにどことなく雰囲気が、あの人に似ているし……。

　周りと同じように『素敵！』って騒げたらいいのかもしれないけれど、どうしても無理。もう昔のような思いなんて、二度としたくないもの。

　過去の記憶が一瞬頭をよぎると、急に胸が苦しくなり、うつむいてしまう。

　嫌だな、忘れていたはずなのに……。

「行こう、佐藤」

　私の名前を呼ぶ声は優しくて、顔を上げれば彼はさっきのように微笑んでいた。

「……うん」

　痛む胸を押さえながら坂井君のあとを追いかける。

　すると彼は、私の歩幅に合わせて歩くスピードを緩めてくれた。

　さりげない行動に、少しだけ胸の痛みが緩和される。

　だけど、どんなに紳士的でドキッとさせられても、彼が苦手なことには変わりない。これからもきっと――。

　こうやって一緒に過ごさなくてはいけないのも、同期会までの辛抱。今回の同期会が終わってしまえば、一年近く、幹事をやることはないのだから。

　そう思っていたのに……自分の考えが甘かったことを、この時の私は知るよしもなかった。










彼の様子がおかしいんです。




「坂井君がおかしいの」

「……は？」

　同期会の下見の日から約二週間が経った金曜日のランチ。

　いつものように、琴美と一階にある社員食堂に来ていた。市街地より少し離れた場所にある本社。ちまたのＯＬのように、カフェなどでオシャレにランチ、とはいかない。

　本社勤務の社員のほとんどは社員食堂を利用している。おかげで毎日満席御礼。

　五穀米をはじめとしたヘルシーランチを食べながら、目の前に座る琴美は顔を引きつらせた。

「あのさ、詳しく言ってくれないと、全く意味がわからないんですけど」

「そのままよ。坂井君がおかしいの!!」

　同じことを主張する私に、琴美は手にしていた箸はしを置くと、眉間に手を添えた。

「めぐみってばなんなの？　坂井のこと『苦手』って言ってみたり、『おかしい』って言ってみたり」

「だっ、だって本当におかしいんだもん！」

　心底呆れたように話す琴美に、必死に訴える。

　本当に様子が変なのだ。一緒に同期会の開催場所を決めに行った、あの日から――。

「何がおかしいのよ」

「それは……」

　食べることに集中しつつある琴美を前に、私はあの日以降の出来事を思い出しながら語りだした。
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　開催場所を決めに行った次の日の朝。

　いつものように母親に「いってきます」と挨拶をし、玄関のドアを開けると、そこには昨夜乗せてもらった黒のＳＵＶ車と、見慣れた人物の姿があった。

「おはよう」

「……おはよう」

「家出るの早いんだな」

　車に寄りかかる姿もまた画えになるな……なんて呑のん気きな考えを慌てて切り替え、坂井君のもとへ駆け寄った。

「えっ!?　どっ、どうして坂井君がここにいるの!?」

『おはよう』と言われ、咄嗟に挨拶を返してしまったけれど、どういうこと？

　夢でも見ているような感覚に陥ってしまう。

　今にも助手席のドアを開けようとしている坂井君は、さも当たり前かのように淡々と話しだした。

「『どうして』ってそれはもちろん、昨日俺が佐藤を自宅まで送り届けたからだろう？」

「えっ？」

「家を知っている。だから迎えに来た」

　混乱している私に、まるで業務報告のように話す坂井君。

「だからって……」

　勝手な理屈に、開いた口が塞ふさがらない。

　昨夜聞いたところによると、坂井君の家は会社のすぐ近くにあるらしい。私の家まで送ってもらったら遠回りになって悪いから、昨日『電車で帰る』と言い張る私を、彼は車から降ろしてくれなかった。

　せめて自宅の近所で降ろしてもらおうとしたのに、それさえも許してもらえなかった。

　百歩譲ゆずって送るのはアリだとしても、どうして今日わざわざ迎えに来てくれてるの？　あり得ない行動に疑念は一層増すばかり。

「ほら、早く乗れよ。佐藤のせいで遅刻しちまうだろ？」

　助手席のドアを開け、私が乗るのが当たり前かのように言ってきた。

　ダメだ。彼の思考が全然つかめない。私と坂井君はただの同期。同期会でちょっとばかり一緒に幹事をやるだけの関係だ。なのにこの対応は何？

　いろいろな考えが頭の中をグルグルと駆け巡る。

　坂井君は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私にしびれを切らしたのか、強引に私のバッグを取り上げた。

「あっ……！」

「のろま、さっさと乗れよ」

　うっ……！　出た！　毒舌。

　いつまでも車に乗らない私にイライラしているのがわかる。だからといってこのまま一緒に通勤するなんて……。

「あのっ！　私、別に迎えに来てなんて頼んでないけど」

　勇気を振り絞って自分でも驚くくらい強気な発言をしたものの、すぐにギロッと睨まれ、怯ひるんでしまった。

「俺だって頼まれた覚えはない。俺が来たいから勝手に来たんだよ」

　開き直りともとれるセリフに、返す言葉が見つからない。

　勝手に来られても困る。でも不機嫌さ倍増の坂井君を前に、もう一度反論する度胸はない。

　それでも車には乗りたくなくて、バッグを持たない手が行き場を失っていると、今度は腕をつかまれてしまった。

「いいから乗れ。人の好意には素直に甘えろって、親に教わらなかったのか？」

「なっ……！」

　教わるわけないでしょうが!!　そんな乱暴に優しいことを言われても……。

　それに問題なのは、この距離。

　腕をつかまれ、身体を引き寄せられて、坂井君との距離がグッと縮まる。すると昨夜同様、柑橘系のさわやかな香りが鼻をかすめた。

　つかまれたままの腕が熱くて、一気にパニック状態に陥ってしまう。

　なのに坂井君はじっと私の顔を見つめ……いや、睨んでくる。

「乗るよな？」

　坂井君の毒の部分が炸さく裂れつする。

　これはもう脅しとしか言いようのない様子に、今はとにかく離れてほしくて何度も頷うなずくと、やっと腕を離してもらえた。

　ドキドキしすぎてフラつく足で、どうにか助手席に乗り込む。

　すると、坂井君はバッグを返してくれて、ドアを閉めてくれた。

　今度は紳士的……でも、どうして迎えに来てくれたんだろう？

「シートベルト締めろ」

「はっ、はい！」

　運転席に乗り込んだ坂井君はこちらを見ることなく言うと、私がシートベルトを締めたのを確認してから、車を発進させた。

　今もなお柑橘系の香りが鼻をかすめる。そのせいか、先ほどから続くドキドキはなかなか収まってくれそうにない。

　どれくらいの距離を走っただろうか。急に坂井君が口を開いた。

「悪かったな、急に来たりして」

　まさかここで謝られるとは夢にも思わず、彼の横顔を凝視してしまう。

「でも、こうでもしないと、佐藤は俺と話してくれないだろう？」

「えっ!?」

　前を見据すえたままの彼から投げられた言葉に、つい大きな声を出してしまった。

　もちろんその通りだ。できれば〝関わりたくない人ナンバーワン〟と言っても過言ではないし……。

　でもいきなり図星を突かれては、どう答えたらいいのかわからなくなる。

　そんな私の心情などお見通しなのか、坂井君はフッと声を漏らした。

「言っておくけどバレバレだったから。佐藤が俺のことを避けてるって」

　う……嘘うそ。

　まさか気づかれているとは知らず、言葉に詰まる。

「でも俺たち幹事だろ？　……このままじゃダメだと思ってさ。だから迎えに来たんだ」

　信号がちょうど赤に変わり、坂井君は車を停車させると話を続けた。

「それにふたりで一緒に決めないと意味がない、って言ったのは佐藤だろ？　店は決まったけど、ほかにも決めることあるじゃん。だからせめて同期会までは俺を避けるなよ」

「坂井君……」

　いつになく真剣で、ちょっと怖いくらいだった。私の心情を探ろうとしているようにも見える。

「わかった。……でも会社ではあまり話さなくてもいいかな？　……私、目立つのとか好きじゃないから」

　そこまで言われたら、こう返すしかない。

　だけど坂井君は安心したように頬ほおを緩ませた。

「別に俺と話したからって目立つことはないと思うけど、佐藤がそう言うなら約束は守るよ。会社では話しかけないようにする」

　坂井君はわかってないんだろうな。自分が会社でどんな存在なのかを。

　信号が青に変わると、彼は何事もなかったかのようにまた前を見据え、運転に集中し始める。

　それから彼が話しかけてくることはなく、てっきり同期会のことを話し合うと思っていた私は、すっかり気が抜けてしまった。

　気まずい空気のまま、しばらくして会社の近くに辿り着く。電車とバスで通勤すると四十分はかかるのに、今日は三十分もかからなかった。

　坂井君は『会社まで一緒に行こう』と言ってきたけれど、誰かに見られたら、絶対変な噂うわさが立つだろうから、無理やり人ひと気けのないところでこっそり降ろしてもらった。

「疲れた……」

　坂井君の車を見送ると、疲労がどっと押し寄せてきた。

　まだ何も仕事していないのに、もうすでに退社時のような気分だ。

　去り際、坂井君に『同期会までは避けない』と宣言し、もう迎えに来ないようさんざん釘を刺したから、明日からは大丈夫だと思うけど……。

「ただの気まぐれで来たんだよね、きっと」

　あの坂井君が毎朝私のために、わざわざ遠回りして迎えに来てくれるとは、到底考えられない。そう思うと、妙に納得できる自分が空しいけど。

　彼といると落ち着かないし、同期以上の関係にはなりたくない。そもそも坂井君だけじゃなく、男の人は苦手で、できるだけ関わりたくない。

　だから、同期会までの辛抱だ。

　そう自分に言い聞かせながら、ゆっくりと会社に向かった。




　次の日――。

　恐る恐る玄関のドアを開けると、昨日と同じ光景が目に飛び込んできた。

「おはよう」

　呑気に声をかけてくる坂井君に動揺しつつも、両親にバレないように急いでドアを閉め、彼のもとへと駆け寄る。

「どっ、どうしているの!?　私、昨日言ったよね!?」

　興奮ぎみの私とは違い、今日も坂井君は冷静に話しだした。

「それは佐藤が勝手に言っただけで、俺は迎えに行かないとは言ってないだろう？」

　なんて子供染みた言い分なの!?　しれっとしながら、さも当たり前のように、また助手席のドアを開けちゃってるし！

　唖あ然ぜんとしていると、坂井君は「早く乗れ」と急せかしてくる。

「早くしないと遅刻するぞ？」

「そういう問題じゃないと思うんだけど！」

「珍しく反抗的だな。いつもは猫被ってたのか？」

　なんて失礼なの!?　今日ばかりは乗るもんですか！

　――と思ったけど。

「いいから行くぞ。同期会のことで話もあるし」

　それを言われたら、断れない。

「……じゃあ本当に今日だけ」

　しぶしぶ坂井君のエスコートのもと、助手席に乗り込むと、「クククッ」という笑い声が聞こえてきた。

「嫌がってたのに、意外とあっさり乗り込んじまうんだな」

「そっ、それは坂井君がっ――」

「はいはい。ドア閉めるぞ」

　話の途中でドアがバタンと閉められた。

　すっごく納得いかない展開なんですけど！　だって私、昨日あれだけ『迎えに来ないで』って言ったよね!?　なのに普通来る？

　……いや、きっと坂井君が普通じゃないんだ。

　結局この日は本当に、車内で同期会の打ち合わせをした。おかげでほとんどのことが決まったし、これでもう迎えには来ないだろうと思っていたんだけど……。




　＊　＊　＊




「まさか坂井ってば、その日からずっとめぐみの家まで迎えに来てるわけ？」

　琴美は箸を止め、声を潜めて聞いてきた。

　私が大きく頷くと、彼女は唖然としてしまった。

「びっくり……。あの坂井が……嘘でしょ？　だって会社では一切話しかけてこないよね!?」

「それは最初に約束したから……」

　そうなのだ。毎朝迎えに来るくせに、ほかにお願いしたことはしっかり守ってくれている。会社近くの目立たない場所で降ろしてくれるし、偶然社内で会っても声をかけてこない。そこはさすがというか、なんというか……。

「坂井には浮いた話がなかったから、てっきり社外に女がいるんだと思ってたけど、まさかのめぐみ狙いかぁ」

「……は？」

　突然飛び出した突とっ拍ぴょう子しもないセリフに、マヌケな声を出してしまった。

　そんな私を目の前にしても、琴美はさつまいものサラダを口に頬張りながら、さも当たり前かのように話を続ける。

「だってそうじゃない。普通、好きでもなんでもない女を家まで迎えに行く？　しかも毎朝！」

「いや、それはきっと同期会の幹事だからだよ。もしほかの女の子と組んでたら、同じようにしてたと思うな」

　そうだよ。あの坂井君が私を……なんて恐れ多すぎる。

「好きとしか考えられないでしょ！　しかも坂井って営業部だし、何かと忙しいじゃない？　それなのに毎朝だなんて！」

「ちょっと琴美……」

　彼女は勝手にひとりで納得して「坂井ってば男前！」なんて絶賛しちゃっている。こういうのが一番困る。

「あのさ、勝手に妄想するのはいいけど、くれぐれもほかの人に言ったりしないでよね？」

　坂井君は、我が社人気ナンバーワンだ。

　そんな彼には入社以来、浮いた話がない。だからこその人気なのかもしれないけれど、もしその彼に女性の噂が立ったら、きっと大騒ぎになるはず。しかもその相手が私なんてことになったら……考えただけでも恐ろしい。

　異様に喉のどの渇きを覚え、一気に水を飲み干した。

「え～どうして？　自慢できるじゃない！」

「できないから!!」

　やっぱり琴美ってば、言いふらすつもりでいたのね！

「お願いだから本当にやめてよね。根も葉もない噂流されたら、会社にいられなくなるじゃない」

「大げさな……」

「大げさじゃないよ！」

　坂井君ファンの女性社員に何を言われ、何をされるやら……。どうも琴美ってそういうところ、鈍感だったりするんだよね。

　絶対に口外しないよう釘を刺すと、しぶしぶ了承してくれた様子。

　そこへちょうどタイミングよく琴美のスマホに着信が入り、彼女は相手を確認すると、上機嫌で食堂を出ていった。

　あれはきっと彼氏からだな。

　休憩時間を見計らったように電話が入るのは、今日が初めてではない。会えない日は昼休みに電話をすることが日課となっているようで、この前の同期会ではさんざんノロケ話を聞かされたっけ。

「彼氏……か」

　いつも思う。『羨ましいな』って――。

　でもその半面、欲しくないという気持ちも正直ある。だってやっぱり男の人は苦手だから……。

　そんなことを思いながらひとり寂しくご飯を食べていると、隣の席の椅子を引く音が聞こえてきた。

「ここ空いている？」

「あ、はい、どうぞ……」

　不意に声をかけられ、顔も見ないまま咄嗟に答える。

　合席を頼まれるのはよくあることだけど……今日ばかりは断ればよかったと、後悔した。

「どっ、どうして坂井君がここに……!?」

　そう。隣に腰かけてきたのはまさかの坂井君だったのだから。

　どうしてわざわざここに座るの!?　席ならほかにも空いてるよね!?

　女性社員の視線が身体中に突き刺さって痛い。

　こういう時に限って、琴美はいまだに彼氏と電話中で、戻ってこないし。琴美がいたら、ここまで居心地の悪い思いをせずに済んだのに！

　早く戻ってきてほしくて、何度も入口を見てしまう。

　こうなったらもう満腹だってことにして、さっさとこの場から去ったほうが賢明？

「ちゃんと最後まで食えよな。……まさか俺が来たからって理由で、食べ物を粗末にするつもりじゃねぇだろうな？」

「そっ、そんなわけないじゃない！」

　鋭い目つきで睨んでくる彼を前に、身動きがとれなくなる。

　それにしても、坂井君ってばエスパーなの？　どうして私が考えていることがわかったの？

　観念して、ただ黙々と箸を進めるも、どうしても気になってしまうのは隣に座る彼。

　イケメンは何をやっていてもイケメンなようで、食べる姿も美しい。それに箸の持ち方もちゃんとしているし、食べる姿勢だってよくて上品だ。

　女性社員が、さっきからチラチラと視線を送っているのも頷ける。

「珍しいね、坂井君が社食なんて」

　普段、坂井君を社員食堂で見かけることはあまりない。多分外回りの時に、外食することが多いのだろう。

　そうわかっていながら何も話さないのも気まずいので、当たり障りのない話を振ってみた。

「ここの社員なのに、利用しちゃいけねぇの？」

「えっ！　いや、そんなことは言ってないけど……」

「俺にはそう聞こえたけど？」

　なっ、なんてひねくれているの!?　もはや毒舌うんぬんの話ではない。

「ならそう受け取ってくださって結構です！」

　そっちがその気なら、こっちだってもう変に気を遣ったりするものか。

　淡々と食べながら毒を吐いた坂井君に負けぬよう、食事を進めていく。

「ところでさ、佐藤って彼氏が欲しいわけ？」

「ぶっ……！」

　さっきの独り言、聞かれてた!?

　動揺で口に含んでいた物を吐き出しそうになり、慌てて手で押さえて惨劇は免れたものの……。

　挙動不審な私を不思議そうに見る坂井君と目が合う。

　こうさせたのは、あなたなんですけど！

　心の中で文句を言いながら、近くにあった紙ナプキンで口を拭ふいている間も、依然横からビンビン感じる視線。

　坂井君は、なぜか私の様子を観察しているようだ。

　一体、何？　もっ、もしかして顔に何かついているとか？

　慌ててバッグの中から鏡を取り出し、チェックしていると、彼の口からとんでもない言葉が飛び出した。

「なぁ、そんなに彼氏が欲しいならさ、俺なんかどう？」

　一瞬にして頭の中が真っ白になり、手にしていた鏡を落としそうになった。

　だって聞き間違いにしたって、冗談にしたって笑えない。

　顔を引きつらせていると、坂井君は聞こえなかったと勘違いしたのか、少しだけ距離を縮めてきた。

「だから俺なんかどう？って聞いてるんだけど」

　はっきりした口調でゆっくりと言われたら、聞き間違いではないと認識せざるをえない。

「えっと……冗談、だよね？」

　乾いた笑いとともに聞いてみると、坂井君はすぐさま首を横に振った。

「俺、冗談って嫌いなんだよね」

「じゃっ、じゃあ何かの罰ゲームとか？」

　それなら可能性大だ。同期会の幹事をするまでほとんど関わりのなかった彼が、私に興味があるわけがない。

　そんな私の考えに反して、またしても坂井君は首を横に振る。

「罰ゲームとかふざけたもの、ぜってぇやらねぇから」

「じゃっ、じゃあどうして……？」

　聞き間違いでも冗談でも、罰ゲームでもないのなら、どうしてそんなこと言うの？

　坂井君はいつの間に食べ終えたのか、食器を乗せたトレイを手に立ち上がった。そしてゆっくり屈かがむと、私にしか聞こえないよう、わざとらしく耳元で囁ささやいてきた。

「それは彼氏にしてくれたら、教えてやるよ」

「なっ……！」

　吐息交じりの声が鼓膜を震わせ、反射的に耳を覆うと、坂井君はおかしそうに笑いだした。

　周囲からは「キャー」という声があがる。

　こんな公衆の面前でこんなことをするなんて!!

　私を見下ろす彼から、視線を逸そらせない。そうすると変に意識しているようで、嫌だから。

「そっ、それなら教えてもらわなくて結構です！　……坂井君が、か、彼氏とかあり得ないから」

　最後はもちろん小声で話したものの、変にどもってしまった。

　耳は熱を帯びたままだし、気持ちとは裏腹に身体は意識しちゃっている。

　それはしっかりと坂井君に伝わっているようで、彼は妖しい雰囲気で上から見下ろしてくる。

「じゃあよく考えてみてよ。俺、かなりのお得物件だと思うしさ」

「お得って……！　あっ、ちょっと坂井君!?」

　彼は言うだけ言って、立ち去ってしまった。

　こちらを見ることなく『じゃーな』の合図なのだろうか。手を振っている。

　坂井君が去った今も、騒がしい社員食堂。こちらを見てはヒソヒソと囁く声も聞こえてくる。

「……これって夢、なのかな？」

　頬をつねってみるものの、痛いからどうやら夢ではなさそうだ。

　でも信じられる？　つい最近まで同期会ぐらいでしか顔を合わせていなかったし、全く話していなかった。それなのにいきなり『俺なんかどう？』だなんて……。

　……坂井君、やっぱりおかしいよ!!

　この日の午後は坂井君のことで頭がいっぱいで、仕事に全く集中することができなかった。










まさかの求婚!?




　一週間後の金曜日――。

　人が溢れる駅前広場の中を、私は全力疾走している。

　今日は同期会で、幹事である坂井君とは十八時半に開催場所で待ち合わせをしていた。本当は定時を過ぎてから『一緒に行こう』と、わざわざ総務部まで迎えに来てくれたんだけど……。私の仕事が終わらず、十八時半までには必ず行くと約束し、先に行ってもらったのだ。

　なのに今の時刻は十九時前。同期会が始まるのは十九時だから、ぼちぼち人が集まっているはずだし、坂井君はきっとご立腹だろう。

　想像すると足がすくんでしまいそうになるけど、とにかく急いで開催場所へと向かった。




「遅い！　幹事だって自覚あるのか？」

「ごっ、ごめん」

　予想通り、坂井君はしびれを切らしたのか、店先で腕を組んで、いかにも『不機嫌です』と言いたそうに立っていた。

　息も途切れ途切れになりながら謝るものの、坂井君の機嫌はなかなか直ってくれず、ふて腐れているようにも見える。

　遅刻した身分でさすがに言えないけど、遅れた責任の半分は坂井君にある。

　あの日……坂井君の『俺なんかどう？』発言以来、なかなか仕事に集中することができなかった。あんなことを言っておきながら、本人は何も変わらないし。

　今日まで毎朝、自宅まで迎えに来てくれていたけれど、彼があの日の話題を出してくることはなかったから、わけがわからなくなってきた。

　あれはやっぱり冗談だったのかな？　でも、冗談は嫌いって言ってたし……。

　矛盾する言動に心がかき乱された結果、仕事のペースが落ち、同期会当日に残業するはめになってしまったのだ。

「早い奴はもう何人か来てるぜ」

「……すみません」

　店内へ入りながら、ひたすら謝るしかない。幹事のくせに今のところ、ほとんど何もできていないわけだし。

「お会計などは、すべてやらせていただきます」

「当たり前だ」

　坂井君はバッサリ言い捨てると、自分の靴を靴箱にしまい、さっさと行ってしまった。

　唖然と立ち尽くしたまま、その姿を見送る。

　なっ、何、その態度！　あれでよく彼氏に立候補できたものだ！

　普通、恋人候補にあんな態度とる!?　確かに遅れてきた私も悪いけど、あれはないでしょ！

　さっきまでの罪悪感などどこかへ吹っ飛んでしまい、イラ立ちをぶつけるように乱暴にミュールをしまい、坂井君のあとを追いかける。

　下見はしたし、部屋は知っている。大人数でもゆったりくつろげる広さで、料理も申し分なかった。同期の中にはお酒が飲めない人もいるから、料理の質も結構大事だったりする。

　坂井君はもう部屋にいるようで、早く来た同期たちとの笑い声が聞こえてきた。

　まだ全員揃そろっていないのに、すでに始まっているようだ。……まぁ、毎回こんな感じだけど。

「遅れてごめんね」

　そっと引き戸を開けると、数名が飲み放題のメニューを吟味しているところだった。

「あっ！　やっと来た」

「おっせぇぞ、佐藤！　坂井、ずっと機嫌悪くて大変だったんだからな！」

　ずいぶんとテンションが高い仲間に圧倒されながらも、再び罪悪感に襲われる。「ごめんね」と謝りながら入口に近い端の席に座った。

　幹事ならここが妥当だよね。……同じく幹事の坂井君は堂々と真ん中の席に陣取っているけど。

　会計は私がやると言ったし、幹事だからって一緒に端の席に座らなくちゃいけないというルールはない。

　むしろ坂井君の近くに座らなくていいのは、ラッキーだった。

「お待たせ～！　来たよー！」

「あっ、お疲れさま！」

　それから次々と仕事を終えた仲間たちが到着し、ほどなくして一ヵ月ぶりの同期会が始まった。




「ねぇねぇ！　どうだった!?　坂井君との幹事は！」

「さすがのめぐみも惚れちゃったでしょ？」

　同期会が始まって二時間弱。

　三時間の飲み放題コースが折り返し地点を過ぎ、仲間たちがいい感じにでき上がってくると、話題は自然と恋愛のことに走ったりする。

　今回はその矛先が、どうやら私にきたようだ。

　幹事を決める際、誰もが坂井君とのペアを望んでいたわけだから、気になって当たり前だよね。そう思うと本当、『私でごめんなさい』って思う。

　好奇心で目をキラキラ輝かせる仲間たちを前に、顔がつい引きつってしまう。

「残念ながら惚れたりなんてしないから。……知ってるでしょ？　坂井君には興味ないって」

　遠くの席で仲間たちと楽しそうに話している坂井君を横目で見ながら答える。

　琴美には『苦手だ』と話しているけど、ほかの子にはただ『興味ない』としか伝えていない。変に言って勘違いされても嫌だから。

　今日ばかりは酔っ払うわけにはいかず、気分だけでも味わおうと頼んだノンアルコールカクテルを口に含み、会話を続ける。

「一緒に幹事やったからって気持ちが動いたりしないよ。……幹事の仕事はすごくよくやってくれたけどね」

　あまり坂井君を否定しても逆効果になりそうな気がして、それとなく誉めると「やっぱり!!」とか、「さすが坂井君！」といった声が聞こえてきた。

　確かに、この居酒屋だって坂井君がリサーチしてくれたところだし、みんなへの連絡だってほとんど彼がやってくれた。……まぁ、『佐藤がやるより俺がやったほうが早い』と余計なことを言われたけど。

　今日だってわざわざ総務部まで迎えに来てくれたし。紳士的……というか、優しいって言葉のほうがしっくりくる。

　そんなことを考えながら、ついボーッとしていると、少し離れた席で大好きなお酒を飲んでいた琴美が、いつものごとく部屋から駆け足で出ていってしまった。

　また飲みすぎたんだろうな。

　見慣れつつある光景に特に慌てることもなく、坂井君の話題で盛り上がっているみんなに「ちょっと行ってくるね」と言って、そっと部屋を出た。

　向かう先はトイレ。

　ドアを開けると、案の定、琴美が鍵も閉めず、気持ち悪そうに便器の前に屈み込んでいた。

　それを見た途端、私は肩を落とした。

「もー、毎回言ってるでしょ？　加減して飲んでって」

　人が心配しているのに、本人は何やら今の状況を楽しんでいる。

「いや～！　今回はめぐみと坂井ペア初の同期会だからさ。ついたくさん飲んじゃった。てへっ」

　可愛くおどける琴美に、ますます呆れるばかりだ。

「何言ってるのよ。毎回飲みすぎて、俊しゅん哉や君に怒られてるくせに」

　そうなのだ。琴美は毎回、彼氏に注意されているのに、懲こりずにこうやって限界まで飲む。そして酔ったまま彼氏に連絡しては、強制送還されているのだ。

　しゃがみ込み、琴美の背中をそっと撫なでた。

「どうして毎回怒られるってわかってて、こんなに飲んじゃうの？」

「ん～？　……知りたい？」

「うん」

　私だったら、彼氏に嫌われるようなことしたくないって思うもの。

　すると予期しない言葉が返ってきた。

「それはね、俊哉に心配かけたいし、ヤキモチ焼かせたいからだよ」

　そう言うと琴美は、少し気持ち悪いのが落ち着いたのか、ゆっくりと立ち上がった。

「それに再認識したいんだよね。俊哉にちゃんと好かれてるって。迎えに来てくれたり、怒られたりするたびにそれが実感できちゃうんだ」

「そういう……ものなの？」

　琴美の言うことは、はっきり言って理解できない。ほかにも彼の気持ちを確かめる方法なんて、いくらでもある気がするんだけど。

　つられるように立ち上がると、琴美はクシャッと表情を崩して笑った。

「そういうものなのよ！　もしかしたら、私限定の愛の確かめ方かもしれないけどね。さて、早速電話して迎えに来てもらおうかな。やっぱめぐみの言う通り、飲みすぎたわ」

　気持ち悪いのは治まっていなかったようで、顔を歪ませながらも電話をかけ始めた。

　琴美は入社以来の友人。つき合いはまだまだ浅いけれど、琴美がどんな人なのか、それなりにわかっているつもりだった。でも、まだ全部は理解できていないのかもしれない。恋愛のこととなると特に……。

　私には琴美のように豊富な恋愛経験がないから、恋愛の捉え方とか、価値観が違うのかもしれない。だから、今の琴美の気持ちを理解できないのかな。




「めぐみちゃん、毎回ごめんね」

「ううん、気にしないで」

　ほどなくして琴美の彼氏、俊哉君が到着し、みんなよりひと足先に帰ることになった。

　いつものように見送ろうとすると、俊哉君は申し訳なさそうに頭を下げてきた。

「琴美、あんなはっきりした性格だから、会社でみんなとうまくやっていけるか不安だったんだけど……めぐみちゃんがいてよかったよ」

　そう言うと、俊哉君は、すでに助手席で眠ってしまっている琴美を、愛いとしそうに眺めた。

「いつも言ってるよ。めぐみちゃんが同期でよかったって」

　嘘……琴美が？

　うれしい言葉に、ジンときてしまう。

「これからも迷惑かけるかもしれないけど、よろしくね」

「あっ、うん！」

　慌てて返事をすると、俊哉君は微笑み、運転席に乗り込むと車を走らせていった。

　車を見送っている最中も、つくづく琴美が羨ましいと思ってしまう。

　あれほどまでに愛されていて、何が不安なんだろう。心配することなんて、何ひとつないと思うんだけど。まぁ、琴美本人にしか、わからないことなのかもしれないけど……。

　店内に戻ると、盛り上がりはピークを迎えていた。

　琴美に付き添っている間に、誰かが同じノンアルコールカクテルを注文していてくれたようで、それを受け取り、空いている席に腰を下ろした。

　先ほどまで座っていた席は、占領されてしまっている。あまりお酒が飲めない人や予定がある人は徐々に帰宅し、今も残っているのは毎回お馴な染じみのメンバーだ。

　到着時にみんなからお金はちゃんと預かっているし、あとは支払いを済ませて、酔いつぶれた人をタクシーに乗せれば、幹事業務は終了。二次会は、いつも行きたい人同士で勝手に行っていて、幹事は関係ない。

　琴美は毎回帰ってしまうし、坂井君はかなりの確率で二次会まで参加しているから、私は必然的に行かない流れになる。今回も坂井君は行くんだろうな。一次会が終わったら私は帰ろう。

　ノンアルコールカクテルを飲みながら、そっと坂井君を盗み見ると、仲のいいメンバーたちとすっかり盛り上がっていて、その中には積極的な女の子もいる。

　最終的には、いつもあのグループで盛り上がっているんだよね。

　あまっているデザートに手を伸ばし、せっかくだから食べようとした時、急にアルコール臭をまとった身体が隣に座ってきた。

　振り向くと、そこには本社に配属された十人のうちのひとり、開発部の高たか橋はし君の姿があった。かなり酔っているようだ。

「佐藤～飲んでるかぁ？」

　言葉とともに吐き出されたアルコール臭に、鼻をつまみたい衝動に駆られる。

　もう～！　琴美といい高橋君といい、どれだけ飲んだんだろう。

　しかも絡まれるとか、最悪すぎる。

　高橋君はそこそこイケメンで、坂井君がいなければ、女性人気は間違いなく同期ナンバーワンだったと思う。そして琴美に好意を寄せている気の毒な人だ。

　琴美には彼氏がいるのに、それでも諦められないらしく、飲み会のたびによく彼女に話しかけているのを見かける。

　その琴美がいなくなったからだろうか？　大して興味もない私に絡んできたのは。

「高橋君ってば、飲みすぎ！」

　強烈なアルコール臭に耐えながら、まだ飲もうとする高橋君を止めようと手を伸ばしたけれど、ひと足遅く、彼はジョッキに残っていたビールを一気に飲み干した。

「な～に言ってるんだよ！　俺は飲みすぎたりしてねぇよ！　それより佐藤!!　どうして毎回、黒川を俺の断りもなしに勝手に帰してるんだよ！」

　げっ。予想通りの展開になってしまった。

　琴美不在の今、ここに高橋君が来た理由はやっぱりこれしかないよね。

　いくら理不尽なことを言われても、酔っ払いにつられて、私まで怒るわけにはいかない。

「琴美は毎回酔って帰っちゃうの。別に私が勝手に帰しているわけじゃないよ？」

　当たり障りのない言葉を返したものの、高橋君の癇かんに触ってしまったようだ。

「そんなわけねぇだろ!?」

　バンッとテーブルを叩く豪快な音が響いた。

　興奮状態の高橋君の異変に、騒がしかった室内が一瞬でシンと静まり返る。

　びっ……くりした。

　普段とは違い、鋭い目つきで高橋君に睨まれてしまい、思わず身がまえてしまう。

　怖い、とさえ感じてしまった。

　どうしたらいいのかわからない中、助け船を出してくれたのは高橋君と仲がいいふたりだった。

「おい高橋！　お前酔いすぎ！」

「そうだよ、みんな楽しく飲んでるんだから、雰囲気ぶち壊すなよな」

　間に割って入ってくれたふたりに、ホッと胸を撫で下ろしたのも束の間、高橋君は彼らを手で押しのけ、また詰め寄ってきた。

「佐藤さ、お前自分がモテないからって黒川に嫉しっ妬としてるんだろう？　だからわざと毎回早く帰してんじゃねぇの？」

　言いがかりにもほどがある。いくら酔っ払い相手とわかっていても、ここまで言われて黙っているわけにはいかない。

　拳こぶしを握りしめ言い返そうとしたものの、それを許さないと言わんばかりにさらに罵声を浴びせてきた。

「佐藤っていかにもモテなそうだもんな！　お前さ、処女だろ？」

　え？　ひ、ひどい！　いきなりなんてことを言うの？

　あまりの暴言に、愕がく然ぜんとしてしまう。

　高橋君は、そんな私をバカにするように、ふたりの制止に抵抗しながら話を続ける。

「だから黒川が羨ましいんだろ？　それって惨めだってちゃんとわかってんのか？」

　……悔しい。

　そんなこと思っているわけないじゃない。確かに恋愛経験はほとんどないけど、なんでそこまで言われなくちゃいけないの？　……つらいよ。

　みんなの前でこんな恥ずかしい思いをさせられているのに、言葉が出てきてくれない。

　いつもそうだ。先輩に仕事を押しつけられた時もそうだけど、肝心なところで何も言えない。

「高橋！　いい加減にしろよ！」

「うっせぇ！」

　ふたりに止められながらも、高橋君は怒りが収まらないようだ。

　室内はさっきからずっと静まり返っていて、みんな気まずそうに視線を落としている。

　当たり前だよね。当の本人だってこの空気をどうしたらいいのかわからないのだから。

「なーなー、処女なんだろ？　黙ってるってことは本当なんだよな？」

　それでもなお、からかうように罵声を浴びせられて、私の心は限界に達していた。

　もうダメ。このままここにいられないよっ。

　悔しくて、悲しくて、苦しくて……。今にも涙が溢れそうになり、咄嗟に逃げだそうとした時――。

「つめてっ!?」

　急に高橋君の悲鳴が聞こえてきた。

　周囲が唖然としている中、顔を上げると、坂井君が高橋君の頭から水をかけていた。

　坂井……君？

　彼がいつになく冷たい表情で、呆然とする高橋君の身体を押しのけると、酔った身体は畳の上へと倒れ込んでいった。そしていまだに状況がつかめていない高橋君を、坂井君は上から冷たく見下ろす。

　緊迫した光景に誰もが息を呑む中、坂井君は吐き捨てるように言い放った。

「お前、最低だな。心底見損なった」

　濡れた手を近くの紙ナプキンで拭きとると、それをそのまま高橋君に投げつける。

「それと、俺も童貞だけど、佐藤みたいにからかいたいならどうぞ」

　え……？　嘘。

　坂井君は怒りを露わにしたまましゃがみ込み、高橋君の顔を覗き込む。

「人のこと、たったそれだけで見下すんじゃねぇよ。経験なくて何が悪い。経験してるからって仕事がデキるのか？　人より優れているのかよ？　……そんなわけねぇよな？　お前の仕事ぶりを見ていると」

　毒舌ぶりを発揮し、高橋君をバカにしたように笑いながら立ち上がると、なぜかそのまま私のもとへ来て、いきなり腕をつかんできた。

　えっ？　なっ、何!?

　シンと静まり返っている中、坂井君は何も言わず私を立たせると、近くにあった私のバッグを持ち、出口のほうへと進んでいく。

　そして引き戸に手をかけた時、やっとみんなに向かって口を開いた。

「会計はしておくから、適当に解散してくれ。俺と佐藤はここで抜けるから」

　少しだけ意味深な言葉を残し、迷いなく引き戸を開けると足早に歩きだした。その途端、部屋からは男女関係なく黄色い悲鳴が聞こえてくる。

　ヤバイ。絶対さっきのひと言で勘違いされた。

　変な汗がダラダラと流れる中、レジまで来ると、坂井君はパッと私の腕を離し、勝手に私のバッグの中を漁って集めたお金を取り出した。

　バッグの持ち主が目の前にいるのに、断りもないなんて。

　だけど、さっきのあれは、助けてくれた……って解釈してもいいんだよね？　私に罵声を浴びせてきた高橋君を叱ってくれたんだって。

　坂井君は、いつも毒舌ぶりを発揮していたけれど、決して怒る人ではなかった。

　飲み会の時、ズバ抜けて優秀な坂井君に対して、酔った仲間が妬みや鬱うっ憤ぷんをぶつけているのを見たことがある。それでも彼はコミカルな毒舌で返していて、円満に終わっていた。

　その時は『さすが営業部！　さすがは毒紳男子！』って思っていたけれど、今日は違う。

　うぬぼれかもしれないけど、私のために感情をむき出しにして怒ってくれたのが、なぜかうれしかった。

「佐藤、何してるんだよ。いつまでも突っ立ってると置いていくぞ」

　坂井君はいつの間に会計を済ませたのか、すでに靴を履はき、呆れたように私を呼ぶ。

「あ……ごめん、会計もっ」

　慌ててミュールを履いて、持たせっぱなしだったバッグを受け取った。

　店の外に出ると、坂井君が急に立ち止まって振り返ったものだから、まるで金縛りにでもあったかのように私の身体も動きを失ってしまう。そして、ただ坂井君をじっと見ていることしかできなかった。

　佇まいさえカッコいい彼を前に、ふと頭をよぎってしまったのは、さっきの言葉。

　あ、あれは本当なのかな？　……その、坂井君が童貞って話。

　本人の口から聞いたものの、半信半疑だ。だって坂井君っていかにもモテそうだし。

　でも坂井君、冗談は嫌いって言ってたから、やっぱり本当？　それとも私を庇かばうための嘘だったとか？

　混乱してしまう。いや、そもそも坂井君が童貞だろうと、なかろうと私には関係ないのだから、ここまで気にするなんておかしい。

　そう結論づけた瞬間、降ってきた言葉に我に返る。

「佐藤が今考えていること、すっげーわかるんだけどさ、どうしたらいい？」

「えっ!?」

「俺が童貞かどうか、頭の中で自分と討論してただろ？」

「とっ、討論!?」

　図星だけど、『自分と討論』なんて、私がちょっと頭のおかしい人みたいじゃない。

　それに、どうしてまた私の考えていることがわかったの？

　先に歩きだした坂井君を追いかけるように、小走りであとを追う。

「言っておくけど、佐藤ってかなりわかりやすいから。すぐ顔に出るよな？」

「嘘っ！」

　私が声を荒らげた瞬間、それまで淡々と話していた坂井君は、我慢できなくなったようにいきなり噴き出した。

「アッハハハ！　だからそれが顔に出てるって言うんだよ」

　バカにされているけれど、なぜか怒りは湧き上がってこなかった。だってこんなに楽しそうに笑う彼は、見たことがなかったから。

　すれ違う人たちが不思議そうに坂井君を見ていく中、私は歩きながらも彼に何度も目を向けてしまう。

「あー……やべ。こんなに笑ったの、久しぶりかも」

　笑いすぎて涙まで出てしまったようで、目頭を押さえている。

　そんな坂井君のレアな姿を目に焼きつけていると、不意に手を握られた。

「……え？」

　びっくりして思わず足を止めると、坂井君も立ち止まる。

　慌てる私とは違い、彼はただ笑っているだけだ。

　次第に感じてくる坂井君の手のぬくもり――。温かくて、手を握られているのだと嫌でも実感させられてしまう。

「えっと……これは？」

　急に恥ずかしくなり、ごまかすように笑って言うものの、今よりももっと強い力で手を握られた瞬間、胸がトクンと鳴る。

「繋つないじゃ悪い？」

「悪いって……」

　さも正しいかのような口ぶりに、返す言葉が見つからない。

　だって普通、恋人じゃないのに手なんて繋がない。……じゃあどうして坂井君は手を繋いできた？　どうして離してくれないの？

　残念ながら、彼の表情からは何も読めない。

　すると坂井君は、さらに混乱させるようなことを言ってきた。

「あのさ、この前佐藤に俺を彼氏にどう？って言ったけど……あれ、やっぱなかったことにしてくれない？」

「え……なかったこと？」

「あぁ」

　そう言われても、どう返せばいいのだろうか？

　彼は口ではそんなことを言っているくせに、手は離してくれない。

　納得はできる。そもそも坂井君のような人が私の彼氏になりたいとか、冗談にもほどがあると思ってたし。

　彼が何を考えているのか、ますますわからない。

　すると、彼はさらなる爆弾発言をした。

「お前さ、俺の嫁になってくれない？」

「……は？」

　あまりに衝撃的な言葉に、頭が真っ白になり、開いた口が塞がらない。

　え……と？　今間違いなく『嫁』って言ったよね？　しかも『俺の』って言った!?

「おい、聞いてんのか？　〝嫁になれ〟って言ってるんだけど」

〝心ここにあらず〟の私は、さらに念を押すように言われた瞬間、叫んでしまった。

「嘘でしょ!?　冗談でしょ!?」

「嘘でも冗談でもねぇから」

　彼は私の言葉をピシャリと否定すると、繋いでいた手を急に引いた。

「キャッ!?」

　次の瞬間、身体は大きくバランスを崩し、吸い込まれるように坂井君の胸の中へと収まっていく。そして逃がさないと言わんばかりに強く抱きしめられてしまった。

「さっ、坂井君!?」

　彼の身体は外見からは想像もできないほど引きしまっていて、男らしく胸板が固い。

　私を抱きしめる腕も逞たくましく、いつも鼻をかすめていた柑橘系の香りに全身が覆われた。

　その瞬間、私の身体は一気に熱を帯び、心臓が壊れてしまいそうなほど、早鐘を打ち始める。

「前にも言ったけど、俺は嘘とか冗談が嫌いだから。……ちゃんと受け取れよ、俺の気持ち」

　頭上から囁かれる、吐息交じりのかすれた声。色っぽくて、照れてしまう。

　返事なんてできない。だって胸が苦しいほど、ドキドキさせられているのだから。

　――同期から突然の求婚をされた場合、一体どうしたらいいの？










初デートは彼の実家




　小さい頃から夢見ていた。私にもいつかプロポーズしてくれる人が現れると――。

　その人はどんな人なのかなって、何度妄想したことか。

『俺の嫁になってくれない？』

　その言葉の先には、どんな意味が隠されているのだろうか？

　冗談？　本気？

　それは言った本人、坂井君にしかわからないけれど……もし、もしも本気だったとしたら？




「えぇっ!?　プロポーズ!?」

「ちょっと声大きい!!　下にお母さんがいるんだから」

「……ごめん」

　ローテーブルを挟はさんで床に座っている琴美は、慌てて口を両手で塞いだ。

　土曜日の昼下がり。

　同期会の次の日は、必ずと言っていいほど琴美が謝罪も兼ねて我が家を訪ねてくる。

　今日も例外なく琴美がやってきたのだけれど、昨日のことで動揺していた私が、普通に振る舞えるはずなどなかった。

　それを琴美に怪しまれ、何があったか問いつめられてしまったのだ。

「それでそれで!?」

　彼女は目を輝かせながら、ローテーブルの上に身を乗り出して聞いてきた。

　琴美の反応は容易に予想できるが、私はありのままを話した。

「その……抱きしめられました」

「えぇっ！　嘘!!　何、その急展開は!!」

　案の定、琴美の興奮は増し、目をキラキラ……いや、ギラつかせている。

「それでめぐみはなんて返事をしたの!?」

「いや、返事って……」

　昨日の出来事を思い出すと、どうしても心がかき乱されるので、自分を落ち着かせようと紅茶に口をつける。

「返事も何も、まず信じられなくない？」

「まぁ……そう、かな？」

　琴美の興奮もだいぶ収まったようで、彼女は力が抜けたように座り込んだ。

　昨夜抱きしめられた時は、胸が苦しくて一瞬言葉が出てこなかった。しばらくしてゆっくりと坂井君の身体を押しのけると、特に抵抗されることもなく、あっさりと解放された。

　離れられてホッとしたのも束の間、どうしたらいいのかわからない状態の中、坂井君はこう言ったんだ。

『日曜十一時からデートだから』って――。

「えっ……まさかそのデートって、明日だったりするの？」

「そのまさかなんだよね」

　天を仰いでしまう。

　そうなのだ。坂井君が指定してきたのは、まさに明日。さっきまで騒いでいた琴美でさえ、この急展開には呆あっ気けにとられている。

「それに私、何も返事してないんだよ？　なのにいきなりデートとか言われても困るし」

　彼氏にどう？とか、嫁になれ！とか……。

　はっきり言って極端すぎる。普通は〝好き〟という気持ちが先にあるものだよね？　実際に告白されたとしても、困るけど。

「うーん……。坂井とのつき合いはまだ短いけどさ、あいつは冗談でそういうこと言わないと思うよ」

「それはそうかもしれないけど……でも私だよ？　やっぱないよ」

　坂井君はすべてが完璧で、仕事もできるし何よりモテる。

　……でも私は仕事もそこそこだし、容姿だって自信ないし。

「えー、私はめぐみのこと好きだよ？　可愛いし、優しいし」

「ありがとう」

　琴美がそう言ってくれるのは、きっと友達目線だから。

　異性から見た自分と、同性から見た自分の印象が違うことくらい、ずっと昔からわかっている。それは私だけに言えることではないかもしれないけど。

「いいと思うけど？　坂井が本気なら、文句なしの優良物件だし」

　優良物件……か。確かにあれほどの男性とお近づきになれる可能性など、この先もうないかもしれない。

「それにめぐみって全然浮いた話ないじゃない？　私としては、めぐみと熱い恋バナしてみたいんだけど」

　恋バナ、か。恋愛なんて、入社してから、というか大学時代でさえしてこなかった。

「それは無理。……だって私、高校生以来恋愛なんてしてないし」

「嘘っ！」

「本当」

　すると、琴美はよほど興味を持ったのか、先ほど同様、身を乗り出してきた。

「好きな人もいなかったの!?　大学時代なんて、恋愛してなんぼって時代なのに！」

「高校の時に一度はしたけど……」

　一度はした。今でも深く傷が残るほどのつらい恋愛を……。

　いや、もしかしたら、その時の恋愛は空想だったのかもしれない。あの時の私は、まるで現実など見えていなかったから。

「めぐみ？」

「あっ……ごめん」

　物思いにふけっていた私は、琴美の声で我に返る。

「ねぇねぇ、明日何を着ていけばいいと思う？」

　これ以上詮索されたくなくて、話題を変えてしまった。

「そっか、そうだよね！　デートだもんね、坂井と！」

　もっと深く追及されると思っていたけれど、琴美の興味はすぐに逸れてくれたようで、ホッと胸を撫で下ろす。

　あの坂井君が相手だもの。何を着ていったらいいのかなんて、わからない。

　そもそもデート自体おかしい。本当だったら断りたいところだったけれど、坂井君はそれを許してくれなかった。

　断り続けていると、だんだん不機嫌になり、最後には腕をつかまれて、『デートするまで帰さない』と脅してきたのだ。結局、『はい』と返事をするしかなくなってしまった。

「だけど、デートっていっても行き先とか全くわからないんだよね？」

「うん。ただ十一時からって言われただけだから」

「うーん……そうだなぁ」

　そう言うと琴美は立ち上がり、勝手に私のタンスの中を物色し始めた。琴美はしょっちゅう私の部屋に遊びに来ていて慣れているから、こういう動作も自然だ。

「行き先がわからない以上、安易に定番のスカート系は避けるべきよね。ボーリングとか遊園地とか、身体を動かすような場所だったら困るし」

「なっ、なるほど」

　タンスのほうへと向かい、琴美の話に頷く。

「私が持っている服で、明日着ていけるような物ある？」

　琴美はデートに関して、いや恋愛に関しては私より遥はるかに先輩だ。今日、このタイミングで琴美が訪ねてきてくれて本当によかった。

　タンスの中を物色していた琴美は、いい服が見つかったようで一枚の洋服を取り出した。

「めぐみ！　絶対これがいいと思う!!」

　とびっきりの笑顔と一緒に。




　翌朝――。

　約束の時間は十一時だというのに、会社に行く日と同じくらい早く目が覚めてしまった。

「この服でいいんだよね？」

　朝食のあと、昨日琴美に見立ててもらった服に袖を通すも、これで本当に坂井君に釣り合えるのかよくわからない。

「でも琴美、『これでいい』って言ってたしな」

　琴美曰いわく、行き先がわからない時は、キレイめパンツスタイルがいいらしい。

　パンツと淡い色合いのシフォンのチュニック。『髪は下ろしていくべし！』という言いつけを守り、今こうやって鏡の前で自分自身を見定めしているものの……。

　坂井君がどんなイケメンスタイルで来るかわからない以上、不安が残る。それでもデートの経験値が低い私には、琴美の言葉を信じるしか道はない。

「えっと確かバッグは、これを持っていけって言ってたよね」

　言いつけを守る小さな子供のように、言われた通りのコーディネートを完成していく。

　そして鏡の前で自分を見定めているうちに、時間はあっという間に過ぎていき、気づけば約束の三十分前だった。

　時間が過ぎるのを早く感じてしまう。

「お母さんが出かけていてくれてよかった」

　誰もいないリビングに声が響く。

　専業主婦であるお母さんは、いつも家にいるのが当たり前だ。でも今日はだいぶ前から友人と約束していた、日帰りのバスツアーへと朝早く出かけていったのだ。

　お父さんはサービス業界に勤めているから、基本土日は出勤。そのおかげでこんなに気合い入れた姿を、家族に見られずに済んだ。

　出かける準備を終えると、今度は緊張感に襲われる。

　あの坂井君とデートをするなんて、全く想像できないけれど……。彼は一体どこへ連れていってくれるのだろうか。

　強引に決められたデートだけど、ときめきが全くないと言ったら嘘になる。だってデートなんて高校生以来で、やっぱり憧れるもの。恋愛ドラマを見たり、友人から恋の話を聞いたりするたびに、正直『いいな』って思ってしまう。

　琴美は『坂井なら、センスいいところに連れてってくれるんじゃない？』なんて言っていた。完璧な彼のことだから、私もそんな気がしている。

　誰もいないリビングで、ソファに座りながら期待に胸をときめかせていたけれど、ふとある疑問が頭に浮かんだ。

「そういえば待ち合わせ場所ってどこだろう……？」

　日付と時間は言われた。……でも場所は聞いていなかった。

　でも待って。あの紳士的な坂井君のことだ。なんとなく……なんとなくわかる気がする。

　すぐさま立ち上がり、バッグ片手に玄関へと向かう。そして靴を履き、大きく深呼吸した。

　時刻は十一時ちょうど。

　彼なら約束の時間より遅れることはもってのほか、時間ピッタリに来るという選択肢すらないに決まっている。

　そんな思いを抱えながらドアを開けると、予感は見事に的中した。

　視界の先には、見慣れた車と見慣れた人物。

「本当にいた……」

　黒のロンＴとボーダーのポロシャツに、ブラウンのチノパンというラフな服装でさえ、様になってしまう坂井君が、車に寄りかかった状態で待ちかまえていた。

　実際に本人を目の前にすると急にドキドキしてしまい、まずは落ち着こうといったんドアを閉めた。

「どうしよう」

　ここまできて今さらだけど、やっぱり私は坂井君のことが苦手だから、彼と休日をともに過ごすなんて無理かもしれない。

　それに金曜日はプロポーズまがいなことを言われ……だっ、抱きしめられちゃったし！

　あの夜感じた、坂井君のぬくもりが不意に蘇よみがえった。二日経った今でも、鮮明に思い出せる。ぬくもりも、匂いもすべて。

「ダメだ！　落ち着け、自分!!」

　胸がたまらなく苦しくなり、あの日の記憶をすべて消し去ろうと首を左右に振る。

　だけど記憶が簡単に消えてくれるはずもなく、胸の苦しさは収まってくれない。

　そもそも苦手なはずの坂井君相手に、これほどときめいてしまうのは、恋愛経験が少ないからだ。

　必死にそう自分に言い聞かせ、これ以上待たせるわけにはいかないと思い、最後に大きく深呼吸をした。

「……よし!!」

　今日一日だけだ。冗談か本気かわからない。でもたとえ本気だとしても私には、坂井君というハイスペックな男性とつき合うなんて無理。だったら今日が最初で最後だ。

　恋愛経験させてもらうと思って、一日乗り切ればいいだけの話。

　覚悟を決めドアノブを握りしめておきながら、なかなかドアを開けられない。でもさすがに行かなくてはマズイと思った時、勢いよくドアが開いた。

「キャッ!?」

　ドアノブに手をかけていた私の身体は、前方にグイと引っ張られてバランスを失い、ゆっくりと倒れていった。

「遅い」

　聞き覚えのある声が聞こえてきたと同時に、私の身体は二日前と同じ場所、坂井君の胸の中に収まっていた。

　一瞬で感じる彼の筋肉質な胸板と、胸の鼓動。そして柑橘系のさわやかな香り。

　私の身体はみるみるうちに熱を帯びていく。

「約束の時間、過ぎてるんだけど」

　ドキドキしているのも、身体が熱いのも私だけ。だって坂井君の胸の鼓動は至って正常だし、声色だって変わらない。

「準備にそんな手間取るほどの女じゃねぇだろ？」

　そして、やっぱりいつも通り毒舌だ。

　そのおかげで、身体中の熱も鼓動も収まっていき、「ごめんなさい」と謝りながらおずおずと彼から離れた。

　そして視線を上げれば、坂井君の、思わず『ひっ！』と言いそうになるくらい不満そうな顔が目に飛び込んできた。

「それに、さっき俺の姿を確認して、そっとドアを閉めただろう？」

「えっ!?」

　確信めいた目で睨んでくる彼から、咄嗟に視線を逸らしてしまった。

　しまった。これだと〝図星です〟と認めてしまったようなもの。……気まずい。

「そっ、そんなことしてないよ？」

　目を完全に合わせるのが怖くて、チラチラ見ながら言うものの、坂井君の態度は変わらない。

「嘘つけ。バレバレなんだよ」

「……ごめんなさい」

　もうどんなに言い訳しようがごまかせる気がしなくて、すぐに頭を下げて謝ると、呆れたように大きなため息をつかれてしまった。

「謝るなら早く車に乗ってくれない？　こっちにも都合があるんだけど」

「……はい」

　私にプロポースしたとは思えないほど、いつも通りの毒舌ぶり。

　坂井君に都合があるなら、私にだって都合がある！　こんなデート、誰も望んでいない!!

　そう叫びたくなったけど、今は素直に従うしかなかった。

　家の鍵を閉め、しっかりと助手席のドアを開けて待つ坂井君のもとへと向かう。

　不機嫌なくせに、車のドアを開けてくれる紳士な彼に、尊敬にも似た感情を抱きながら、「ありがとう」と言い、車に乗り込んだ。

　すぐにドアは閉められ、坂井君も運転席に座る。

「三十分くらいで着くから」

　ひと言そう言って、車を走らせていく。

　三十分、か。一体どこに行くんだろう。ここから三十分で行けるところっていったらどこかな？

　一応都心部へは近い立地にある我が家。だからある程度のデートスポットへだったら、どこへでも行ける。

　運転する坂井君をバレないよう盗み見ると、誰もが惚れ惚れしてしまうくらい凛り々りしいお顔で運転なさっている。

　特に会話を交わすことなく、ステレオから流れてくる洋楽を聞きながら、心地良い車の振動に揺られていった。




「あと五分くらいで着くから」

　片手でハンドルを握りながらそう話す坂井君。

　そんな彼の隣で私は、呑気に助手席に乗っていられない状況に陥ってきた。

「あの……坂井君？　これは一体どこに向かっているの？」

　笑顔が引きつる中、恐る恐る問いかける。

　今走っている場所は、どう考えても近くに商業施設や、デートスポットがあるような場所ではない。誰が見ても、どう考えてもここは住宅地だ。

　すると坂井君は、子供がこれからイタズラをするような妖しい笑みを浮かべた。

「秘密」

　その笑顔にドキッとしつつも、このまま知らされないままでは困る。

　いつもの私だったらここで押し黙るところだけど、今日ばかりは食い下がる。

「秘密とか困る！　ちゃんと教えて！　……行き先を」

　いつになく声を荒らげた私に坂井君は目を丸くして、急に路肩に車を停車させた。

　そしてチラッと私を見るものの、前を見据えたまま、とんでもないことを言いだした。

「俺の家」

「……『俺の家』!?」

　狭い車内に私の大きな声が響いた。

「うっせぇなぁ」

　ぼやきながら耳を塞ぐ姿に、怒りしか湧き起こらない。

「大声も出したくなるよ！　どうしていきなり坂井君の家なの!?」

　怒りをぶつけるように詰め寄ると、坂井君は心底面倒そうに顔をしかめた。

「一昨日おととい言ったじゃん。『嫁になってくれない？』って。俺、実家暮らしだから両親に紹介したいし」

「なっ！」

　言葉が続かない。

　いきなり初デートで家に連れていく？　しかも親と一緒に暮らす実家に!!

〝嫁になれ＝イコール返事を聞かずに実家〟こんな理屈は坂井君にしか当てはまらないから！　どこの世界に彼氏でもない人の実家に行く人がいるのよ！　いるわけないじゃない！

「失礼します」

　ここは逃げるが勝ちだ。

　咄嗟にそう判断し、シートベルトを外して逃げだそうとしたけれど、坂井君が簡単に許してくれるはずなどなかった。

「待てよ」

　その言葉と同時に右腕をつかまれてしまう。

　視線を上げると、彼の目は泳いでいて、いつになく余裕のない様子。

　こんな坂井君、初めて見たから、逃げたいという気持ちは一瞬にして消えていく。

　どうして坂井君がこんな切羽詰まっているのかわからず、私は腕をつかまれたまま、彼から目が離せない。

「こうなるから言わなかったんだよっ」

　さも私が悪いと言わんばかりの剣幕に、ここは黙ってなんかいられない。

「そんなの当たり前じゃない！　坂井君、おかしいよ。つき合ってもいない私を実家に連れていくとか」

　そうだよ。そこからしておかしい。

「坂井君ならほかにいっぱいいるでしょ？　実家に連れていくにふさわしい人が！」

「は？　何、それ」

　怒りが見え隠れする口調に、一瞬怯んでしまうも、言ってしまったものは仕方ない。それに私は間違ったことを言っているつもりはないから、〝負けない〟と伝えるように、彼をじっと見据える。

「私じゃなくてもいいじゃない。……そもそもどうして私なの？　私たち、まともに話したことなんて、数えるほどしかないよね？」

　入社してまだ一年も経っていないし、私はずっと坂井君を避けてきた。言葉を交わすようになったのは、本当につい最近のことだ。

「坂井君は私のことなんて、何も知らないじゃない」

　なのに、どうして簡単に嫁になれ、とか言えるの？

　関わりたくないと思うのに気になる。だから聞きたい。坂井君の気持ちを……。

　矛盾する思いに戸惑いつつも、彼の出方を待つ。すると彼はなぜか傷ついたように表情を歪ませた。

「わかってないのは、佐藤のほうだろ？」

　私のほう？　……どういうこと？　それに、どうしてそんな悲しそうな顔をするの？

「……意味わからないよ」

　これ以上、坂井君を見続けることができず、逃げるように視線を落とす。

　するとそれを許さないと言わんばかりに、私の右腕を握る手に力を入れてきた。

　驚いて見上げれば、坂井君は一気に顔を近づけ、距離を縮めてくる。そして鼻と鼻が触れてしまいそうな状況で、静かに言い放った。

「わからないなら、知る努力をしろよ」

　いつもよりワントーン低い声と、あまりの至近距離に心臓が激しく反応しだす。毒を吐かれているのに呼吸の仕方も忘れてしまうほど、坂井君の漆黒の瞳に吸い込まれそうになる。

「逃げねぇで、ちゃんと俺を見ろよ。……俺は佐藤のこと、ずっと前から見てたから。だからわかる。お前がどんな女なのか」

「……坂井君」

　瞬まばたきをするのも忘れ、ドキドキしすぎて心臓が壊れてしまうかもしれない。

　彼はそんな私に追い打ちをかけるように、たたみかけてきた。

「だからちゃんと俺のことを見てくれよ」

　かすれて弱々しい声は、私の胸の奥深くまで響いて鳴りやまない。

　どうして坂井君は私に好意を寄せてくれているんだろう。昔のように、また騙だまされているだけなのかな。

　でも今目の前にいる坂井君を拒むことは、私にはできない……。

「……っ、わかった！　……わかったからお願い。……腕を放して」

　さっきから胸が苦しく締めつけられて、身体は限界に達していた。

　絞り出すような声で切願すると、彼は私の腕を解き、ゆっくりと身体を離した。

　もうやだ。坂井君をこんなに意識している自分が。

　苦手だし、交際する気なんて全くないし！　……なのにどうしてこんなにドキドキしちゃっているわけ？　どうして了承なんてしちゃったのよ。これじゃ、今日でさようならできなくなっちゃったじゃない。

　自分のふがいない言動を激しく後悔していると、不意に頭にぬくもりを感じた。

　その正体は、坂井君の大きな手。毒を吐き出している自分勝手な人のものとは思えないほど優しくて、温かい。

「サンキュ」

　たったひと言なのに、胸がまた苦しいくらい締めつけられる。

　坂井君が今どんな顔をしているのか、見なくてもわかる。それでも気になってしまい、高鳴る鼓動を落ち着かせながら顔を上げると、坂井君が予想通り目尻を下げ、柔らかく微笑む姿があった。

　顔はみるみるうちに熱くなっていくのに、金縛りに遭っているかのように動けない。

　こんな顔見られたくないのに……！

　何度も頭を撫でてくれる手のぬくもりは心地良くて、私をたまらなく恥ずかしい気持ちにさせる。

　おかしい。相手は坂井君なのに、こんなにときめいているのはおかしすぎる。

　……なのに、どうして気持ちは落ち着かないのだろう。どうして目に映る坂井君が魅力的に見えてしまうのだろう。思考回路までおかしくなってしまったのかもしれない。

　すると、さっきまで優しかった彼の表情は不気味な微笑みへと一変した。

　その瞬間、ぞくりとした感覚が全身を駆け巡り、ドキドキ感が消え失せる。

「じゃあ実家に行くから」

「……はい」

　引きつる顔でどうにか返事をすると、坂井君は勝ち誇ったように笑いながら、車を発進させた。

　運転席からは鼻歌が聞こえてくるけれど、私は一気に血の気が引いていく。

　実家になんて行きたくない。行く理由もない。

　だけど、彼のことを知る努力をすると了承してしまった手前、今さら『帰ります』とは言えない。

　もしかしてこれが狙いで、さっきのは完全な芝居だったとか？

　そんな疑問が浮かび坂井君の様子を窺うも、上機嫌で運転する様子からは、何も読み取れない。

　以前、琴美に言われたセリフが頭をよぎる。

『なんでも言うこと聞くのはどうかと思うよ？』

『もう少し抵抗しないと。でないと、いつまで経っても無理な要求され続けちゃうからね』

　まさにその通りかもしれない。

　向かう先は坂井君の実家。きっとご両親もご在宅なんだよね？

　毒舌なのに紳士的な彼のご両親がどんな人たちなのか、少しだけ気になりつつも、やっぱり気持ちは沈んでいくばかりだった。










彼女として両親とご対面




「着いた」

　あれから車を走らせること数分。坂井君はある一軒家の敷地内に、車を停めた。

　心を落ち着かせる時間を与えてもらえなかった私は、坂井君がシートベルトを外しているのを視界の隅で捉えながら、動けずにいた。

　どうしよう。さっきから緊張が収まらない。だってまさか今日、実家に連れてこられるとは夢にも思わなかったし。それに半ば……いや、完全に無理やりだったし。

　もうひとりの自分が訴えかけてくる。

『実家に行っちゃったら、いろいろとマズイんじゃないの？』って。

　なんかうまく外堀を埋うめられている気がする。

　ここまで来ておきながらためらっていると、カチッという音がして、坂井君によってシートベルトが外された。

　彼は私に鋭い視線を送ってくる。

「まさか佐藤……ここまで来て『やっぱ帰る』なんて、言わねぇよな？」

「もっ、もちろん……」

　有無を言わさぬ威圧的な笑顔に、固まってしまう。

　私の考えなんてお見通しなんだ。そのうえで脅しをかけてきたんだ、きっと。

　だから苦手なんだ、坂井君なんか！

　心の中でさんざん悪態をついておきながら、決して口に出せないのが私だ。

「さっさと降りろ」と強引に言われながらも、ドアを開けてくれた坂井君に「ありがとう」と返すことしかできない。

　自分のふがいなさに落ち込みつつ、車から降りる。

　目の前にはレンガ造りの洋風な、二階建ての一軒家があった。

　さらに緑と花に溢れた庭が目に写ると、坂井君は家に入るべく、玄関のドアのほうへとスタスタと歩いていく。

「あー!!　ちょっ、ちょっと待って！」

　急いであとを追いかけ、咄嗟に坂井君の腕をつかんでしまった。すると案の定、不機嫌そうな声が聞こえてきた。

「なんだよ、『十一時半には連れてくる』って言ってあるんだ。もう時間なんだから行くぞ」

「いやいや！　待ってってば！」

　ドアを開けようとする坂井君の動きを、必死に食い止める。

「なんだよ、離せよ！」

「無理無理！」

「こっちも無理だから！」

　玄関先で攻防を繰り広げる私たちは、通り過ぎる人の目には、きっと怪しく映るだろう。だけど、たとえ周りにどう思われようと、この腕を離すわけにはいかない。

　流されるようにここまで来てしまったけれど、よく考えてみれば人様の家に来ておいて手土産のひとつもない。それに今日はすごくカジュアルな服装だし。いや、この際服装はどうでもいいとして、さすがに手ぶらはマズイ。

「坂井君、ちょっと買い物行かせてもらってもいい？」

「はぁ？　バカにしてんのか？」

　一段と大きな声でバカ呼ばわりされたって、これだけは譲れない。社会人としての常識くらいは身につけているつもりだ。

「バカになんてしてないよ！　……だってマズイでしょ？」

「何がだよ」

　紳士的で会社では仕事がデキるのに、こういうことには無む頓とん着ちゃくというか知識が備わっていないのかな？　〝買い物に行きたい〟というワードで察してくれてもいいと思うんだけど。

　わかってもらえないもどかしさに、つい腕の力が強まってしまう。

「だからさ、その……マズイじゃない。こうやってお邪魔するのに手ぶらとか」

「は？」

　いやいや、こっちが「は？」と言いたいんですけど！　当たり前のことなのに、どうしてわかってくれないの？

　あまりに鈍感な坂井君に、怒りが沸々と湧いてくる。

「常識的に考えておかしいでしょ？　実家に行くなら、服装だってワンピースとかスカートで来たし、前もって美お味いしいケーキのひとつやふたつ買っておいたのに！」

　怒りに身を任せるがまま言うと、さっきまであれほどイラ立っていた坂井君は、急にキョトンとしてしまった。

　その表情に一気に怒りは消え去り、何も言ってこない彼に不安の波が押し寄せてくる。

「あの、坂井君……」

　恐る恐る名前を呼ぶと、意外な言葉が返ってきた。

「なんでそんな可愛いこと言うわけ？」

　次の瞬間、反対の手で身体を引き寄せられると、あっという間に坂井君に抱きしめられた。

「えっ！　ちょっと!?」

　身体を包み込む坂井君のぬくもりと、いつものさわやかな香り。

　突然のことにパニック状態に陥るも、坂井君は離してくれない。

「別にうちの親、そういうことにうるさくねぇし、第一、今日の佐藤は普通に可愛いから」

　なっ……！

　抱きしめながら『可愛い』なんて言葉をサラッと言ってのけるとは……！　こっちは顔から火が出るほど恥ずかしい状況だというのに！

　……でも、どうしてだろう。苦手な坂井君のぬくもりにも香りにも、全く嫌悪感を覚えない。

　とはいえ、抱きしめ返したいほどうれしいわけではない。

「あの、坂井君……そろそろ離してもらえるかな？」

　ここは住宅街。幸い、今通りかかる人はいないものの、誰かに見られてしまいそうで怖い。

　なのに坂井君は私を解放するどころか、「嫌だね」とまるで子供みたいにダダをこねて、腕の力を強めてきた。

　さっきよりもさらに密着する身体に、私の胸は高鳴るばかり。追い打ちをかけるように、彼は私の耳元でそっと囁いた。

「なんとも思ってない男ならさ、普通そんなこと気にしないよな？　……ってことは佐藤も少しは俺に気があるんだろ？」

「……っ、そんなことっ」

「あるさ。……じゃなきゃ、こうやって黙って抱きしめさせてくれないだろう？　それに佐藤の心臓、すっげぇ動きが速ぇし」

「こんなことされたら、誰だってドキドキしちゃうから！」

「俺だからだろ？」

　何を言っても、それを否定する言葉が倍になって返ってくるから、うまく言い返せない。

「違う……から」

　それでも認めてしまうわけにはいかない。こんなふうに鼓動が速くなっているのも、相手が坂井君だからってことも。

　先ほどとは違い、力ない声で反論したけど、効力を発揮していないようで、頭上からは坂井君のクスクス笑う声が聞こえてきた。

「あのさ、そのセリフ、説得力ないけど？」

　そして私の身体を離すと、至近距離で意味ありげな笑みを浮かべる。

　吐息さえも感じられてしまうほどの距離に、声が出ない。

　どうしてこんなにも坂井君に振り回されなくてはいけないのだろう。苦手で関わらないようにしてきたのに。

「なんだかんだ言いつつ、佐藤だって俺のこと気になってたんだろ？」

　イタズラっ子のような笑みを浮かべ、私の腰に腕を回したまま、ずいぶんとうぬぼれたことを言ってきた。

　それが悔しくて、つい本音を漏らしてしまった。

「そっ、そんなわけないから！　……坂井君、自分で言ってたじゃない！　私が坂井君を避けていたって。……私にとって坂井君は苦手な存在でしかないの！」

　坂井君は目を見開いた。

　でも、これは本当のことだ。

「どういうつもりで実家まで連れてきたか知らないけど、これから先も私が坂井君を苦手なことには変わりないから」

　同期会の幹事を一緒にやってから、何かと流されてばかりだったけれど、これだけははっきりと伝えたかった。もう昔のようなつらい思いだけはしたくないから。

　すると、坂井君はひどく傷ついたように顔をしかめた。その様子に、今度はこっちが目を丸くした瞬間、彼はバツが悪そうに腰に回していた腕を離し、顔を背けてしまった。

　なっ、何よ。どうしてそんな悲しそうな顔をしちゃうわけ？　さっきまであんなに自信満々だったくせに。

　坂井君は何も言わず背を向けたままだ。

　どうしたらいいのかわからず、私はただ彼の背中をじっと見つめていた。

　そんな中、玄関のドアが少しだけ開くと同時に、声が聞こえてきた。

「……あら？　やだ、どうして入ってこないの？」

　次の瞬間、ドアが思いっ切り開かれると、坂井君はあからさまに嫌そうな声を出した。

「げ。……母ちゃん」

　母ちゃん!?

　ギョッとして、玄関から出てきた女性へと視線を向ける。

　そこにはエプロン姿の坂井君のお母さんらしき人が、私を見て目を輝かせていた。

「あなたがめぐみちゃん？」

「あっ、はい！　初めまして」

　胸の前で手を組んだまま、満面の笑みを浮かべている姿は、お世辞ではなく本当に母親とは思えないほど愛らしい。

　坂井君のお母さんって一体いくつなのだろうか？　『歳の離れた姉です』と言っても通じるほど若く見える。それもこれも、このチャーミングな雰囲気特有のもの？

　冷静に分析するものの、興奮した様子のお母さんに向かって、慌てて頭を下げた。

「佐藤めぐみといいます。あの、その……」

　パニック状態で言葉に詰まり、身体がよろめいてしまった。

「めぐみちゃん、大丈夫!?」

　すると隣にいた坂井君が咄嗟に支えてくれて、転ばずに済んだ。

「はっ、はい。……ありがとう」

　その瞬間、なぜか彼は我慢できなくなったように突然噴き出した。

　すぐに顔を上げ坂井君を見ると、口元に手を当てたまま、どうにか笑いをこらえている。

　なっ、なんで笑うのよ！　こっちは彼女でもないのに、こうやって必死に取りつくろっているのに！

　お母さんの前だということも忘れ、坂井君に鋭い眼差しを送っていると、お母さんは小さな子供を叱るように声を張り上げた。

「こら、元気！　彼女が一生懸命挨拶してくれているのを笑うとはどういうこと!?」

　お母さんはそう言って、坂井君の頬を思いっ切りつねった。

「痛いって！」

　坂井君が悲痛な声をあげる。

　彼は頬を手で押さえ睨むも、お母さんは動じるどころか、ますます怒りを募つのらせていく。

「私はそんな男に育てた覚えはないわよ？　……全く！　変なところばっかりみっちゃんに似ちゃったんだから」

「痛いてぇから！」

　お母さんは今度は反対側の頬をつねると、呆れたように大きなため息を漏らした。

　すっ、すごい。さすがは坂井君のお母さん。怒ったら怖そう。

　そんなふうに思っていると、急にお母さんが私を見て申し訳なさそうに話しだした。

「ごめんなさい、こんな息子で。どうか見捨てずにつき合ってくださいね」

「え!?　あ……はい」

　しまった……！　咄嗟に返事をしてしまった。

　すぐに後悔しつつも、お母さんは満足そうに目を細め、微笑んだ。

「どうぞ上がって。もうすぐみっちゃん……じゃなくて、主人も帰ってくると思うから」

「はい」

　ここまで来てしまっては、もう今さら『帰ります』とは言えそうにない。

　覚悟を決め、お母さんのあとに続いて上がり、廊下を歩いていると、背後から肩に手が置かれた。

　その手の主はもちろん坂井君で、足を止めて振り返れば、さも『いい気味だ』と言いたそうに笑いながら私を見下ろしていた。

「何よ」

　怒りをぶつけるように睨みながら小声で囁く。

　すると坂井君は、ますます楽しそうに表情を緩めた。

「別に？　ただひとつだけ忠告。母ちゃんも親父も、佐藤が俺の嫁になると信じて浮かれているから」

「なっ！」

　つい大きな声が出てしまい、慌てて両手で口を塞ぐ。

　あっ、あり得ない。私と坂井君は付き合ってもいないのに！

　口を押さえたまま坂井君を睨むものの、彼は面白そうに笑うだけ。そしてわざとらしく私の耳元に顔を寄せ、囁いた。

「くれぐれもボロ出すなよな？　母ちゃんも親父も、怒ると手に負えねぇから」

　最後に耳に息を吹きかけられた瞬間、すぐに耳元を押さえるものの、顔が熱い。

　お母さんはいつの間にか足を止め、坂井君と一触即発なこの状況を微笑ましそうに眺めていた。

「本当に仲がいいのね。若い頃を思い出しちゃうわ。ウフフ」

　そう言いながら部屋へと入っていくお母さん。

　いやいや。この状況をどう見たら仲がいいって思えるの!?　私なんて坂井君に対して敵対心むき出しにしているんですけど。

「ほら、さっさと入れよ」

　私を追い越した坂井君は、相変わらず毒舌なくせに、紳士的にドアを手で押さえてくれている。

「……っ！　言われなくても！」

　棘とげのある言葉で返すと、観念して前に進む。

「失礼します」

　一応断りを入れて中に入ると、広々としたファンシーなリビングに足が止まってしまう。

　部屋の中心にある白のソファに、木目調のローテーブル。壁面にはコルクボードがかけられていて、そこには家族写真がピンナップされている。戸棚にはオシャレなインテリアの数々が並べられており、太陽の日差しが差し込む大きな窓には淡いピンク色のレースカーテン。

　リビングから見える対面式のダイニングキッチンにも、調味料が入れられたカラフルでポップな蓋ふたの瓶が並んでいる。

　うちのお母さんはどちらかというとシンプルなテイストが好みで、家の中も必要最低限の物しか置いていなくて、少しだけ寂しい。

　だから子供の頃はこんなリビングに憧れたりしていた。

　しばし目を奪われてしまっていると、お母さんはいつの間にか紅茶を淹いれてくれたようで、トレイに乗せて運んできた。

「年とし甲が斐いないでしょ？　よくメルヘンチックな趣味だって言われちゃうの」

「え……あ、いいえ！　むしろ憧れです！　こんな素敵なリビング」

　力説すると、お母さんは一瞬キョトンとしたが、すぐに柔らかく微笑んだ。

「うれしいな。めぐみちゃんにそう言ってもらえると」

　そう言って笑うお母さんは本当に愛くるしくて、若々しい。

　ローテーブルに紅茶を並べたお母さんに「どうぞ」と言われ、遠慮がちにソファに腰かけた。

「すみません、いただきます」

　そっとカップを手に取った瞬間、大きくスプリングが軋きしむと同時に、隣に坂井君がドカッと腰かけてきた。

　ちょっ、ちょっとちょっと！　かなり近いんですけど。

　密着してきた坂井君に、紅茶を飲むどころではない。かといってここであからさまに離れるのも、おかしい。

　……あ、やっぱり。

　お母さんは、私と坂井君を交互に見ては、ほんのり頬を赤らめてニコニコしちゃっている。

　きっとまた『仲良いのね』と思われているんだろうな。

「親父は？」

　内心慌てている私をよそに、坂井君は呑気に紅茶を飲みながらお母さんに聞く。

「買い物に行ってもらっているの。多分あと少しで帰ってくると思うから、待っててね」

　そう言うと、お母さんはキッチンへと行ってしまった。

「あ！　手伝います！」

　慌てて立ち上がり、あとを追う。

「あら、いいのよ、そんな気を遣わなくても。もしよかったら元気の部屋に行っててもいいし」

　いやいやいや！　そんなの絶対に無理！

「ぜひ手伝わせてください!!」

　つい声に力が入ってしまう。

　すると、リビングからローテーブルにカップを乱暴に置く音が聞こえてきた。

　私が一緒にいることを拒否したからか、坂井君はすぐに「部屋に行ってる」と言い、あっという間にリビングから出ていってしまった。

「あら、拗すねちゃったのかな？」

「アハハ……」

　乾いた笑いしか出てこない。

　拗ねたどころか、あれは完全に怒っている。

　それでもいいや。坂井君と部屋でふたりっきりになるより、お母さんとこうやって料理の準備をしていたほうがいいもの。

　手を洗うと、「じゃあレタスを洗ってくれる？」と言われ、従いながらも、野菜を刻んでいるお母さんをチラチラと見てしまう。

　坂井君のお母さんは、不思議と苦手じゃない。むしろ話しやすくて一緒にいるのが心地良いくらいだ。

「あの子、ちゃんと優しい？」

　突然話しかけられ、すぐに言葉を返せないでいると、お母さんは野菜を切る手を休めて心配そうに聞いてきた。

「昔からみっちゃん……あ、主人にね、そっくりなのよ、あの子」

〝みっちゃん〟

　結婚して何年経っても旦だん那なさんのことを名前で呼んでるのっていいな。

　坂井君はお母さんに似てないなと思ったけれど、父親似だったのかと納得する。

　すると、お母さんは大きく肩を落とした。

「本当に何もかもがそっくりなのよ。顔も声もしゃべり方も」

「しゃべり方、もですか？」

「そう！　……ここだけの話、あの子毒舌じゃない？」

「そりゃもう！　……あっ！　でも、すごく紳士的でもあるんです」

　ここに坂井君はいないのに、なぜか声を潜めて話すお母さん。

　つられるように私まで小声になりつつも、その通りのことを言われて興奮してしまう。

　まるで友達と話しているようだ。

「それに会社ではすごく人気があるんですよ。坂井君」

　毒舌だけど紳士的。そのうえあの容姿だし……。人気が出ないほうが逆におかしいのかもしれない。

「えーじゃあ、めぐみちゃん的にはすごく心配でしょ？」

「えっ!?　あ、そう、ですね……」

　つい目が泳いでしまう。本当は心配することなんて、何もないから。

　残りの野菜を刻むと、お母さんは手際よくフライパンに移し、火をつけて炒め始めた。

　レタスを渡されたお皿に盛りつけ、頼まれたミニトマトのへたを取っていると、お母さんは味つけをしながら、感慨深そうに話しだした。

「そっかー。やっぱり親子なのね。そんなところまで似るなんて」

「ということは、お父さんもかなりモテていたんですか？」

　つい気になって聞いてみると、お母さんは火を止め、『待ってました！』と言わんばかりに興奮ぎみに話しだした。

「それはもうモテてたわ。いや、『モテてた』と言うより、『遊びまくってた』って言ったほうが正しいかもね」

「『遊びまくってた』……ですか!?」

　ついオウム返ししてしまった。

　だって坂井君はモテるけど、浮いた話は全くない。むしろ自分で〝童貞宣言〟していたくらいだし。

「あの、めぐみちゃん？　もちろん今はそんなことないと思うけど、もしかして元気も〝遊んでいる〟って噂があったりしたのかしら？」

　恐る恐る聞いてきたお母さんに、すぐに首を大きく横に振った。

「いいえ！　むしろ浮いた話なんてひとつもないですよ」

　お母さんは安心したのか、大きく息を吐いた。

「そっか、よかったわ。主人は女性関係が激しい人だったから」

　こうやってお母さんから直接聞いていても、坂井君が顔も声もお父さんにそっくりだと聞いた手前、今ひとつ想像できない。

　だけどお母さんは、さらに詳しく話してきた。

「私なんて最初、三番目の彼女だったのよ？」

「えっ!?」

　三番目!?　何それ!!

　サラッと言われたけれど、驚きを隠せない。手は止まってしまい、お母さんの話に耳を傾けた。

「びっくりでしょ？　ほかにつき合っている人がふたりもいたのに、無理やり彼女にさせられちゃってね。普通に考えたらお断りするところだけど、主人は高校時代の先輩だったの。どうもこう……苦手で怖くて、逆らえなかったのよね」

　昔のお母さんと今の私の状況が似ていると思うのは、気のせいだろうか？

「高校時代はもっとひどかったのよ？　校内で見かけるたびに一緒にいる女の子が変わってたし、すっごい毒舌で怖くて、先輩たちでさえも脅かしていたんだもの」

　だんだん昔を思い出してきたのか、声に力が入っていく。

「だから余計に心配だったのよ。主人と似て、元気までそうなってしまったらどうしようって。だから幼いうちから、嫌っていうほど言い聞かせてきたわ。恋愛に対する心がまえみたいなものを」

「心がまえ、ですか？」

「そう！　女の子には常に優しく！　本当に好きな子としかヤらないように！」

　ヤ、ヤる!?

　お母さんは人差し指を立てて力説するも、私はただ苦笑いするしかなかった。

「女の子のためにドアを開けてあげたり、荷物を持ってあげたり、車道側をゆっくり歩いてあげたりといった、紳士的な振る舞いもみっちり教えたわ。主人みたいな気の利かない男にならないようにね。……だけど言葉だけはダメだったの。あの毒舌は主人のをすっかり受け継いだみたい」

　ずっと不思議だった。どうしてあんなに毒舌なくせに紳士的なのかって。それが今、わかったよ。

　それは坂井君の生活環境にあったんだ。毒舌なところはきっとお父さんから。そして紳士的なところはお母さんのしつけから形成されてきたんだ。

　妙に納得していると、お母さんはすっかり料理する手を止めたまま話を続ける。

「そのおかげで、主人みたいな最低な男にだけはならなかったみたいで、本当によかったわ」

　お母さんが大きく息を漏らし、安心したその時――。

「俺がいないのをいいことに、元気の彼女にいろいろ吹き込んでくれたようだな？」

　坂井君そっくりな声に、一瞬息が詰まった。

　お母さんの身体がビクリと大きく反応する。

「みっ、みっちゃん……いつからそこに？」

　私越しに顔を引きつらせながら、声を震わせるお母さん。

　私がゆっくりと振り返ると、そこに立っていたのは、箱を持った坂井君そっくりな人だった。まさに数十年後の坂井君。

　間違いない。坂井君は絶対に父親似だ。

　どうやらお父さんは私たちの話を聞いていたようで、坂井君がよくやるように眉をひそめた。

「人にケーキ買いに行かせておいて、それはないんじゃねぇの？」

「あ……いや、その……」

　ふたりの光景は、まるで自分と坂井君を見ているようだった。お母さんは私と似ている気がしてならない。

　ふたりに挟まれ、居心地悪く突っ立っていると、急にお父さんが私に向かって微笑んだ。

「めぐみちゃん、初めまして。元気の父親です」

「あ……はっ、初めまして！」

　坂井君と同じ顔で『めぐみちゃん』と呼ばれてドキッとしつつ、慌てて頭を下げる。

「遅くなってすまない。本当は出迎えたかったんだが、木き苺いに買い物を頼まれてしまってね」

〟きい〟って……お母さんのことかな？　お母さんがお父さんのことを〝みっちゃん〟と呼ぶように、お父さんもお母さんのことを名前で呼んでいるんだ。

　だけど、先ほどのお父さんの言葉には棘があったように感じる。少しだけ顔を上げ、お父さんの顔をチラチラ見てしまう。

「木苺、当然もう食事の用意はできてるんだよな？」

　お父さんはお母さんをからかうように、ニヤリと笑う。

「えっ!?　あ、うん！　……あと少しかな？」

　背後からお母さんの乾いた笑い声が聞こえる。今のお母さんの気持ち……痛いほどわかってしまう。

「じゃあ、俺は元気を呼んでくるから。めぐみちゃん、悪いけど手伝ってやってね」

「はっ、はい！」

　坂井君のお父さんは、私に笑顔を向けてから、そのままリビングを出ていってしまった。

　坂井君のお父さんというだけあってカッコいい。それに〝素敵〟って言葉がピッタリなダンデイな人だ。……でも、ちょっと怖い。

　リビングのドアが遅れて閉まる音が響くと、お母さんはホッとしたように、シンクに手をついた。

「あれが主人なの。……元気にうりふたつでしょ？」

　お母さんを見ると、困ったように笑っていた。

「はい。なんかその……坂井君はお父さん似だなって思いました」

「そうそう！　よく言われるのよ。『完全に父親のＤＮＡを受け継いだね』って」

　心の中で『その通りです』と何度も頷いてしまった。

「でもね、さっきはさんざん嫌なところばかり話しちゃったけど、いいところもたくさんあるのよ？　だから結婚して今日まで一緒にいられたんだけどね。……めぐみちゃんも見つけてくれているかな？　元気のいいところも悪いところも」

　ハニカミながらそう話すお母さんを前に、思いを巡らせる。

　坂井君は苦手だ。毒舌だし、きついことをズバズバ言ってくるし。

　でもいいところだってある。根は優しいし、あの同期会の日も助けてくれたし。

　そうだ。完全に嫌な人じゃないから、こうやってズルズル彼の実家まで来てしまったんだ。いいところを知ってしまったから……。

「はい」と答える私に、お母さんは微笑んだ。

「今日はその言葉が聞けただけで満足だわ。元気のこと、わかってくれていてありがとう」

「いえ、そんな……」

　私たちはそもそもつき合っていない。だからそんなことを言われてしまうと、罪悪感で胸が痛む。

「じゃあ悪いんだけど、また手伝ってもらってもいいかな？」

「もちろんです」

「そこの食器棚の中から、平皿を出してもらっていい？　……あっ、今の話は主人には内緒よ？」

「……はい」

　お母さんは照れたように人差し指を鼻の前で立てた。

　本当はここで『私は坂井君の彼女ではありません』と言いたいところだけど、とてもそんなことはできない。不本意だけど、今日だけは仕方ない。坂井君の彼女のフリを続けよう。

　そう思いながら、お母さんと一緒にチキンを焼いたり、コンソメスープを作ったりした。




「ところで元気、籍はいつ入れるんだ？　それと結婚式も」

　お父さんの言葉に思わず大きな声で『は!?』と叫びそうになってしまった。

　口の中に何も含んでいなくて幸いだった。何か入っていたら、間違いなく噴き出していただろう。

　あれから四人で食事を楽しみ……といっても、ただ坂井君の隣で笑っていただけだったけど、片づけを手伝い、ケーキを食べようという時だった。突然、お父さんが突拍子もない話をしてきたのは。

　お父さんは冗談のつもりは全くないようで、真顔でお母さんが淹れてくれたコーヒーを飲みながら、私と坂井君を交互に見てきた。

　ちょっとちょっと！　坂井君ってば、一体どんなふうに私のことを話してるわけ？　つき合ってもいないのに、実家に連れてくる時点でおかしな話だけど。

　心の中で文句を言いながらも、言葉に出すことなどできず、ただ坂井君の出方を待つ。

　坂井君はというと、一瞬私を見たと思ったらすぐに視線を前に戻し、呑気にコーヒーを飲む始末。

　そんな態度にカチンときながらも、黙っているしかなかった。

「あっ、それ私も気になってたの。めぐみちゃんなら明日にでもお嫁に来てほしいくらいだわ」

　お母さんの言葉は素直にうれしいけど、さすがにそれは無理です。そもそも坂井君と結婚とか……ダメだ、全く想像できない。

　するとやっと坂井君が口を開いた。

「今すぐとか考えてねぇよ。……それに言っただろ？　ただ連れてくるだけだって」

「それはそうだが、元気が自分で言ってただろう？　『今すぐに結婚してもいい彼女だ』って」

　坂井君とお父さんのやり取りに、ただ目を見張るばかり。

　やだ……坂井君ってば、私のことをそんなふうに話していたの？

　頭の中で何度もその言葉がリピートされ、徐々に顔が熱くなっていく。

　坂井君のことなんて好きじゃないのに、ドキドキしちゃう。そんな自分に動揺を隠せない。

　とにかく一度落ち着こうとコーヒーを口に含むと、横からの視線に気づく。

「そりゃ言ったけどさ、まだ佐藤からプロポーズの返事もらってないから」

「えっ!?」

　身体がビクッと反応してしまい、大きな声が出てしまった。

　待って！　ここまで半ば無理やり連れてきて、今ここでそれを暴露しちゃうの!?

　お父さんもお母さんも、私が坂井君と結婚すると信じて疑っていないはず。そんな両親を前にして、今さら何を……!?

　さっきまで和気あいあいとしていた場が、急に固まった気がする。怖くて目の前のふたりを見られないじゃない。

　カップを持つ手は震え、口をパクパクさせて坂井君から目を離せないでいると、彼はそんな私に気づいて、おかしそうに「ふっ」と笑みをこぼした。

　全然笑えないんですけど！　ふたりとも何も言ってこないし、この状況をどうするのよ！

　困り果てていると、坂井君はゆっくりと視線を前に戻した。

「それに結婚どころか、佐藤は俺の彼女じゃないから」

　えっ!?

　さらに爆弾発言をした坂井君に、開いた口が塞がらない。

　本当……これ、一体どうするつもり？　今までせっかく演技で取りつくろってたのに、意味ないじゃない。

　案の定ふたりは、「何それ」とか「ちゃんと説明しろ！」と坂井君を責め立ててきた。

　私はどうしたらいいのかわからず、冷や汗が背中を伝うのを感じていた。当然お父さんとお母さんのほうを向けないまま、謎の行動をとる坂井君をただ呆然と見つめることしかできずにいた。










毒紳男子の本音？




『佐藤は俺の彼女じゃないから』

　爆弾発言から少しして、坂井君がふたりに向かって話を続けた。

「でもふたりに話したことは本当。……佐藤と結婚したい気持ちは本物だから。だから今日、こうやって家に彼女を連れてきたんだ」

　そう話す坂井君の横顔はいつになく真剣そのもので、鼓動が速くなる。

　坂井君ってば、本当に本気なの……？　なんで私？

　いまだに信じられないけれど、両親にこんなに堂々と言い切ってしまう彼に、心が大きく揺さぶられる。嘘か真実なのかわからないし、私は坂井君を好きじゃない。それなのに、こんなにときめいちゃうなんて……。

　ううん、男の人にこんなふうにされたら、相手が誰だってうれしいに決まってる。別に坂井君だからってわけじゃないよ。

　慌てて自分にそう言い聞かせて、必死に胸の高鳴りを否定する。

「それに、母ちゃんたちが耳にタコができるほど言ってたんじゃん。『結婚したい人ができたらすぐに連れてこい』ってさ」

「えぇ……そう言ってたけど」

「めぐみちゃんの気持ちもあるじゃないか」

　戸惑いぎみに放たれたふたりの言葉は、もっともだ。

　坂井君が言っていることは一方的で、私の気持ちを一切無視したものだ。

　お父さんとお母さんが口を開いたことで、私はやっと顔を前に向けることができたものの、ふたりは困ったように目を泳がせた。

　きっとふたりはこう思っているに違いない。

『どうして彼女でもないのに、家に来たの？』って――。

　もちろん、それは私が一番思っている。どうして彼氏でもない人の実家に、こうして来てしまったんだろう。

　私たちが気まずい雰囲気になっているのを、坂井君は全く気にかけていない様子で、淡々と話を続けた。

「つーかさ、親父が昔から言ってたじゃん。『恋愛は先手必勝、丸め込めるなら丸め込め』ってさ」

「ちょっと、みっちゃん？」

　坂井君の言葉にお父さんがギョッとし、お母さんはお父さんを睨みながら、ジリジリと詰め寄る。

　その間にも坂井君は、お父さんに追い打ちをかけるように話を続けた。

「俺は親父とは違っていきなりキスしねぇし、ましてヤッてねぇんだからマシだと思うけど？」

「おい元気！　いい加減にしろ！　今はそんなことどうでもいいだろう？」

　お父さんのうろたえっぷりに、さっきお母さんが語っていたことも、坂井君が言っていることも事実なのだと実感させられる。

「関係あるよ。俺は親父とは違って純粋なんだよ」

「確かにみっちゃんと比べたら、元気はものすごく純粋よね！　こうやって私たちにめぐみちゃんのことを紹介してくれたし」

「だろ？」

　坂井君に賛同するように、お母さんもお父さんを責め立てる。

　お父さんはというと、すべてが図星なのか何も言い返せない様子。

　突如始まってしまった坂井家の言い争いを、ただ黙って見守ることしかできない私。

　どうしよう。何か言ったほうがいい？　いや、ここは変に口を出さないほうがいいよね？

　言い争っている三人を、カップを手にしたまま見守っていると、急に坂井君が私の肩を抱き寄せたものだから、カップに残っていたコーヒーが少しこぼれてしまった。

「さ、坂井君!?」

　さすがに声を荒らげてしまう。

　けれど、坂井君は動じることなく、真っ直ぐ目の前のふたりを見据えていた。

「とにかく俺は真剣だから。佐藤には俺を好きになってもらって結婚する。つーか、絶対結婚するし」

　自分の両親を前に恥ずかしがることもなく、むしろ清々しいほどの宣言に、私はもちろん、お父さんもお母さんも唖然としてしまった。

　何、それ。いきなり『絶対結婚する』だなんて、私の気持ちはどうでもいいわけ!?

　憤りを感じるのに、胸が熱くなっていく。

　坂井君みたいにカッコいい人が、私なんかを好きになるはずないとずっと思っていた。

　でもすごく優しくしてくれたり、急に実家に連れてきたり。……こうやって両親を前にストレートすぎる気持ちをぶつけてきたり。

　さすがにここまでされて、『冗談でしょ？』なんて言えないよ。うぬぼれじゃないんだよね？　……本当に私のことを好きだって思ってくれているんだよね？

　何度も自分にそう言いかけると、じわじわと実感が湧いてきて身体中が熱くなっていく。坂井君から視線を逸らせない。

　どうしたらいいのかわからないでいると、お父さんが急に大きな声をあげて笑いだした。

「みっちゃん？」

　お母さんがお父さんの肩を揺らすものの、お父さんは笑ったまま言った。

「さすがは俺の息子だ。よく言った！　そうだよな。好きになった女なら、何がなんでもモノにしろ」

「親父……」

　まさかのセリフに、私はただただ閉口するばかり。

　そして、お父さんは笑顔のまま私に語りかけてきた。

「そういうわけだからめぐみちゃん、悪いけど元気に口説かれてやってね」

「……えっと……」

　何これ。どう返せばいいの？

　そもそも『口説かれてやってね』なんて言われて、『喜んで』なんて言えないし。

　坂井君に肩を抱かれたまま言葉に詰まっていると、すかさずお母さんが助け船を出してくれた。

「みっちゃんも元気も！　めぐみちゃんが困っているじゃない」

　あぁ、さすがお母さん。会ってまだ数時間しか経っていないけど、お母さんだけは私の味方だ。

「でも個人的には、私も元気とめぐみちゃんの結婚には大賛成よ」

　救世主のように感じたのも束の間、やっぱりお母さんは坂井君のお母さんだった。

　笑顔でニッコリ微笑まれては、いよいよ返す言葉が見つからない。

「あっ！　でも変に気負わないでね。大切なのは、めぐみちゃんの気持ちだから」

「あぁ。遠慮せずに、無理だったら無理と言ってくれていい」

　ふたりに微笑まれ、つられるように笑顔を返すものの、私の顔……今、絶対に引きつっている。

　どうしよう……坂井君に肩を抱かれたままの状態で『無理です』と言っても説得力がないし。何より言える雰囲気ではない。

　しっかり外堀を埋められていっている……。

　だけどそれを助けてくれたのは、意外にも坂井君だった。

「おい、やめろよな。そうやって佐藤にプレッシャーを与えるのは。ふたりからそんなこと言われたら困るだろ？」

　さっきまでは丸め込むって言ってたのに……ホッとしていると、肩に回されていた腕がゆっくりと離れていく。

　だけど至近距離なのは変わらずで、誰もが惚れ惚れしてしまいそうな笑顔を向けられた瞬間、不覚にもキュンとさせられてしまう。

　でも、それはほんの一瞬のことだった。

「佐藤にプレッシャーを与えていいのは、俺だけだし」

　えっ!?　そんなの許可してないけど！

　さっきの〝キュン〟を返してほしい。

　私は作り笑いを顔面にただ貼りつけて、その後の時間をやり過ごした。




「それじゃ、佐藤のこと送ってくるから」

　坂井君は「車のエンジンかけてくる」と言って、先に駐車場へ向かっていく。

「お邪魔しました」

　玄関先まで見送りに出てきてくれた、お父さんとお母さんに頭を下げる。

「めぐみちゃん、元気のこと抜きにして、また遊びに来てね。私、めぐみちゃんとはすごく気が合うと思うの」

　顔を上げれば、お母さんはニコニコと微笑んでいた。

　私も同じ意見だ。坂井君のことは、一緒にいると息苦しくなるほど苦手だけれど、お母さんとは気が合いそう。

　そう思うと、自然と口元が緩んだ。

「はい、ぜひまたお邪魔させてください」

　お父さんもダンディで素敵な人だし、〝坂井君を抜きにして〟ということなら、素直な気持ちだ。

　もし……もしも坂井君と結婚しても、嫁よめ姑しゅうとめ問題は起こらなそう。

　いやいや!!　そんな、もしもの話を妄想するわけにはいかない！　坂井君は苦手な人！　好きになんて絶対になるはずない！

　頭に浮かんだ妄想を打ち消すように、首を大きく横に振った。

「……めぐみちゃん？」

　慌てて自分の世界から帰還するも、ふたりは不思議そうな目で見てくる。

「な、なんでもありません！」

　最悪だ。変なところを見られてしまった。

　動揺のあまり、無意識に後あと退ずさりする。

「えっ……キャッ!?」

　階段を踏み外してしまい、身体のバランスが崩れる。

「危ないっ！」

　すぐに伸びてきたお父さんの手に引かれ、最悪の事態は免れた。

「大丈夫か!?」

「めぐみちゃん、大丈夫!?」

「すっ、すみませんでした！」

　すぐさま頭を下げて謝るものの、先ほどからの自分の行動が恥ずかしすぎて、顔から火が出そうだった。

　もう私ってば勝手に妄想して、何やってるのよ！　しかもお父さんに助けられちゃうし。

　目を白黒させながら乱れた髪を整えていると、お父さんはこらえ切れなくなったように噴き出した。

　顔を上げるとお父さんと目が合う。

　すると自己嫌悪に陥っている私に、お父さんは思いがけないことを言いだした。

「元気がめぐみちゃんを好きになった理由、なんとなくわかったよ」

「え？」

　坂井君が私を好きになった理由？

　すると、なぜかお母さんと私を交互に見ては、微笑んだ。

「なんとなく似ているんだよな。めぐみちゃんと木苺」

「私とお母さんが、ですか？」

「私とめぐみちゃんが？」

　お母さんと声がハモッてしまった。

「ほら、やっぱり！」

　そう言ってまた笑いだしたお父さんに、お母さんは呆れたように大きく息を吐いた。

「みっちゃん、めぐみちゃんに失礼よ？」

「いえ、そんなことは……」

　ただどこがそっくりで、坂井君が私のどういうところを気に入ってくれたのかは知りたい。

「だって仕方ねぇじゃん。性格も反応も全部似ているんだから。……めぐみちゃん、ここだけの話ね、元気は小さい頃、木苺と本気で結婚しようとしていたんだ」

　えっ、坂井君がお母さんと？

「あら、そんな話したら、元気怒るわよ？」

「いいだろ別に。もう昔の話なんだから」

　あの毒舌な坂井君が、まさかそんな可愛いことを思っていたなんて。

「そりゃもう本気だったんだ。俺から木苺を奪おうとしていたしね。小さい頃なんて俺は元気にとって父親じゃなくて、恋のライバルだよ」

「本当、あの頃は大変だったのよ？　みっちゃんも大人げなく本気で相手しちゃって」

　車を出そうとしてくれている坂井君には申し訳ないけれど、思わず頬が緩んでしまう。

　完璧な坂井君にも、ちゃんと子供らしい時期があったんだと思うと、ちょっと安心した。普段の彼からは、まるで想像できないけど。

「佐藤！　何もたもたしているんだよ」

　その声に振り返れば、坂井君が助手席のドアを開けて『早くしろ』と言わんばかりに手招きしてきた。

「……すみません、それじゃ」

「えぇ。またいつでも遊びに来てね。元気の話なら、いくらでもしてあげるから」

「特にあいつの恥ずかしい過去の話をね」

「……はい！」

　笑顔でもう一度頭を下げ、坂井君のもとへと走って助手席に乗り込むと、彼がドアを閉めてくれた。

「っとに、遅いっつーの！」

　坂井君が運転席に乗り込んだ瞬間、彼のイラ立った声が車内に響く。

「……ごめんってば」

　謝りながらシートベルトを締めると、坂井君は車を発進させた。

　玄関を振り返れば、ふたりはまだ見送ってくれていて、最後にもう一度頭を軽く下げた。

　いつもだったら、『やっぱり坂井君なんて苦手だ』って思っていただろうけど、なんだか見方が変わった。だってさっきあんな微笑ましい話を聞いちゃったもの。

　不機嫌そうに運転している坂井君を盗み見る。

　男前で非の打ちどころがなく、仕事も完璧。そんな彼がまさか幼少期、本気でお母さんを好きだったなんて。なんか……可愛い！

「おい、何ニヤニヤしているんだよ」

「えっ!?」

　車は赤信号で停まっており、幼少期の坂井君に思いを巡らせていた私を、彼は『気に食わない』と言いたそうに眉を寄せて睨んでいた。

「べっ、別にニヤニヤなんてしてないよ」

　慌てて表情を引きしめるも、それがかえってマズかったのか、ますます疑ぐり深い目を向けられてしまった。

「さっきやけに親父たちと話し込んでいたよな？　……まさか親父から余計なこと聞いたのか？」

　その瞬間、身体が素直にギクッと反応してしまう。

「聞いたんだな？」

　確信めいた声に、坂井君を見ることができない。

　私は『なんて微笑ましい話』って思うけど、坂井君にとっては恥ずかしいことなのかも。

　お母さんと本気で結婚する気で、お父さんをライバル視してた坂井君を想像すると、また口元が緩んでしまう。

　すると、急に頬をつねられた。

「おい、何笑ってるんだよ」

「ひょっ、ひょっと！　いひゃい!!」

　言葉がうまく出てこない。

「あっ！　青！　ひんごう!!」

　ふと前を見れば、ちょうど信号が青に変わったところで、坂井君はしぶしぶ手を離してくれた。その瞬間、すぐに頬を押さえる。

　いっ、痛かった！　絶対今、本気でつねったよね!?

　ジンジン痛む頬をさすりながら、運転中の坂井君を睨みつけるけれど、彼は運転に集中しているようで、全く効いていない様子。

「何を聞いたか知らねぇけど、所詮ガキの頃の話だからな？」

「……え？」

「っだから！　今はガキじゃねぇってことだよっ」

　視線を前に向けたままの坂井君の横顔は、どことなく赤く見える。

　それは車内に降り注いでいる西日のせいだろうか？　それとも、坂井君が本気で照れているだけ？

　彼の様子にしばし目が釘付けになっていると、居心地が悪くなったのか、坂井君は途中にあった大型スーパーの駐車場に入り、車を停めた。

　エンジンが切られると、車内は一気に静まり返り、慌てて視線を自分の膝元へと移す。

　坂井君のこと、ついまじまじと見てしまった。気にしているようだったし、きっと怒った……よね？

　謝ろうとした時、車内に坂井君の声が響いた。

「あー……ダッセ」

　その声に顔を上げると、坂井君はハンドルにもたれかかっていた。

「……聞いたんだろ？　ガキの頃、母ちゃんを好きだったって話」

「えっ!?　いや、その……」

　坂井君の言う通り、お父さんからしっかり聞いてしまったけど、顔を見せないようにしている彼に、正直に言っていいものか悩む。

「笑えるだろ？　本気で母ちゃんと結婚しようとしてたんだぜ？　親父のこと、ライバル視しまくってたし」

　自ら暴露されてしまうと、なんて言ったらいいのか、いよいよわからなくなる。

「この話、俺が友達を家に連れてくるとよく親父にバラされてさ。そのたびにみんなに大笑いされてきた。……だから別に慣れてるし。佐藤も笑っていいから」

　言葉とは反比例するように、坂井君は私の笑い声なんて聞きたくないと言いたそうに、大きな身体を小さくまとめた。

　その姿を見た瞬間、胸が締めつけられると同時に、ついさっきまでの自分の言動を激しく後悔してしまう。

　そうだよ。誰にだって知られたくない過去や、忘れたい記憶はあるはず。

　坂井君にとってのそれは、幼少時代に本気でお母さんのことを好きだったことなんだ。

「笑わないよ」

「……え？」

　坂井君はパッと顔を上げた。

「たっ、確かにお父さんに聞いた時はちょっとその……笑いそうになっちゃったよ？」

「……だろうな」

「でっ、でもね！　それは面白いからとかじゃなくて、ギャップというか、その……可愛いなって思ったの!!」

　もしかしたら坂井君にとっては〝面白い〟と言われるより、〝可愛い〟と思われるほうが嫌かもしれない。でも、うなだれる彼を見て、それだけは伝えたいって思った。

「だって普段の坂井君からは想像もつかないじゃない？　紳士的で仕事がデキるところもすごいけど、それ以上に〝いいな〟って思えたの」

「佐藤……」

「なんかその……うまく言えないんだけど、坂井君にとっては消したい過去かもしれないけど、私にとっては坂井君の印象、よくなったよ。素敵な話だと思った」

　苦手で好きになれない人だったのに、ちょっと安心してしまったのが何よりの証拠。

「だからそんなに気にしなくてもいいと思う。……むしろみんなに言いふらしてもいいんじゃない？　坂井君に対するみんなの好感度、ますます上がるよ！」

　力説するものの、坂井君は終始目を見開いたまま、微動だにしない。

　あれ……？　自分なりに結構うまく語れたと思ったんだけど、そうでもなかった？

　落ち込む坂井君を元気づけようとしたのに、どうやら彼には伝わらなかったようだ。

　けれど、次の瞬間なぜか坂井君が笑いだした。しかも、車外にまで聞こえているんじゃないかと思うほど、大声で。

　そんな彼に呆気にとられていると、彼は涙を拭ぬぐいながらクシャッと顔を崩した。

「やっぱ俺、佐藤を嫁にしたいわ」

「……はっ!?」

　また突拍子のない話に、つい声が漏れてしまい、慌てて口元を手で覆う。

　でも、坂井君は気にする様子を見せることなく、少年のように笑ったまま。

　そして長い腕がゆっくり伸びてきて、大きな手が私の頭にそっと触れた。

　くすぐったさに一瞬目をつぶってしまったけれど、その手のぬくもりがあまりにも優しくて、ドキドキさせられてしまう。

「佐藤のそういうところがすっげえ好き」

「……え？」

　目を細めて愛しそうに私を見てくる坂井君に、心臓をギュッと締めつけられる。

　やだな。そんな顔向けられたら、何も言えなくなっちゃうよ。

　私は坂井君のことなんて好きじゃない。なのに両親の前で宣言されたり、こうやってストレートな言葉をくれたり、愛しそうに頭を撫でられちゃったら、嫌でもときめいてしまう。

　そして勘違いしてしまいそうになる。もしかして私は、坂井君のことを好きになりかけているんじゃないかって……。

　今日だけで何度この考えが頭をよぎっただろうか。でも、そのたびに否定する冷静な自分がいる。そして問いかけてくるの。

『また昔と同じ思いをしたいの？』って……。

　どれくらいの時間、坂井君に頭を撫でられていたのだろうか。

「……帰るか」

　その言葉とともに、彼の大きな手が離れていく。

　今、『寂しい』『もっと触れていてほしかった』と思ってしまった私は、どうかしちゃったようだ。

　カッと顔が熱くなる。

　私ってば本当におかしい、おかしすぎる！　だって相手は坂井君だよ!?

　すでに車を走らせている彼の横顔を目が捉えた瞬間、顔の火ほ照てりがさらに増す。

　たとえ坂井君が優しくても、両親が素敵でも、可愛い一面があったとしても、私が坂井君を好きになるはずはない。……ううん、好きになっちゃダメなんだ。

　また昔のようなつらい思いをしたいの？　あの時のように信じていた人に裏切られたい？　あんな惨めな思いをしたいの？

　そう自分に問うたびに、〝嫌だ〟と否定する自分がいる。

　なのに、身体が言うことを聞いてくれない。

　坂井君の手が離れてからだいぶ経っているのに、彼に触れられた頭が熱い……。

　これは彼の本音を聞いてしまったから？　思わぬ一面を知ってしまったから？

　坂井君への気持ちを否定したい思いと、否定したくない思いに葛藤する私を乗せて、車は走っていく。







第二章










トラウマとさようなら




　十二月に入って一層寒くなり、通勤時には、コートやマフラーなどの防寒具が必需品となっていた。

　仕事も年末が近づくにつれて忙しさを増してきた。

「佐藤さん、これやっておいて」

「……はい」

　定時を迎える三十分前に、いつものごとく先輩に仕事を頼まれてしまい、何も言えない自分が情けなくなる。なんだか以前より、先輩のセリフに棘がある気がする。

　少し前までは、『悪いんだけど』とか『お願いできる？』という言葉が添えられていたのに、最近はやけに一方的だ。

「めぐみってば、また仕事押しつけられたの？」

　書類を片手に席に戻ると、琴美が周囲に聞こえないよう声を潜めて聞いてきた。

「まぁ……」

　つい苦笑いを浮かべてしまう。

　琴美の言う通り、〝また〟なのだ。それもこれも、あの同期会が原因だった。

　あの時、みんなの前で坂井君が私を助けてくれて、ふたりでそのまま抜けてしまったのだから、当たり前だよね。

　私と坂井君の噂が徐々に広まっていき、とうとう総務部の先輩たちの耳にも入ってしまったようだ。

　それからというもの、先輩たちにはきつく当たられ、今まで以上に仕事を押しつけられる始末。社内を歩けば、コソコソと噂されたり、時には陰口を言われたり……。

　最初は坂井君と噂になったら、どんなことをされるのか怖くて不安だった。

　きっとこの会社では生きていけないだろうと思っていたけれど、いざ現実になると、私は意外に図太い人間だったようだ。

　陰口にも、今みたいなちょっとした嫌がらせにも慣れてしまったのだから、人間の適応能力はすごいと思う。

　早速任された仕事に取りかかるべく書類に目を通していると、隣の席から大きなため息が聞こえてきた。

「いい加減、坂井に相談したらどう？」

「相談って……別に坂井君には関係ないじゃない？　部署だって違うわけだし」

「いやいや関係大アリでしょ！　めぐみが嫌な思いをしているのは、半分以上……いや、ほとんどと言っていいほど坂井のせいじゃん」

　琴美は仕事そっちのけで、ジリジリと詰め寄ってくる。

「……こ、琴美？」

　後ろにのけ反る私に、琴美はかまうことなく話を続けてきた。

「あいつ、めぐみが嫌がらせされてるってことに絶対気づいてないよ！　本当、腹が立つんだけど」

　小声ながらも、いつになく毒を吐く琴美。

　でも全部私のためかと思うと、うれしい。

「大丈夫だよ。何言われたって私には琴美がいるし」

　姿勢を正し、プリプリ怒っている琴美に言う。

　すると彼女は一瞬目を丸くするも、照れ臭いのか「やだ、やめてよね」なんて言いながら私の肩をバシバシ叩いてきた。

　琴美はキュートな顔に似合わず力が強い。

　しばし痛みに耐えていると、琴美が「でもな……」と口を開いた。

「何かあったら大変だし……。あっ！　今日の帰り、久しぶりに飲みに行こうよ。そこで打開策を考えよう！　これ決定ね！」

『決定ね』と言われては、断れない。それに予定なんて全くないし。

「わかったよ」

　そう返事をすると、琴美は満足げに頷いた。

「じゃあ、さっさと仕事終わらせちゃおうか！」

　仕事を再開させた琴美につられるように、私も慌てて作業に取りかかった。




「……やっと終わった」

「お疲れさま」

　仕事が片づいたのは、結局定時を一時間過ぎた頃だった。

「ごめんね、待たせちゃって」

「全然！　私も明日の準備とかできたから」

　これ以上待たせるわけにはいかないと思い、急いで先輩のデスクの上に頼まれた書類を置きに行く。

　先輩はすでに退社済みで、デスクの上はキレイに整理されている。

　少しばかり反撃しよう。

　わざとらしく書類に大きめの付ふ箋せんを貼り、そこに『今日中にお渡ししようと思っていたのですが、退社されていたのでお渡しできず、申し訳ありませんでした。』と書き残した。

　この程度の反撃でイラつきが解消される自分は、つくづく小さな人間だなと思う。

　それでも逆に考えれば、たったこれくらいのことで気が済むのだから得な性格なのかもしれない。

「お待たせ、琴美」

「よし！　じゃあ今夜は張り切っていこう！」

　妙にスッキリした気持ちで、琴美と総務部をあとにした。




「あー!!　やっぱ仕事帰りのビールはうまい！」

「琴美、また飲みすぎないでよね」

　やってきたのは、会社の近くにある、女性に人気の居酒屋。ゆったり座れるソファ席で、料理もオーガニック食材にこだわっていて、今日も女性客を中心に満席状態だった。

　乾杯早々、ビールを一気飲みする琴美にギョッとしてしまう。いつもの同期会のごとく酔いつぶれられては琴美が心配だし、また俊哉君に迷惑かけちゃう。すぐさま止めに入ったものの、琴美は「大丈夫」と言いながら早速おかわりを注文する。

「今日はめぐみの話を聞くために来たんだから、そんなに飲まないわよ。ビールも次で最後にするし」

「……ならいいけど」

　最初は半信半疑だったけれど、二杯目は、一気飲みすることなくチビチビと飲んでいるから、大丈夫そうだ。

　注文した料理が次々と運ばれてきて、それらをつまみながら、まずは仕事のグチ話に花を咲かせる。そして少しほろ酔い気分になってきた頃、琴美が本題に入った。

「ところでさ、めぐみ的にはどうなの？」

「どうって……何が？」

「もー！　そんなの坂井のことに決まってるでしょ!?　ふたりの問題だし、めぐみから話してくれるまで待つつもりだったけど、もう限界！　どうなのよ、実家に連れていかれて、さらに両親の前で熱烈なアプローチをされた心境は！　坂井とはその後どうなの!?　何かあったりした!?」

　トントンとテーブルを叩いては、答えを急かしてくる。

「『心境は』って言われても、特には……。それにあれからは何もなくて、たまにメールでやり取りするくらいだし」

　言葉を濁すと、琴美は鋭い眼差しを向けてきた。

「そんなわけないでしょ!?　そこまで熱心に好意を寄せられておいて、何も気持ちが変わっていないとは言わせないわよ！」

　琴美はつまみの枝豆を振りかざしながら、「メールだけとか、坂井も積極性に欠けるわね」とブツブツ言って、さらに話を続ける。

「それにあれだけ陰口言われたり噂されたり、ましてや嫌がらせされてるっていうのに、めぐみってば全く動じてないじゃない？　最初はずっとビビッてたのにさ」

　さすが琴美。鋭いところを突いてくる。

　そしてとどめを刺すように身を乗り出して、確信めいた目を向けて囁いてきた。

「それってさ、めぐみの中で何かしら変化があったっていう証拠じゃないの？」

「そっ、それは……」

　否定したいのにできない。だって琴美の言っていることは正しいから。

　自信に満ち溢れた目で、私の本心を探ってくる彼女に、ここで白旗を上げた。

「琴美の言う通りだよ。……心境の変化、ありまくりだよ」

　半ばやけくそに言うと、琴美はパッと目を輝かせた。

「やっぱり！　で、どうするの!?　もちろんつき合っちゃうんでしょ!?　いや、それ飛び越えて結婚しちゃうとか!?」

　話を飛躍させてきた彼女に、ギョッとしてしまう。

「どうしていきなりそうなるわけ!?　私、ひと言も坂井君のこと、その……好きになったなんて言ってないけど？」

　ただ心境に変化があったと言っただけなのに、琴美は話を大きくしようとしてくる。

「恋愛に興味がなかっためぐみに、変化が起きたってだけで充分じゃない。別に坂井のこと嫌いじゃないんでしょ？」

「それはそうだけど……」

　もちろん苦手って気持ちはあるけれど、〝好きか、嫌いか――？〟と聞かれても、『嫌い』とは即答できないと思う。

　たった数日間でたくさんの一面を見せられ、坂井君に対する感情が変わったのは確か。

「だったら好きになればいいじゃない！　坂井なら私も安心してめぐみのことをお願いできるし」

　まるで母親のような言いように苦笑いしつつも、そこは素直に頷けない。

「でもさ、いまだに信じられないんだよね。……坂井君が私のことを好きとか」

　坂井君と出会ったのは入社してからだし、同期会の幹事をするまで言葉を交わした回数なんて数えるほどしかなかった。なのに、いつ私のことを好きになってくれたのだろう。

　そもそもそれを教えてくれない時点で、怪しいと思ってしまう。もしかして、また昔のように騙されているだけなんじゃないか、って――。

　ふと過去の嫌な記憶が頭をよぎり、慌てて打ち消すようにビールを口に含んだ。

「やだ。私はめぐみのほうが信じられないんだけど」

「え？」

　琴美は、希少生物を見るような目を向けてきた。

「普通さ、坂井にそこまで積極的にアプローチされたら疑わないでしょ。逆に坂井が不ふ憫びんに思えてくるんだけど」

「えっ、どうして!?　あり得ないじゃない。あの坂井君だよ？　それに、つき合ってないのにいきなり嫁になれって言ったり、実家に連れていったり……普通の人がすることじゃなくない？」

「それだけ必死になっちゃうほど、坂井はめぐみに本気ってことでしょ？　気持ちが強ければ強いほど、焦あせっちゃうものよ。……私はわかるな。坂井の気持ち、なんとなく」

　そんな……実感湧かないよ。

　坂井君は会社のアイドルだし、カッコいいし、仕事はデキるし、優しいし……。

「……めぐみから話してくれるのをずっと待ってたんだけどさ、この際だから聞かせてくれる？　もしかして過去に何か恋愛でつらいことでもあったの？　だからそんなに恋愛に奥手なの？」

「え？　……どう、して」

　琴美の言葉に、ドクンと胸が鳴り、動揺が走る。

　琴美はそんな私の変化を見落とさず、鋭い眼差しを向けてきた。

「めぐみ……私たち、入社を機に知り合った仲だけどさ、私はめぐみのこと親友だと思ってるよ？　親友を助けたいし、力になりたいと思ってるんだけど、めぐみは違うの？」

「琴美……」

　それ以上、何も言えなくなってしまった。

　居酒屋の狭い個室の中でお互い黙り込んだまま。シンと静まり返るっている中、私の心臓の音とか、心の声は琴美にダダ漏れなのではないかと思ってしまう。

　だって、琴美はまるで何もかも見透かしたような顔をしているから……。

　私の表情で、きっと気づいちゃったよね。

「違わないよ。私にとっても琴美は親友だよ」

「……っ！　ならっ――」

「琴美の言う通りだよ。……高校時代、嫌な思いをしたの。それっきり恋愛はしていない」

　琴美の声を遮さえぎるように言うと、そっと目を伏せた。

「……そっか。その話、聞いても大丈夫？」

　その言葉に、つい笑みがこぼれる。

「聞いてくれる？」

「もちろん！」

　琴美になら話せるよ。封印した嫌な思い出を――。

　私は大きく息を吐き、ゆっくりと話しだした。

「男の人と初めてつき合ったのは中学生の時だったんだけど、受験を理由にフラれちゃったの」

「……その人が原因なの？」

　琴美の言葉に、ゆっくりと首を横に振った。

「高校生になって、その彼を忘れさせてくれた人が現れたの」

　思い出すと、今でも苦しくなってしまう人……。

「高校一年生の時、私、図書委員だったの。それで週に一度、当番で放課後図書室にいたんだけど、そこで出会った人なんだ。坂井君には負けちゃうけど、カッコよくて笑顔が素敵な人だった。クラスが違ったからあとから知ったんだけど、勉強もスポーツもできて、性格もなんとなく坂井君に似ていたかもしれない」

　ちょっと強引なところも、毒を吐くところも。

「うちの高校の図書室ってすごく古くて、置いてある本も傷んでいる物ばかりだったの。それに、部活動がすごく盛んな学校だったから、放課後に図書室を利用する人なんてほとんどいなかったのに、彼だけは違った。私が当番じゃない日も毎日のように来ていて、本当に本が好きな人だった」

　琴美は何も言わず、私の話にただ相あい槌づちを打ちながら聞いてくれている。

　思い出すと胸が苦しい。

　……でも最初からすべてが嫌な思い出ばかりではなかったんだ。




　＊　＊　＊




「すみません、これ貸し出しお願いします」

「はい」

　図書委員になって一ヵ月。人気のない図書室に彼は毎週やってくる。そして三十分以上吟味してから、一冊だけこうやって借りていくのだ。

　今日はいつも以上に閑散としていて、彼しかいない。

　今週はミステリー小説か。

　貸し出し手続きをしながら、彼がどんな本を借りたのかついチェックしてしまう。

「そのシリーズ、どれも面白いよ」

「……え？」

　顔を上げると、彼は私が手にしている本を指差していた。

「毎回俺が借りる本、さり気なく見ているでしょ？　密かにやってたかもしれないけど、最初からバレバレだよ」

　彼はニコニコ笑っているけれど、私の目には『見てるんじゃねぇよ』と言っているようにしか見えなかった。

「ごっ、ごめんなさい！」

　ずっと不愉快だったのかと思い、すぐさま謝ったけれど――。

「なんで謝るの？　俺はうれしかったんだけど。それって俺に興味があるってことだろ？」

　予想外のセリフに、ポカンとしてしまうと、彼は我慢できなくなったように噴き出した。

「アハハハ！　何、その顔！」

「えっ……えぇっ!?」

　誰もいない静かな図書室に彼の声が響く中、どうして自分がこんなにも笑われているのかわからなかった。

　その日からだった。彼との距離が縮まっていったのは。




「これ、よろしくね」

「はい」

　徐々に放課後の図書委員の仕事が、楽しみになっていった。彼以外の人が図書室を訪れることはあまりなくて、放課後の図書室は彼とふたりっきりで会える特別な場所だった。

　自然と会話を交わすようになり、彼にオススメの本を教えてもらったり……。ほかの図書委員の子から聞いた話だと、どうやら彼は、いつからか私が当番の日しか図書室を利用しなくなったようだ。そして毎回一週間ぶんの本を借りていくようになった。

　たったそれだけのことが、私には幸せに感じられた。

　もしかしたら彼も、私に会うのを楽しみにしてくれているのかなって、淡い期待を膨らませていた。

　そして季節は流れ、七月中旬――。

　来週には高校生活初めての夏休みが始まるというのに、私の気分は今ひとつ上がらなかった。たまに廊下ですれ違った時、気づいたら手を振ってくれたり、話しかけてくれたり。そんなことは休みに入ると、できなくなってしまう。彼と会えなくなる……。

「これ、貸し出しよろしくね」

「……はい」

　一学期最後の当番の日。彼は本を借りに来た。

　そして私は、貸し出しの手続きをしていく。

　その間、彼はいつもは窓の外のグラウンドを眺めているんだけど、今日ばかりは違った。さっきからずっと感じる彼の視線。

　ものすごく居心地が悪い。……いや、むしろ恥ずかしいと言ったほうが正しいかもしれない。

　いたたまれなくなって彼を見ると、まさか私が顔を上げるとは思っていなかったのか慌てて目を逸らされた。

「あの……すごく視線が痛いんですけど」

　同い年なのに、彼にはなぜか時々敬語で話してしまう。

　それがまたツボなのか、彼はクスクスと笑いだした。

「ごめんね。さっきからずっと、どうやって夏休みに誘うか考えてたんだ」

「え？」

　誘う？　夏休み？

　意味がわからずキョトンとしていると、彼はますますおかしそうな様子だ。

「俺的には夏休みに入ったら会えなくなるの、すごく嫌なんだけど。……佐藤さんは違った？」

　心臓がドキンと跳ねる。

　え……？　それってつまり、〝両想い〟ってこと……？

　思いがけない展開に、この上ない喜びが押し寄せる。

　私に言わせようとするなんて、ちょっぴりズルイと思いつつ、首を横に振った。

　すると彼は満足げに笑ったんだ。〝よくできました〟と言わんばかりに――。




　彼からはっきり告白され、つき合い始めたのは、夏休みに入ってからだった。今でもよく覚えている。毎日、電話やメールをして他愛ない話で盛り上がって。ふたりの距離を縮めるように、夏休み中はほとんど毎日会って、いろいろな場所へデートに出かけた。遊園地とか映画館とか水族館とか。

　プールや海に行った時は、『ほかの男が佐藤さんの水着姿をチラチラ見ていて、ムカついた』って言ってくれて、ますます気持ちが膨らんだ。

　そしてキスをするたび、必ず言ってくれたの。『好きだ』って。

　彼も同じ気持ちでいてくれている……そう実感するたび、幸せを感じられた。

　……だけど、それはすべて私の勘違いだった。

　本気で恋愛をしていたのは、私だけだった。彼は私のことなんて、本当は全然好きじゃなかったんだ。

　それを知ってしまったのは、新学期が始まってからだった。




　図書委員の当番の日、どうせなら一緒に図書室に行こうと彼の教室を訪れた時のこと。

　教室に入ろうとドアを少し開けると、中から突然、彼の笑い声と自分の名前が聞こえてきて、手が止まってしまった。

「マジかよー！　つまんねぇの！」

「佐藤って、案外ガード固そうだと思ったのになぁ」

　え……私？

　咄嗟に教室の中から見えないようにしゃがみ込む。

「ほら、俺の勝ちなんだから、さっさと金出せよ」

　それは間違いなく彼の声だった。

　何これ……どういうこと？　〝勝ち〟って何？

　頭の中は混乱していた。彼らがこちらに向かっていたことにも気づかないほどに。

「……佐藤？」

　急にドアが開かれて顔を上げると、そこには言葉を失う彼と、彼の友達三人の姿があった。

「あ……」

　咄嗟に立ち上がるものの、言葉が続かない。

　これでは『さっきの会話、全部聞いてました』と言っているようなものだ。何か言わなくちゃいけない。そう思っているのに声が出なかった。

　さっきの話は嘘だよね？　……何かの間違いだよね？

　聞きたい一心で彼を見つめたけれど、目を合わせてくれない。

　するとあっという間に彼の友達に囲まれてしまった。

「何？　もしかしてさっきの話、聞いちゃった？　ショックで言葉が出ない？」

「そりゃそうだよな。大好きな彼氏に騙されてたんだから」

　バカにしたように笑われても、やっぱり信じられず、何も話さない彼を凝視してしまう。

「ほら、お前からもちゃんと真実を告げてやれよ。でないとかわいそうだろ？」

　友達が彼の肩をつかんだ瞬間、彼は友達と同じように嘲笑うような目で私を見据えた。

「……騙されるほうが悪いから。俺は全然好きじゃなかった」

　冷たい言葉と視線に、ふたりで過ごした夏休みの思い出が走そう馬ま灯とうのように駆け巡る。

「う、そ……」

　持っていたバッグが手から落ちていく。

　全部嘘だったの？　一緒に過ごした日々も、『好き』って言ってくれた言葉も、全部？

　悲しいけど、彼のさっきのセリフと、人を見下すような態度を目まの当たりにしたら、これが真実なんだと認めるしかなかった。

　つらくて涙をこぼすと、彼の友達は私にさらに罵声を浴びせてきた。

「うっわ、何？　マジでコイツのこと好きだったわけ？」

「普通に考えてありえねぇだろ？　……お前さ、デコ広すぎ。顔のバランス悪いし」

「ブサイクだし、デコ出すのやめたほうがいいぜ？　なぁ、お前もそう思うだろ？」

　友達に同意を求められ、彼も頷いた。

「俺もそう思う」と笑いながら……。




　＊　＊　＊




「そんな……」

　口を挟むことなく、じっくり話を聞いてくれた琴美だけど、さすがにトラウマの原因ともなった場面を話すと、悲痛な表情を浮かべる。

　ずっとしゃべりっぱなしで喉の渇きを覚えた私は、残りのビールを一気に飲み干した。

「それからなんだ。このおでこがコンプレックスになっちゃったの」

　手を額へとゆっくり移動させていく。

　小さい頃から気づいてはいた。人よりもおでこが広いこと。でも友達からは、『そこがめぐみのチャームポイントでもあるよね』なんて言われていたから、さほど気に留めていなかった。

　それが、あの日からどうしても気になってしまい、誰にも見られないよう、前髪で隠すようになったのだ。

　あの日のことは、きっと一生忘れられないと思う。むわっとむせるような暑さも、甲高い笑い声も、冷たい眼差しを向ける彼の姿も。

　そして一瞬にして奪われてしまった、彼に対する想いも、楽しかった日々も、他人を信用する気持ちも。……誰かを好きになる感情も。

「……悲しいけど、人って簡単に騙すことができるし、裏切ることもできちゃうんだよ」

　自分で言っておきながら胸がズキンと痛む。ごまかすように笑ってみせたけど、琴美のことは騙せそうにないようだ。

　だって彼女は今にも泣きだしそうに、目を真っ赤にさせているのだから。

　そして、ついにダムが決壊したように、彼女の瞳から涙が次から次へとこぼれ落ちていく。

「えっ！　琴美!?」

　その姿にギョッとしてしまい、すぐに琴美のほうへと移動する。

　すると彼女は涙を拭いながら、私の身体をギュッと抱きしめた。

「あー、もう!!　どうして私、めぐみと同じ高校じゃなかったのかな！　もし同じだったら、そんな男ぶっ飛ばしてたのに！」

「……琴美」

　彼女は私を抱きしめる力をさらに強める。

「本当に最悪！　何？　賭かけとか！　ひどすぎ！」

　ギュッギュッと力を強められ、息苦しさを感じるほどなのに、心が温まる。

　私も考えちゃったよ。もし琴美と高校生の時に出会えていたら、何か違っていたかもしれないって。

　ううん、きっとそうだよ。琴美がいたら――。

「ありがとう」

　溢れそうになる涙をこらえながら声を絞り出すと、琴美は急に私の身体を離した。そして私の両肩をがっちりつかむと、真っ赤な目で必死に訴えてきた。

「でもね、めぐみ。男が全員、そんな最低野郎とは限らないよ？　親友だから言わせてもらうけど、その男のトラウマに囚とらわれたままで、素敵な恋愛ができないなんてもったいないよ！」

「それは……」

　そうかもしれない。

　あの時からもう何年経った？　いい加減、断ち切らないといけないよね。

「でもどうしても思い出しちゃうの、あの時のことを。……また裏切られたらどうしよう、とか、もう二度とあんな思いしたくない、とか。……坂井君が彼とどことなく雰囲気が似ているから、なおさらかもしれない」

　そのたびに心の中でブレーキをかけてしまうの。もう誰も好きになんかならない、って。

「その気持ちはわかるよ？　世の中にはその男と同じような奴もきっといるだろうし。でもね、坂井は絶対そんなことしないと思う。あいつだけは信じてもいいと思う」

「琴美……」

「この歳になるとさ、人を見る目も養われてくるじゃない？　だからなんとなくわかる。坂井って口が悪いし、裏がありそうなところもあるけどさ、絶対に人を騙すことはできない人だと思う。……めぐみだってわかってるんじゃない？」

　確かに、坂井君は絶対に彼とは違う。それだけは断言できる。

　すると琴美は、肩をつかむ手の力を緩めていく。

「なら信じてみてもいいじゃない。それに今は昔と違うんだよ？　なんせ私がいるんだから。エッヘン！」

　言いながら胸元を叩く姿に、つい笑ってしまった。

　今の私には、こうやってなんでも話せる琴美がいる。あの時とは違う。

「そうだよね、私には琴美がいるもんね」

　その瞬間、隣に座る琴美の顔がパッと明るくなる。

「ならっ……！」

「でもやっぱり無理だよ……坂井君、最近忙しいみたいで会ってないし。メールも前のように頻ひん繁ぱんにくれないし」

　十二月に入ったし、ただ単に仕事が忙しいだけなのかもしれないけど、時間がなくてもメールや電話くらいはできるよね？

　琴美の言葉を遮るように出てしまったのは、グチ。

　そうなのだ。あの実家デート以来、坂井君とは会っていない。十二月に入ってからは、メールする回数も減ったし。

　そう思うとなぜかイライラしてしまい、目の前のから揚げを頬張ると、琴美は急にお腹を抱えて笑いだした。

「琴美？」

　あまりの大笑いっぷりに、から揚げを飲み込んで睨むと、琴美は声を絞り出すように言ってきた。

「めぐみってば、気づいてないわけ？　もう完全に、坂井に落ちてるじゃない」

「……え？」

　私が坂井君に落ちてる？

　予想外のセリフに目が点になる。

　そんな私に気づいているのかいないのか、琴美は心を落ち着かせるように水を飲み干し、話を続けた。

「だってめぐみは坂井からの連絡を待ってるんでしょ？　それって〝好き〟っていう証拠じゃない」

「そんな……まさか」

　全然気にも留めていなかった。

　さんざんアプローチしてきたくせに、急に連絡が来なくなったら、誰だってイラ立つものじゃないの？

　そっか……琴美の言う通り、私はずっと坂井君からの連絡を待ってたってことなのかも。ということは、私はやっぱり坂井君のことが好き……なのかな？

　そこまで考えが達した瞬間、そんなはずはないと感じて、首を思い切り横に振った。

「やっぱりないよ！　それだけは!!」

「えっ？　どうしたのよ」

　急に強く否定した私を、隣に座る琴美は怪け訝げんそうに見る。

　私はそんな彼女に、説明するようにまくし立てた。

「たっ、確かに坂井君には『いいな』と思うところもあったよ!?　でもそれがすべて恋愛に結びつくとは思えない。さっ、坂井君ってば、いきなり嫁になれとか言いだすしさ」

「まぁ……それもそうよね。でもそんなのさ、これからどうなるかわからないじゃない？　もしかしたらめぐみは坂井のことを本気で好きになるかもしれない。坂井の気持ちだってますます強いものになるかもしれない。……だからね、私は無理に始めるんじゃなくて、自分の気持ちに素直に行動すればいいと思うな」

　琴美はニッと歯を見せて笑うと、私の背中を何度も叩いてきた。

「変に気負わなくていいの！　めぐみが感じたまま行動すればいいのよ。まずは前向きになることが大切なんだから」

『前向きになること』……か。

「そうだね。現に今、琴美の言葉に励まされたし、なんかずっと引っかかっていたものが取れた気がする」

「本当!?　よかった！　それ、いい傾向じゃない！」

　昔のことがずっとトラウマだった。このパッツン前髪も、いまだにそれに囚われている証拠。

　でも、今日琴美に打ち明けることができて、私の心の中は明らかに変わった。あの時崩れてしまったものが少しずつ修復されていくように、温かいものが心を満たしていくようだった。

　琴美の言うように坂井君に対する気持ちは置いておいて、前向きになってみようかな。ずっとブレーキをかけてばかりいた恋愛に対して――。

　その夜は、次の日も仕事だというのに、琴美との話に遅くまで花を咲かせてしまった。










ピンチに現れたのは、ヒーロー？




「うっ……頭が痛い」

　翌朝起きると、激しい頭痛に襲われた。完全に二日酔いだ。それでも仕事を休むわけにはいかず、なんとか起き上がって支度する。

　そして朝食を済ませ、二日酔いに効く薬を飲んで家を出ると、一気に真冬の朝の冷たい風が全身を襲ってきた。

「寒い！」

　マフラーも手袋もつけているのに、この寒さには勝てそうにない。

　前屈みになりながら家を出たところで、あることが頭をよぎってしまった。

「……よく来てくれていたよね、朝早くからうちまで」

　思い出してしまったのは坂井君のことだった。

　同期会の下見の次の日から幹事を終えるまで、坂井君は毎朝ここに車を停めて、待っていてくれたっけ。

　いつも私が家を出るまでには必ずいて、私の姿を確認するとわざわざ車から降りてきて、助手席のドアを開けてくれてたんだよね。

　駅までの道のりを歩きながら、クスリと笑ってしまう。

「本当……どこの国の人なのよ」

　独り言を呟いてしまい、ハッと我に返る。

　やだ、私ってば何やってるのよ。こんな誰もいないところで、ひとりで笑ったり呟いたり！

　坂井君のことを振り切るように、歩くスピードを速める。

　そもそも、すべては坂井君が悪いんだ。きっとそうだ。

　勝手に彼のせいにして最寄り駅に到着し、いつもの満員電車に乗り込む。そして電車に揺られる中、考えてしまうのは、やっぱり坂井君のこと。

　昨夜は琴美に今まで話せなかったことを話すことができて、心がすっかり軽くなったし、少しばかり積極的になってもいいんじゃないかって思えた。

　それにお酒の力も加わったからかもしれない。帰宅後、今思い出すと、恥ずかしすぎるくらい大胆な行動に出てしまったんだ。

　私はスマホを取り出し、昨夜勇気を出して、坂井君に送ったメールを読み返した。

【明日の夜、食事に行きませんか？】

　たったこれだけの文を打つのに一時間もかかってしまった。だからメールを送ってすぐに返事が来た時は、心臓が飛び跳ねた。

　どう思われるかな？とか、変かな？とかいろいろな考えが頭をよぎったけれど、ただ単純に坂井君と会って話がしたいと思ったんだ。だから返事は【いいよ】を期待していた。

　でも……。

　返ってきたメールにはひと言、こう書かれていた。

【無理】と――。

　勇気、出したんだけどな。

　しかも理由も書かれていなかった。無理なら無理で仕方ないにせよ、断り方っていうものがあるよね。

【仕事があるから】とか【ほかの日は？】とか！

　それなのに、たったひと言【無理】は、あまりにもひどすぎる。やっぱり坂井君にとって私はただの遊びっていうか、暇つぶしだったのかもしれない。

　本気だったらちゃんと丁寧に返事をくれるよね？　プライベートなことで私から坂井君にメールを送ったのは、初めてだったし。

　いろいろ考えていると、怒りが沸々と湧き上がってくる。

　でも、そこで思い出しちゃうんだ。

　琴美の、『完全に、坂井に落ちてる』って言葉を――。

　坂井君のことは、ずっと苦手だったけど……。もしかしたら琴美の言う通り、私はすでに坂井君に落ちているのかもしれない。自分からメールしたり、返事を期待したり。〝無理〟って言葉にショックを受けたり、怒ったりしているんだもの。

　電車から降り、人の波に流されながら改札口へと向かう。

　私のことを助けてくれて、紳士的な立ち居振る舞いとはまた違う優しさもある。それに両親を前にして、あんなに気持ちをストレートにぶつけてくれた。

　そう思った瞬間、胸の奥がトクンと音を立てる。

　会社直行のバスに乗り込み、座席から動きだした景色を見つめた。

　会社では気を遣って話しかけないでいてくれるし、思いのほか可愛い一面もあって、そういうところはいいなって思う。

　だけど、どうしてもそれが〝好き〟と結びつかない。

「ねぇ、あの人でしょ？　坂井さんと……」

「あぁ、佐藤さんでしょ？　所詮噂だと思うんだけど」

　バスに乗り合わせた女性社員たちが私を見て、コソコソ話をしている。

　もう慣れっこだ。それにその通りだし。所詮噂でしかない。

　だけど私の気持ちはどうなのだろう。

　過去に信じていた人に裏切られてさんざん傷つけられ、トラウマになってしまうほどひどいことも言われた。それ以来、また裏切られるのが怖くてずっと恋愛できなかった。恋をするのが怖くて、またおでこのことでバカにされるのが嫌で……。

　もしかしたら坂井君だって、彼と同じように私のことを裏切るかもしれない。いつもは隠しているこのおでこを見て、嘲笑うかもしれない。

　それなのに、な……。どうしてこんなに彼のことばかり考えちゃうんだろう。

　すぐには出ない答えに頭をモヤモヤさせたまま、会社へと向かった。




「はー、だいぶ二日酔いマシになったわ」

「私も」

　昼休み。いつものように、琴美と社員食堂で昼食をともにしていた。

　どうやら琴美もひどい二日酔いになってしまったようで、出勤時はつらそうな顔をしていたけれど、薬が効いてきたのか、今はだいぶ顔色がいい。

　消化にいい温かいうどんを啜すすりながら、琴美が話しだした。

「でもさー……驚いたよ。まさかめぐみが早速行動に出るとはさ」

　まるで子供の成長を喜ぶ母親のように、しみじみと話すものだから、つい笑ってしまった。

「なんか子供扱いされている気分なんだけど」

　なんとなく面白くなくて、うどんを啜る手を休め、グラスに入った水を飲む。

「えー！　だってめぐみは恋愛に関しては、全くの子供じゃない。気分的には母親なの」

　冗談とわかってはいるものの、つい口を尖らせてしまう。

　琴美は手を止め「でも……」と言いながら言葉を濁した。

「坂井からの返信、ちょっと拍子抜けしたな。あいつのことだから、さぞかし紳士的な返事をすると思ってたのに」

　私だって最初は期待していた。坂井君ならちゃんと優しい言葉を返してくれるって。

　何も言わない私に琴美は神妙な面持ちで、そっと囁いた。

「それとさ、やっぱり嫌がらせされていること、坂井にちゃんと話したほうがいいと思うよ」

「え？」

　琴美は箸をテーブルの上に置くと、立ち上がって身を乗り出し、話を続けた。

「だってそうじゃない。ずっとこのまま嫌がらせされ続けるつもり？　今はまだ陰口言われたり、仕事押しつけられる程度だから、いいかもしれないよ？　でも、そういうのって絶対エスカレートすると思う。もしめぐみに何かあったら大変じゃない」

「いや、さすがにそこまでは……。社会人なんだし」

　中学生や高校生じゃないんだから。

　でも、それはどうやら安易な考えだったようで、琴美はより一層、距離を縮めてきた。

「甘い!!　同じ女なのに、どうして女の恐ろしさを知らないの！」

　グワッという効果音が聞こえてきそうな表情に、思わず『ひっ！』と声が出そうになる。

「それに聞いた話だけど、いつもめぐみに嫌がらせしてくる先輩たち、坂井のこと結構本気で狙っているみたい。だから、そんな坂井と噂になってるめぐみが憎いんだと思う」

「そう、なんだ」

　先輩たちが坂井君を気に入ってることは知ってたけど、まさかそこまで本気だったなんて。

「一刻も早く言ったほうがいいよ。あいつのことだから何かしら対処してくれるだろうし」

　坂井君が対処してくれる？　本当かな？

　興奮状態の琴美は、プリプリ怒りながら椅子に腰を下ろして、残りのうどんを食べ始めた。

　だけど私はこれ以上口にすることができず、そっと箸を置いた。

「どうせなら今メールしちゃったら？　坂井も休憩とってる頃じゃない？」

「いや、でも……さ。その……やっぱり坂井君には話さなくてもいいと思うんだけど」

「はぁ？　何言っちゃってるのよ」

　せっかく平静を取り戻した琴美の表情は、私の言葉でまた激しく歪んでしまった。

　そんな彼女を落ち着かせようと、私は必死に反論する。

「だって別に私と坂井君はつき合ってるわけじゃないし、本当……ただの噂に過ぎないじゃない？　坂井君は私のことなんて、なんとも思ってないと思う。……そんな私が助けを求めたところで、動いてくれるとは思えない」

　違う。これは単なる言い訳だ。

「だけど――」

「ごめん！　琴美が私のことを心配してくれてるのはわかってる。でも私、怖いんだと思う。……坂井君にまた素っ気なくされるのが」

　そう、本当は怖いだけだ。

　ガヤガヤとうるさい食堂の中では、私の声など簡単にかき消されていく。それでも琴美の耳にはしっかり届いていて、彼女は目を見開いた。

　そんな琴美に懇願するように訴えた。

「だから話したくないの。……お願い。琴美も坂井君には言わないで。それに大丈夫だから。私が気にしなければ、嫌がらせもきっとそのうちなくなるだろうし」

「……でも」

　心配そうな琴美に、私は笑顔で答えた。

「本当に大丈夫！　前にも言ったけど、私には琴美がいるし。坂井君とは最近、全然話してないんだよ？　……だから噂なんてそのうち消えちゃうって」

「……ならいいけど」

　琴美は納得いかないと言いたそうに、口を尖らせた。

「もー、琴美ってば心配しすぎ！　……あっ、そろそろ戻ろうか。琴美、メイク直すんでしょ？　早くしないと時間なくなっちゃうよ」

「うん……」

　腑ふに落ちない様子の琴美の腕を引いて立たせ、トレイを手に歩きだす。

「急がないと、トイレいっぱいになっちゃうよ！」

　無理やり声を弾ませてテンションを上げている自分が、滑こっ稽けいに思えてならなかった。つらい思いを必死に隠そうとしていることが、きっと琴美にはバレバレだろう。

　バカみたい。普通に言えばいいだけなのにな。

『坂井君のせいで嫌がらせされて困っているから、どうにかして』って……。

　少し前の私だったら、本人に言えたと思う。

　でもそれが今の私には無理。坂井君にどんな反応をされるのか怖い。……冷たくされるのがすごく怖くてたまらない。

　それはきっと、私の中で坂井君という存在が変わってきているからだ――。




「めぐみ、ごめん。ひとつ下げ忘れてた」

「大丈夫だよ。まだ全部洗い終えていないから」

　会議室に設置されている流し台で大量のカップを洗っていると、琴美が申し訳なさそうに残りのカップを運んできた。

　午後の仕事が始まって、つい先ほどまで行われていた今年最後の会議。その後片づけは、当然一番下っ端の私たちの役目。

　私がすすぎ終えたカップを、琴美がひとつひとつ拭いていく。

　カチャカチャと音が響く中、琴美がポツリと言葉を漏らした。

「そういえばさ、今日は先輩たち、めぐみに仕事押しつけたり、陰口叩いたりしてこないね」

「……そういえば、そうかも」

　今日一日を思い返すと、確かに琴美の言う通り、何もされていない。

　ふと、昨日の付箋のことを思い出した。

「あ。もしかしたらアレのおかげかも」

「アレ？」

「うん、実は……」

　カップを洗いながら、昨日の反撃のことを琴美に話した。

「アッハハハハ！　やだ、めぐみってばやるじゃない！」

「さすがに腹が立っちゃってさ」

　小さな反撃だけど、それで効果が得られたのなら、万々歳だ。

　水道の蛇口を閉め、手を拭く。最後に琴美とふたりで食器棚にすべてのカップをしまった。

「私が心配するほどのことじゃなかったかもね。めぐみってば思ってたより逞しいようだし」

「大したことしてないよ。これで問題解決ならいいんだけど」

「今日、何もないってことは、嫌がらせは終了ってことなんじゃないの？　それに、もう年末だしね。先輩たちも仕事やプライベートで忙しいだろうし」

　そうかもしれない。今の時期、仕事はもちろん忙しいけれど、もうすぐビッグイベントのクリスマスが控えているのだから。

　よく社内でも部署の壁を越えて、頻繁に〝飲み会〟と称した合コンが開催されているようだし。先輩たちも私のことより、そっちのほうに意識が向いているのかもしれない。

「年末年始に入って年明けに出勤したら、噂なんて全部消えているといいんだけどな」

「えー、めぐみは本当にそれでいいの？」

　総務部に戻る途中、こぼしてしまった本音に、琴美が突っ込んできた。

「そんなの当たり前じゃない。そうしたら今のような陰口もなくなるし」

　当然のことを言っているのに、彼女はなぜか不服そうな顔をする。

「違う違う！　私が言いたいのは、このまま坂井との関係が噂のままで終わっていいのかってこと！」

「……何よ、それ」

　強がりつつも、内心動揺させられてしまい、歩くスピードは自然と落ちていった。

「めぐみの中で少しでも気持ちの変化があったのなら、もう少し頑張ってほしいな。だって恋愛ってそういうものじゃない」

　確かに琴美の言う通り、恋愛は山あり谷ありだ。

　たった一度つれなくされたくらいでへこんでいたら、まともな恋愛などできないと思う。

「そうかもしれないけど……今はいいや。自分の気持ちとちゃんと向き合いたいしね」

　今までの私と比べたら、自分から坂井君にメールを送っただけで立派だと思う。

「今は一歩前に踏み出せただけで充分だから」

　総務部に辿り着き、琴美とふたりで席に戻った。

　過去のトラウマからも抜け出せつつある今、かすかに芽生えた恋心を傷つけないよう、大切に守って温めるべきなのかもしれない。昔のように坂井君に裏切られてしまったら、二度と恋愛なんてできなくなってしまいそうだもの。

　パソコンを起動させ、ふと時計を見上げれば定時まであと一時間ほどだった。

　最近ずっと残業続きだったし、昨日の二日酔いが完全に抜けているわけじゃないから、今日は定時で上がろう。

　そう思い、残りの仕事に取りかかった。




「ふー、終わった。めぐみは？」

　定時になると社内中に音楽が鳴り響き、ほとんどの人が手を止め、背伸びをしたり声をあげたりして、騒がしくなった。

「私もちょうど終わったところ。今日はもう帰れるよ」

　パソコンの電源を落とし、琴美と同じように両手を上げて身体を伸ばす。

「やっぱ最近の残業は全部先輩たちのせいだったね。すごいじゃない、仕事押しつけられなければ定時で上がれるなんて」

　コソッと嫌味を言いだした琴美に苦笑いする。

「たまたま、いつもより仕事量が少なかっただけだよ」

　琴美と一緒に帰り支度をし、席を立とうとした時。

「佐藤さん」

　床に複数の影が映った瞬間、棘のある声が頭上から降ってきた。

　ゆっくりと顔を上げれば、昨日私に仕事を押しつけてきた先輩と、いつも陰口を叩いていた先輩たち四名が私を取り囲んでいた。

　そして両腕を組んで威圧的な態度で見下ろしてくる。

「まさかもう上がるとか言わないわよね？」

「え……」

　ジロッと睨みを利かされてしまい、すっかり怖気づいて、言葉がうまく出てきてくれない。

　今まで嫌がらせをされながらも、ここまで露骨な態度はとられたことがなかった。それは社会人だからと思っていたけど……。

　先輩たちの隙間から部長と課長のデスクが見えたが、そこにはふたりの姿はなかった。

　そういえば重役はみんな、会議後、外出するってボードに書いてあった。そっか。だから先輩たちは、こんなふうに堂々と私を取り囲んできたんだ。

　ほかの社員たちは先輩たちには強く言えない人たちばかりで、心配そうにこちらをチラチラ見るも、すぐに目を逸らす。

　すると、ひとりの先輩が急に勢いよくデスクを叩いたものだから、身体がビクついてしまった。

　先輩たちの視線は、なぜか私を通り越していく。

「黒川さん、仕事もう終わったんでしょ？　なら早く上がったら？」

　先輩は急にニッコリ笑うと、琴美に帰るよう促してきた。

「え……でも」

　さすがの琴美も突然の事態に困惑している様子。

　でもそこは先輩たちと同意見だ。琴美を巻き込みたくないし、先輩たちだって大人なんだから、私に少し罵声を浴びせれば、きっと気が済むだろう。

「琴美、先に行ってて」

「え……？」

「大丈夫だから」

　心配させまいと笑顔で言うものの、琴美の表情は一向に晴れる気配がない。彼女は何かを決心したように大きく頷くと、真っ直ぐ先輩を見据えて言った。

「すみませんが、待たせていただきます！　親友のめぐみに何かあったら大変ですので」

　琴美……。

　ジンとしちゃうものの、先輩たちはあからさまに顔をしかめた。

「あら、そう。じゃあ好きにすれば」

「そうさせていただきます！」

　琴美は力強く答えると、『大丈夫だよ』と言うように微笑んできた。

　彼女の気持ちはありがたいけど、心配……。私のせいで琴美までとばっちり受けなければいいんだけど。

　そんな考えが頭に浮かぶ中、昨日仕事を押しつけてきた先輩が、一枚の紙を私の目の前に差し出した。

「これ、何かわかるわよね」

　そう言いながら、強調させるように紙をひらひら動かしてみせる。

「えっと……私が昨日仕上げた請求書……ですよね？」

　さすがに見覚えがある。

　でも、これが一体なんだと言うのだろうか？　昨日、この書類に貼りつけた付箋のことを怒っているとか？

　先輩が何を言ってくるのかわからずドキドキしていると、彼女は書類をまじまじと見始めた。

「そう。これはあなたにお願いした請求書。私、佐藤さんの仕事に対する姿勢には一目置いているのよ？　だから昨日も佐藤さんに頼んだの」

　いやいや、絶対にそんなこと思っているはずないよね？　やけに芝居がかっているし。

　とはいえ、それを口には出せず、一層わざとらしい言動をする先輩の話を聞き続けた。

「それなのに何？　この請求書、間違いだらけだったんだけど」

「……え？」

　嘘、そんなはずはない。いくら押しつけられた作業でも、いい加減には済ませない。だから何度もミスがないか確認したもの。

「おかげで私、部長にさんざん叱られたのよね。君は簡単な計算もできないのかって」

　先輩たちは顔を見合わせて、クスクスと笑い合っている。その様子にピンときた。もしかしたら、ただの言いがかりなんじゃないかって。

　それを証明するように、怒ったという部長の姿はないし。ただ単に私を困らせて、謝らせたいだけなのかもしれない。今日、嫌がらせをしてこなかったのは、ここで一気に私を叩き潰すつもりだったから……？　それなら、ここは黙って謝罪すればいいだけの話だ。

　そう思い、いざ行動に移そうとした時。

「あのっ！　めぐみはそんな初歩的なミスなんて、絶対にしないと思うんですけど」

「は？」

　私が謝るより先に、まさかの反撃に出たのは琴美だった。

　ポカンとする私とは違い、先輩たちは不快そうに眉をひそめた。

「何よ、黒川さん。何が言いたいわけ？」

　最悪だ。先輩たち、すっごい怒っている。

「それはもちろん、先輩たちがでっちあげたことですよ」

　負けじと言い返す琴美にギョッとしてしまった。

「琴美！」

　慌てて止めるものの、彼女の興奮は収まらない様子。

「めぐみは黙ってて！　こういう人たちには、一回ちゃんと言わないとわからないんだよ！」

「なんですって!?」

　なだめるつもりがますます琴美を興奮させてしまい、先輩たちの怒りに拍車をかけてしまった。

　こんなはずじゃなかったのに。私がただ謝れば済むだけの話だったのに！

　一触即発の雰囲気の中、声を張り上げた。

「あのっ！　請求書は私のミスです。……すみませんでした」

　私のせいで琴美まで先輩たちに嫌がらせをされてしまっては困る。

　そう思い、勢いよく立ち上がって頭を下げた。

「昨日なかなか終わらず急いで作ったから、きっと見落としてしまったんだと思います。ご迷惑をおかけして、本当にすみませんでした」

　ひたすら頭を下げ続けていると、先輩たちもスッキリしたのか「まぁ、わかればいいのよ」と口々に言いだした。

「ちょっと、めぐみ！」

　だけど琴美だけは納得いかないようで、私の身体を揺さぶってくる。

「琴美、いいから！　……私なら大丈夫だから」

「めぐみ……」

　先輩たちに聞こえないよう小声で囁くと、琴美は悲しそうに唇を噛かみしめた。

　これでいいんだ。私のせいで、琴美が不快な思いをするのは嫌だもの。だからいいの。

「なんで佐藤が怒られているわけ？」

　そんな中、突然降ってきたのは、聞き覚えのある声。

　さっきまでさんざん騒いでいた先輩たちは、急に目を見合わせた。

「悪いけど、俺には寄ってたかって佐藤をいじめているようにしか見えねぇんだけど」

　嘘……どうして？

　ギュッと胸が締めつけられる。ゆっくり顔を上げると、そこにいたのは不機嫌な様子の坂井君だった。

「坂井君……」

　こんなタイミングで現れちゃうなんて、卑ひ怯きょうだ。

　まるで正義のヒーローじゃない――。










落ちてしまったかもしれない。




　突然現れた坂井君に、先輩たちや琴美はもちろん、フロアに残っている数名の社員たちも言葉を失っている。

　そんな私たちのもとへ、坂井君がゆっくりと近づいてくる。

　目の前に、彼がいるのが不思議。今、坂井君は間違いなく、私のことを庇ってくれているんだよね？

　昨日の夜、素っ気ないメールを返したくせに。私のことなんて、ただの暇つぶし程度にしか思っていなかったんじゃないの？　もう飽きちゃったんじゃないの？

　さっきから皮肉めいた考えばかりが頭の中を駆け巡るけど、本当は単純にうれしい。また同期会の時のように助けてくれたのが……。

　思わず涙が出そうになった時、坂井君は先輩たちの前で立ち止まると、さっきまであんなに怒った顔をしていたのに、急に気持ち悪いくらいの笑顔を見せた。

　それはもう、女性なら誰もがキュンとしちゃうような、極上スマイル。

　案の定、先輩たちの表情も緩む。

　だけどそれも束の間。一瞬にして彼女たちの表情は凍りついた。

「性格ブスは嫌いなんだよ」

　笑顔のまま毒を吐いた坂井君に、先輩たちは言葉を失う。

　うっ……これはきつい。

　先輩たちの行為は許せないけど、さすがにこれには同情してしまう。だって先輩たちは坂井君のこと、本気で好きだったんでしょ？

　うれしいというよりも、〝さすがは坂井君だ〟と感心するばかり。

　部署内はいつになく緊迫しているのに、その緊張を崩すように琴美が大声で笑いだした。

「アッハハハハ！　坂井ってば、さすが！　それでこそ坂井だわ！　よく言った」と喜びながら、琴美は坂井君の背中をバシバシ叩く。

「痛っ！」

「そうだよねー。性格ブスは嫌いよねぇ」

　琴美は、意味ありげに先輩たちを見る。

「というわけなので、先輩たちはさっさと退社されるのが賢明かと思われますよ。これ以上、絡んできても、先輩たちに対する坂井の印象はますます悪くなるばかりですし。……それに私、今ここで先輩たちがめぐみにしてきた数々のことを坂井に言っちゃいますから」

「なっ、何よそれ！　意味わからないし！」

　口では強がっているものの、明らかに動揺している先輩たち。中には傷ついたように顔をしかめる先輩がいる中、とどめと言わんばかりに琴美は続ける。

「えー、わからないんですか？　おかしいなぁ。さっきの妙に芝居がかった言動の数々をお忘れですか？　それと今までめぐみにしてきた嫌がらせ――」

「っ、バッカじゃないの!?」

　先輩たちは声を張り上げて叫ぶように言うと、唇を噛みしめ、坂井君に鋭い眼差しを送った。

「坂井君もいい趣味してるわよね。こんなパッツン女とか！」

「本当よね。庇っちゃうとかあり得ないし、冷めたわ」

「趣味悪すぎ！」

　口々に言い捨て、彼女たちはそのまま総務部を出ていった。

　まるで嵐のように突然やってきては、あっという間に過ぎ去った出来事に、言葉が何も出てこない。

　琴美にまで迷惑かけそうになってしまって、謝った途端、現れたのは坂井君で……。

　目の前では琴美が坂井君をまだ誉めちぎっているけれど、彼はうんざりした顔で適当にあしらっている。

　どうして坂井君が総務部に来たのかはわからない。でもひとつだけ確かなことがある。それは助けてくれたってこと。あの飲み会の時のように、また……。もう私のことなんか飽きたと思っていたのに。

　三週間ぶりに見る坂井君はやっぱりイケメンだ。でもなぜだろう。いつもの倍はカッコよく見える。

　高鳴る胸の鼓動を押さえながら、坂井君に見入っていると、彼と目が合った。

　すると、坂井君は眉をひそめた。

「おい、もう仕事終わったんだろ？」

　ドキッとしてしまい、うまく言葉を返せずにいると、横から琴美が「終わった終わった！　しかもちょうど帰るところだったの」と代弁してくれた。

　不意に坂井君が私の手をつかんだ。

「じゃあとっとと帰るぞ」

「えっ、坂井君!?」

　彼は机の上に置いてあった私のバッグを持つと、さっさと歩きだす。

　混乱した頭のまま振り返ると、琴美がニヤニヤしながら手を振っている。また残っている社員たちは、ポカンとしたまま私たちを見送っていた。

　総務部を出ると、なぜか坂井君は人気がない廊下のほうへと向かっていった。

「っとに……」

　何やらブツブツと文句を言いながら……。心なしか、手を握る力が強まっている気がする。

　それでもなぜか嫌な気持ちにはならなかった。以前の私からは想像もできないような感情に戸惑いつつも、ドキドキしているのは間違いない。

　昨日の夜、素っ気なくされたから？　助けてくれたから？

　理由を考えてみるけど、どれもしっくりこない。

　すると急に坂井君が立ち止まったものだから、勢いあまって彼の背中に顔をぶつけてしまった。

「……っ！　ごめん！」

　鼻に痛みを感じながらすぐに離れて謝ったけど、坂井君は背中を向けて黙ったまま。

「あの……坂井君？」

　もしかして怒ってる？

　背中だけでは坂井君が今、何を思っているのかわからない。不安になり名前を呼ぶと、少し間を置いてから彼がゆっくり振り返った。

「……あのさ、どうしてなの？」

「え？」

　唐突なセリフの意味がわからず困っていると、坂井君は眉をハの字に下げた。

「だから、どうして無理するんだよ」

「キャッ」

　そう言うと坂井君は繋いだままの手を引き、バランスを崩した私の身体を優しく抱きとめた。

　あっ、いつもの香りだ……。

　坂井君の体温に、胸がギュッと締めつけられる。

　さらに頭上から降りてきた吐息交じりの声に、心臓が跳ねた。

「俺が気づいてないとでも思った？　知ってたから。社内で佐藤が俺とのことで陰口言われているの」

「え……でも」

　私のことなんて、飽きたんじゃなかったの？　そう言いたいのに言葉が続かなかった。

　次の瞬間、急に身体を離されたかと思えば、人目につかない隅に移動し、私の腰に手を回して、鼻と鼻が触れそうなくらい至近距離で見つめてきたから。

「こういう時は頼ってほしいんだけど。だからあえてこっちから連絡しないようにしてたのに」

「……嘘」

　そうだったの？

「嘘じゃねぇよ。……佐藤に頼ってほしかったから。だから、それまでは俺からは何も言わないつもりだったんだ」

「え……じゃあ、どうしてさっき……」

　迫ってくる坂井君に圧倒されて、言葉がうまく続かない。ちゃんと聞きたいのに。

　でも、坂井君には伝わったようで、少しだけ目尻にシワを作って微笑まれた。

「それは昨日の夜、佐藤から連絡してくれたからだよ。すっげー、うれしかった」

　坂井君がハニかんだものだから、こっちまでなんだかくすぐったい。

「それに佐藤からの初メールだったじゃん？　感動のあまり、記念に保護しちまったし」

　次の瞬間、坂井君のおでこが私のおでこにコツンと触れた。瞳の色がはっきり見えてしまう距離に、顔がカッと熱くなる。

　そんな私がおかしかったのか、坂井君がクスクス笑いながら、「照れてんのかよ？」と煽ってきたものだから、つい反抗してしまった。

「でっ、でも昨日、たったひと言しか返事くれなかったし！」

　そうだよ、せっかく気を奮い立たせてメールを送ったのに……。

　すると、坂井君はどこか楽しそうに笑いだした。

「うっわ。何？　もしかして俺のつれないメールでショック受けてたの？」

「……っ！　そっ、そんなわけないじゃない！」

　すんなり認めたくなくて、また強がってしまう。

　ここで素直に『そうだよ、寂しかった。ショックだった』と言えればいいのに。それができないのが私。

　出会ってまだ一年も経っていないのに、坂井君は私の心の中を熟知しているようだ。現に今がそう。口では否定しているけど、嘘だってバレている。

　いまだに笑われているけれど、くっついたままの額が離れていってくれて、ホッと胸を撫で下ろす。

　そして、坂井君はまたドキッとすることを言いだした。

「あーあ、佐藤ってどうしてこんなに可愛いかな」

「なっ……！」

　やっと顔の火照りが落ち着いてきたと思った矢先、また熱くなっていく。

「ほら、そうやってちょっとした言葉ひとつですぐ赤くなるじゃん。そういうところ、すっげー好き」

　まるで漫画や小説のヒーローが言うような、歯が浮いてしまいそうな甘いセリフを、なんのためらいもなく放つ坂井君の神経がわからない。

　どういうつもりなのだろうか。真顔で言われると『冗談でしょ』とも言えないじゃない。

　坂井君が小動物でも見るような優しい目を向けてくるものだから、思考回路が次々と断たれていく。

「それに……」

　坂井君はおもむろに私の前髪をかき上げた。

「なっ……！」

　予想外のことに反応が遅れてしまった。

「やっ、やめて！」

　おでこだけはあの日以来、必死に誰にも見られないようにしてきたのに！

　坂井君は私のおでこをまじまじと見ちゃっている。

　一瞬にしてあの日の記憶が蘇る。

『お前さ、デコ広すぎ。顔のバランス悪いし』

『ブサイクだし、デコ出すのやめたほうがいいぜ？』

　そんなのわかってる！　だからこうして隠してきたの。坂井君だってきっとそう思うはず。

　また昔のようにバカにされるかもしれないと思うと、怖くてギュッと目をつぶったけれど、思ってもみないセリフが降ってきた。

「……うん、やっぱ佐藤はおでこ出したほうがいいと思う」

「え？」

　思わず目を開けると、坂井君が私を愛しそうに見ていた。

「前に佐藤のおでこがチラッと見えたことがあってさ。前髪上げたほうがいいのに、どうして隠してるんだろうって、ずっと思ってた」

　坂井君の口から次々と出る思いがけない言葉に、呆気にとられてしまう。

　まさかそんなふうに言ってくれるなんて思わなかった……。

　彼はそっと前髪を下ろし、また殺し文句を言ってきた。

「まぁ……別に隠したままでもいっか。こういうの、俺だけが知ってればいいし。〝俺だけの特権〟」

　そして目を細め、白い歯を覗かせている。

　本当、一時間も経たないうちに何度声を失っただろう。

　なのに坂井君は照れたり慌てたりすることなく、平然としている。

「さて、飯でも食いに行くか」

「え？」

「え、じゃねぇだろ？　誘ってきたのはそっちじゃん」

　なっ……！　何言っているのよ！　昨日は【無理】と断ってきたじゃない！

「ほら、さっさと行くぞ」

　また文句を言いそうになったものの、手が繋がれた瞬間、どうでもよくなってしまった。

　顔を上げれば、坂井君は「早く行くぞ」なんて言いながら、無邪気に笑っているし。

「……うん」

　おかげで素直に頷いてしまった。

　そうしたら、ほら。また極上の笑顔を向けられたものだから、胸をギュッと締めつけられる。

　明日、琴美に聞かれてもごまかせそうにないや。やっぱり私は、すでに坂井君に落ちているのかもしれない。










まさかの再会




「あー、寒い！　なんで今日はこんなに寒いんだろう」

　冷たい北風が吹き荒れた瞬間、琴美が身震いしながらぼやき始めた。

「もー、琴美ってば、冬が寒いのは当たり前じゃない」

　十二月中旬。時刻は十八時を少し回ったところ。

　今日は同期会の日で、仕事を終えて琴美とふたり、こうして会場となる居酒屋に向かっている。

「でもよかったね。先輩たちも坂井に言われた日から、めぐみに仕事を押しつけてこなくなったし」

「うん、それは助かったかな」

　そうなのだ。あの日からというもの、先輩たちの態度はすっかり変わってしまい、簡単な雑用でさえ頼まれることがなくなった。

　おかげで自分に与えられた仕事だけをこなせばよくなり、残業時間が減った。それは坂井君のおかげだと思う。

「それにしても営業部は大変だね。まぁ、うちらも忙しいけど、きっとその倍は大変だよね」

「……かもね」

　年末が近づくにつれ、坂井君は多忙になっていった。

　休日出勤もしているみたいだし、今日だって遅れて参加すると言っていた。もしかしたら、終わる頃に顔を出すことになるかも、とも。

「ちょっとちょっと！　何マジメに落ち込んでるのよ」

「え？」

　なぜか琴美は私を見てニヤニヤしながら、肘ひじでつついてきた。

「もー、とぼけちゃって！　顔が物語っているわよ。『坂井君が遅れてくるなんて寂しいな』って」

「えっ!?　まっ、まさか！　別にそんなこと思ってないし！」

　とはいうものの、あながち間違ってはいない。琴美の言う通り、坂井君が来ないとなるとつまらないな、と少しだけ思っていた。

　私はそれを悟られないよう、平静を装う。

「またぁー。あの日坂井と食事に行ったし、つい最近デートしたばかりだもんね」

　イシシッと笑いながら、琴美は再び肘でつついてくる。

「べっ、別にデートってわけじゃ……っ！」

「なーに言ってるのよ！　正真正銘、立派なデートだったじゃない！」

　うっ……！　何も言い返せない。

　そうなのだ。つい先日の日曜日。坂井君と本当にデートらしいデートをしてしまったのだ。




　＊　＊　＊




「おかしくないかな？」

　日曜日のお昼過ぎ。

　洗面台の鏡の前でメイクやヘアスタイルを入念にチェックする。

　どうして日曜の昼過ぎにこんなことをしているのか。それは今朝突然かかってきた電話のせいだった。

　明日からまた仕事だし、金曜日には同期会が控えていることもあり、今日はゆっくり家で過ごそうと思っていた。だから朝だって『少しくらい寝坊してもいいや』と遅めの時刻に目覚ましをセットしていたのに、突然、鳴り響いたスマホの着信音に起こされてしまったのだ。

　夢見心地のまま電話に出ると、聞こえてきたのは坂井君の声。

　しかもひと言、『十三時に迎えに行くから』と――。

　一瞬夢でも見ているのかと思ったけど、坂井君の声はしっかり聞こえたし、着信履歴も残っていたから、眠気が一気に覚めて、飛び起きてしまった。

　つい先日、坂井君と食事をした時は仕事帰りだったけど、今日は違う。実家に連れていかれた日のように休日に会うのだ。

　そう思うと、着ていく服やメイク、ヘアスタイルに悩み、気づけば約束の時間の三十分前になっていた。

「それにしても突然すぎ……」

　昨日までは【今日も仕事だ】ってメールでぼやいていたのに、いきなり誘ってくるんだもん。

　そうは思いつつ、鏡に映る自分を見れば口元が緩んでいる。

　急すぎて慌ててしまったけど、嫌じゃない。むしろ楽しみで仕方ない。

「……っとと！　ヤバイ、時間だ」

　気づけば十三時十五分前。

　坂井君のことだから、きっと約束の十分前には来るはず。今日ばかりは彼が来るより先に、外で待ってなくちゃ。でないと……。

「あら？　出かけるの？」

　こっそりブーツを履いていたら、気づかれたくない人に見られてしまった。

　ギクッとなりながらも、振り返ることなく「ちょっと出かけてくる」と伝えると、勘のいいお母さんは意味ありげに「ふーん……」と返し、リビングに戻ろうとしない。

「それにしても、今日はまた一段と気合いが入っているじゃない？」

　さすがはお母さんだ。鋭い。

　今日の私は、普段のラフなファッションとは違い、ワンピースにファー付きコートという、いかにも女の子らしいスタイル。これじゃ『今からデートに行ってきます』と言っているようなものだ。

　だけどここで認めてしまったら最後、お母さんに延々と問いつめられることが目に見えている。

「そんなに遅くならないと思うから」

　先ほどの質問には一切答えることなく淡々と述べ、ドアノブに手をかける。

「はいはい、わかったわ。別にいいわよ？　泊まりでも」

「……っ、そんなわけないでしょっ」

　お母さんがとんでもないことを言いだしたものだから、つい振り返ると、予想通り、含み笑いを浮かべながら私を見ていた。

「あら、照れることないじゃない。今までそういうのがなかったほうがおかしいんだから。お母さん、安心したわ。やっとめぐみにも、休日にデートしてもらえる相手が見つかって」

「だっ、だからそういうのじゃないから」

　認めることなく家を出ようと、玄関のドアを勢いよく開けた時――。

　ドアがガンと何かにぶつかったと同時に、「うわっ」という叫び声が聞こえてきた。

「え……坂井君!?」

　ドアの先に立っていたのは、肩をさする坂井君だった。

「あらあら……もしかして」

　まさか坂井君がいるとは思わず驚きょう愕がくするも、背後にお母さんがいたことを思い出す。

　ゆっくり振り返ると、お母さんはすでに私のことなど眼中になく、ランランと輝く瞳を坂井君に向けていた。

「失礼ですけど、めぐみの彼氏……かしら」

　やっぱりそうなるよね。

　坂井君は〝さすが〟と言うべきか、私の母親を前に全く動じることなく、さわやかな笑顔を見せている。

　その表情からは、彼が今何を考えているのか読めない。お母さんになんて答えるのだろうか。

　坂井君を見守っていると、一瞬だけ目が合った。

　だけど、彼はすぐさま視線を逸らして、笑顔のまま「彼氏ではないです」と答えた。

「あら、そうなの……」

　お母さんは坂井君の前で、あからさまに大きくうなだれた。

　よかった。ちゃんと否定してもらえて助かった。彼のことだから、また突拍子もないことを言われるんじゃないかと心配したけど杞き憂ゆうだったみたい。

　ところがホッとしたのも束の間、坂井君は満面の笑みで驚きのセリフを言い放った。

「彼氏ではありませんけど、未来の旦那ではあります」

「さっ！　坂井君!?」

　ギョッとして、咄嗟に彼の袖をつかんでしまった。

　それでも彼は、目を見張るお母さんに話を続ける。

「先日は僕の両親に会っていただきました。まだ本人には返事はもらえていませんが、僕は結婚も考えておりますので」

「まぁっ！」

　いやいやいや！　坂井君ってば、なんてことを言ってくれちゃうわけ!?

　お母さんは両手で口を覆い、完全に喜んでるし。

「後日改めて、ご挨拶に伺わせていただきます」

　さすがにこれには黙っていられない。

　お母さんの前だけど、小声で坂井君を問いつめた。

「どうしてそういうこと言うわけ？」

「どうしてって……言っただろ？　『俺の嫁になってくれない？』って」

「そっ、それはそうだけどっ！」

　ケロッと『何を言っているんだ？』というように私を見てくる坂井君に、開いた口が塞がらない。

　確かに最近は、坂井君への気持ちが高まりつつあるけど、さすがに今の曖あい昧まいな関係でお母さんにあんなこと言う？

　興奮状態のお母さんを尻目に、坂井君は私の耳元でそっと囁いた。

「まずは外堀をしっかり埋めていかないとな？」

　頬がカッと熱くなり、すぐさま耳元を押さえる。

　しっ、信じられない！　今のは絶対わざとだ！　意図的に耳に息を吹きかけたんだ!!

　咄嗟に睨みつけたけど、坂井君は余裕の笑みを見せている。

　険悪な雰囲気なのに、浮かれているお母さんにはそうは見えなかったようで、声を弾ませて言ってきた。

「まぁまぁ、めぐみに、こんなにいい人がいたなんて知らなかったわ。あっ、お名前はなんていうのかしら」

「坂井元気と申します。めぐみさんと同じ会社の同期で、営業部で働いております」

「あら、営業部だなんて、すごいわねぇ」

　どうやら、外堀を埋めるというのは本当のようだ。だって坂井君、お母さんに極上スマイルで対応し、私のことを〝めぐみさん〟なんて呼んじゃってるもの。

　言葉は丁寧だし、見た目は文句ナシだし、勤務先も、お母さんは私の入社が決まった時、ご近所に言いふらすほど喜んでいたから、これまた問題ないだろう。

　お母さんは目を輝かせ、「すごいわねぇ」を連発しちゃっている。

「すみません、そろそろめぐみさんをお借りしてもよろしいでしょうか？」

　坂井君は笑顔のまま、とても礼儀正しく会釈しながら切り出すと、お母さんは「ごめんなさいね」と言いながら、私に向かって手で〝早く行きなさい〟と合図してきた。

「楽しんでいらっしゃい」

　しょっぱなからこんなことになって、楽しめると思っているのだろうか。

「いってきます」

　とにかく家を出よう。そう思い、坂井君に続いてさっさと玄関を出た時、ドア越しに大きな声が聞こえてきた。

「あっ！　今日は帰ってこなくてもいいからねー」

「ぶっ！」

　噴き出した坂井君の気持ち、痛いほどわかる。

「……ごめん。お母さんが変なこと言って」

　娘を差し出して『帰ってこなくてもいい』なんて、普通言う？

　恥ずかしさも相まって坂井君より先に歩き、車へと向かう。

「佐藤の母ちゃんっていいな。俺、気に入ったわ」

　よほどツボだったのか、彼はいまだに「クククッ」と声を押し殺して笑っている。

「……ありがとう」

　乾いた笑いを浮かべて言うと、坂井君はいつものように助手席のドアを開けてくれた。その動作はとてもスマートで、ドキッとするのも忘れてしまう。

　頭を下げて乗り込むと、やはりドアを閉めてくれた。

　最初はこの一連の動作に戸惑っていたけれど、今では普通に「ありがとう」と言えるようになってしまった。慣れとは恐ろしい。

　そんなことを考えながら、シートベルトを締める。

「とりあえず食事してもいい？　腹ペコなんだ」

「あっ、うん。もちろん」

　さっきはお母さんがいたからしっかり見ていなかったけれど、坂井君はスーツ姿だ。

「午前中、仕事だったの？　昨日メールでそう言ってたよね？」

　車を走らせて、少ししてから聞いてみた。

「あぁ、だけど今日は午前中で上がれそうだったからさ。……悪かったな、急に誘ったりして」

　赤信号で停車したところで、申し訳なさそうに眉を下げて謝ってきた彼に、ドキッとしてしまう。

　このままずっと坂井君を見ていたら、ますます胸が高鳴りそうだ。

　瞬時に判断し、すぐさま視線を落とす。そして、ときめいてなんていないわよ！と言わんばかりに、早口でまくし立てた。

「だっ、大丈夫！　私は別に暇だったし」

「ぶっ。……そうだよな、佐藤っていかにも休日、暇を持てあましてそうだし」

　坂井君には私生活までバレバレなのか、いつものように毒を吐かれる。

「失礼だと思うんだけど」

「でも図星だろ？」

　信号が青に変わり、坂井君のゆっくりと車を走らせる様子は、どこか上機嫌だ。

　その姿にイラッとしつつも、気になってしまうのは彼の体調のこと。

「大丈夫なの？」

「え？」

「いや、だからその……ずっと休んでないんでしょ？　せっかく休めるのに」

　総務部は、休日出勤しなきゃいけないほど忙しいわけじゃないけれど、それでも疲れはたまってしまう。

　坂井君は休みなくずっと働いているのに、やっとできた休日を私なんかと過ごしていていいのかな？　こういう場合、家でゆっくり休んでたほうがいいと思うんだけど。

「何？　佐藤は俺と会いたくなかった？」

「えっ!?」

　予想外のセリフを返されてしまった。

「それって遠回しに、俺と会いたくないって言ってるのかと思って」

「そういうつもりじゃないから！　私はただっ――」

「じゃあ俺に会えてうれしい？」

　ひとりテンパっている間に、坂井君はハザードランプを点つけて、路肩に車を停めた。

　そして『早く答えろ』と言わんばかりに視線を送ってくる。

　なっ、なんでこんな展開になってるの？　ただ素直に坂井君の身体を心配して言っただけなのに。

「なぁ、佐藤どうなの？」

　追いつめられた状態とは、まさに今の状況だ。車内という狭い密室空間で、外は車の往来が激しい道路。逃げるに逃げ出せない。なのに坂井君は返事を急かしてくる。

　こんな状況で素直な気持ちを言えるとでも思ってるの？　もしかしたら、それをわかったうえで、からかってる？

　それはそれでイラッとしてしまう。でも今の状況では、坂井君が満足する答えを言わないと、納得してくれない気がする。

「佐藤、早く答えろよ」

　彼がしびれを切らして、グッと距離を縮めてきたものだから、変に身がまえてしまった。

「うれしくない！　……わけじゃない」

「はぁ？　なんだそれ」

　咄嗟に出たのは、ひねくれた言葉だった。

　当然、坂井君は納得いかないと言いたそうに、眉をひそめる。

「それ、答えになってねぇんだけど」

「なってるじゃない！　ちゃんと言ったし！」

　プイッと顔を背けると、坂井君は呆れたように大きなため息を漏らした。

「ダメだ。腹減った」

　彼はそう言うと体勢を整え、また車を走らせた。その後は目的地に着くまでひたすら無言。

　仕方ないじゃない。自分の気持ちが不確かな以上、坂井君が望んでいるようなことは言えないよ。

　静まり返った車内で、何度もそう自分に言い聞かせた。




　だけどそれからの時間は、車内での沈黙がまるで嘘のように楽しかった。

　オシャレなカフェに着くと、紳士的な坂井君がわざわざ椅子を引いて座らせてくれて、ふたりでオススメの料理に舌した鼓つづみを打った。

　その間、職場でまた嫌がらせをされてないかと心配してきてくれたり、坂井君の両親の話をしてくれたりして、会話も弾んだ。

　そのあとは、ふたりでボーリングに行った。

　ボーリングなんて久しぶりで、最初はガーターばかりだったけれど、坂井君にコツを教えてもらって、最後には見事ストライクを出すことができた。

　あまりにも興奮して、大人げなくはしゃいで彼に笑われてしまったけど。

　坂井君はさすが、ボーリングもうまくてストライクの連続だった。そのすごさに隣のレーンの人たちは、坂井君が投げるたびに注目していたくらいだ。

　そしてそのまま、併設されているゲームセンターで遊んで、私も坂井君も学生のようなノリで盛り上がった。紳士的な彼らしく、十九時過ぎには家に送ってくれたし、本当に充実した時間を過ごすことができた。

「楽しかった、な」

　お風呂に入ってベッドに横たわり、つい手にしてしまうのはゲームセンターで坂井君が一発で取ってくれたクマのぬいぐるみ。しかもなかなかのビッグサイズだ。娯楽でさえも得意だなんて、神さまは不公平だなと思う。

　でも世の中をバラエティに富んだものにするためには、逆に坂井君のような完璧な人間も必要なのかもしれない。みんながみんな、一律で同じだったら、きっと互いに惹ひかれ合うことなんてないだろうから。

「お母さん、はしゃいでたなぁ」

　帰宅すると一瞬、残念そうな顔をしたものの、夕食中も家族団らん中も、終始お父さんに、坂井君の話をしていたくらいだ。お父さんはちょっぴり複雑そうな顔をしていたけど。

　親にしてみれば、坂井君は文句ナシなんだろうな。

　以前、坂井君が自分で自分のことを『お得物件』と言っていたけど、お母さんにしてみれば〝お得〟どころか、〝超優良物件〟だろうし。

　坂井君の両親といい、うちの両親といい……。

　もし……もしも仮に坂井君と結婚することになったとしても、なんの問題も起こらずに済むんだろうな。

「いやいや！　仮でも、こんなこと考えるのおかしいから！」

　勢いよく起き上がり、首をブンブンと横に振ってしまった。

　そうだよ、いきなり結婚とか絶対ない。その前に恋愛じゃないの。ひと昔前みたいに、〝顔も知らずに結婚〟なんて時代じゃないんだから。

　今の私は、恋愛しようとしているだけでも、大きく進歩したと思う。

　その相手があの坂井君だなんて、ちょっと前の私に聞かせたら、びっくりしすぎて固まってしまうかもしれない。それくらい苦手な人のはずだったのに、な。

　今は違う。一緒にいて楽しいし、メールや電話をするだけでドキドキしてしまう。だから余計に大切にしたいって思うの。

　ほのかに感じ始めた小さな幸せを積み重ねて、確かな気持ちにしていきたい、って。




　＊　＊　＊




「坂井はさすがとしか言いようがないよね。まずは〝外堀をしっかり埋める〟。うん、これ勉強になったわ」

「そんな他ひ人と事ごとみたいに言わないでよ」

　同期会の会場に向かいながら、琴美は坂井君の言葉がよほど印象に残ったのか、深く頷いている。

「えー、でも本当に勉強になったし！　私も俊哉に結婚を迫らなくちゃいけなくなったら、ぜひとも参考にさせてもらうわ」

「いや……俊哉君に関しては大丈夫じゃないかな？」

　そもそもふたりは夫婦みたいに仲がいいし。結婚するのは時間の問題だと思うな。

　そんな話をしながら歩いていくと、開催場所へと辿り着いた。

「それにしても今回の会場、広いと思わない？」

「確かに」

　同期メンバーだけで集まるなら、もっと小ぢんまりしたところでいいのに。

　今回の開催場所は、この辺では有名な居酒屋で、二階建ての広い敷地面積にはたくさんの席と、広い宴会会場が五つほどある。知名度も高く、私も琴美も何度かここを利用したことがあるから、今回の開催場所である宴会会場がどれほど広いのか知っていた。

「なんでわざわざここに決めたんだろう」

「年末の忘年会シーズンだし、ここしか空いてなかったのかもしれないよ」

　今の時代、全社員で忘年会をする会社は少なくなってきていて、部署ごとに済ませるところも多い。

　現にうちの会社だって、もっぱら部署ごとに飲んでいるし。

「もう、みんな来てるかな？」

「来てるんじゃない？　時間ちょっと過ぎちゃってるし」

　そんな会話をしながら店内へ足を踏み入れると、熱気に包まれる。やはり忘年会シーズン。店内はすでに満員状態だ。

　宴会会場のある二階へ向かっていくと、一階に負けないくらい騒がしかった。どうやら五つある宴会会場はすべて使用されているようだ。

「あっ！　ふたりともお疲れー！」

　会場の前には、幹事の子が立っていた。

「お疲れさま。えっと今回は会費四千円だったよね？」

「うん、お願いします」

　会場に入る前に会費を払うのが決まりとなっており、琴美と一緒に幹事に渡した。

「もうみんな集まってるの？」

　なんとなく聞いてみたものの、なぜか幹事は「あー……うん」と言いながら目を泳がせ言葉を濁した。

　明らかに様子がおかしい。琴美も同感だったようで、問いかけた。

「え、何どうしたの？　なんかあった？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　はっきりしない幹事に、琴美と顔を見合わせてしまう。

　一体何があったのだろうか？

　すると幹事の子は、「実は……」と話し始めた。

「事後報告で申し訳ないんだけど、今回の同期会はうちらだけじゃないんだ」

「え？」

「何それ、どういうこと？」

　見事に琴美と声をハモらせながら、幹事に詰め寄る。

「いや、ほら！　うちらってほとんどが彼氏彼女いないじゃない？　クリスマスも近いのに寂しいよねーって話になってさ。思い切って今回の同期会は、他会社の人たちとの親睦会にしたの」

　二十人だけの宴会にしては、広い会場だとは思っていたけど……。まさか親睦会とは。

「えっ！　どうして最初に言ってくれなかったの!?」

「だって、そうしたら来ないでしょ？　琴美」

「当たり前だよ！」

　俊哉君という彼氏がいる琴美が、親睦会という名の合コンに参加するはずはない。だから言わなかったのだろう。坂井君と噂されている私にも。

　琴美と顔を見合わせ呆れていると、幹事の子はなだめるように言ってきた。

「まーまー、もうお金も預かっちゃったし。ここ、料理もお酒も美味しいから、楽しんでいってよ。あっ、めぐみ！　悪いけど今日ばかりは坂井を独占しないでね。向こうの会社の子に坂井を自慢したいし」

「今日も何も、いつも独占してないから！」

　もっと反論しようと思ったけど、ほかのメンバーが来てしまい、幹事は早速お金の徴収に入る。

「めぐみ、どうする？」

「どうするって言われても、お金払っちゃったし。……あの様子だと帰してくれそうにないし」

「だよねぇ」

　そう言うといつの間にかお互い顔を見合わせて、諦めにも似たため息を漏らしてしまった。

「よし、こうなったらとことん飲んでやる！」

　開き直り「もとを取る！」と豪語しながら部屋の中へと入っていく琴美。

　彼女の言う通り、ここは開き直ってたくさん食べて飲んでやろう。同期がいることには違いないのだから。

　私も琴美に続いて、騒がしい会場へと入っていった。




「黒川さん、これも飲んでみてよ。うまいから」

「黒川さんって面白いね」

　両社合わせて約五十人での親睦会が始まって約一時間。

　いつものペースで琴美は最初から飛ばしまくり、早くも酔っていた。もともと社交的な性格が功を奏してか、すっかり他会社の人たちと盛り上がっている。

「琴美ってばすごいね。もう完全に打ち解けちゃってるし」

「だね」

　そんな琴美の様子を、仲のいい数人と少し離れた場所から見守っていた。

「でもあと一時間もしたら、いつものようにつぶれちゃうんじゃない？　そうしたら、めぐみの出番だ」

　冗談めいて言われるけれど、きっと現実になるだろう。

　今のままのペースで飲まれたら、確実にトイレに駆け込まれ、俊哉君に引き渡すパターンだよ。そうなった場合に備えて、私はあまり飲みすぎないようにしないと。

「だけどさ、めぐみはよかったの？　今回の同期会がこんな感じで」

「え？」

　目の前のフライドポテトに手を伸ばそうとした時、急にそんな言葉が投げかけられた。

「だってそうじゃない。幹事は完全に、坂井をあっちの会社の子たちに自慢したいようだしさ。そういうの、彼女として嫌じゃないの？」

「いや、そもそも彼女じゃないし……」

　なぜか同期の間では、私と坂井君がつき合っていることになってしまっている。何度否定しても、信じてくれない。

「またまたー！　照れちゃって！」

　せめてもの救いは、同期の仲間たちは私と坂井君を応援してくれていることだ。先輩たちのように、同期にまで陰口を言われたり、嫌がらせをされてたら、あれほど気丈に振る舞っていられなかっただろう。

「別にいいんだよ、隠さなくても。確かに坂井は同期の……いや、会社の女性社員みんなの憧れだけど」

「そうそう。前の同期会で、坂井がめぐみひと筋なのは痛いほどわかったから」

　口々にそう話すみんなに、乾いた笑いしか出てこない。もう何を言っても無駄な気がして、ひたすら食べ物を頬張った。

「そういえば知ってる？　向こうの会社にも坂井並みのイケメンがいるらしいよ」

「嘘！　……いないじゃん」

「それが坂井同様、遅れてくるらしいよ。比べてみたいよねー、坂井とその人のどっちがカッコいいか」

　話題はいつの間にか坂井君から、向こうの会社のイケメンに変わっていた。

　坂井君並みのイケメン、か……。そもそも坂井君ほどのイケメンなど、ゴロゴロいるものだろうか。

　中学時代も、高校時代も、大学時代もそれなりにカッコいい人はいた。けれど、やはり坂井君以上の人はいなかったと思う。

「……ダメだ、私」

　騒がしい宴会場の中で、声がかき消されていく。

　少し酔っているのかもしれない。だって坂井君のことを考えただけで顔が熱くなってしまうのだから。

　チラッと琴美を見れば、まだまだつぶれる気配はない。なら今のうちに顔の火照りを鎮めてこよう。

「ちょっとトイレ行ってくるね」

「了解～！」

　みんなに声をかけ、立ち上がる。

　すると思っていた以上に酔っていたようで、立ち上がった瞬間、フラついてしまい、身体が大きくバランスを崩す。

「危ない！」

　ちょうど横を通りかかった男性が、大きな声をあげて支えてくれた。

「セーフ」

　男性のおかげで、どうにか転倒せずに済んだようだ。

「すっ、すみませんっ！」

　何が起こったのかわからない状態に陥るも、不意にさわやかなミントブルーの香りが鼻をかすめて、慌てて男性から離れた。

　そしてひたすら頭を下げ続けていると、男性は「無事でよかったよ」と優しい言葉をかけてくれた。

「めぐみってば大丈夫!?」

「うっ、うん。なんとか……」

　一部始終を見ていたのか、琴美が駆け寄ってきてくれた。

　そして一緒に飲んでいた同期の子も、心配そうに声をかけてくれる。

　どうしよう、恥ずかしすぎる。なんかさっきから視線を感じるし。

　火照った身体がさらに熱を帯びていく。

　ダメだ。一回ここを出よう。

「あの、本当にすみませんでし……た」

　最後にもう一度、助けてくれた男性にお礼を言って会場を出ようとしたけれど、その顔を見て言葉に詰まった。

　男性が顎あごに手を当て考え込みながら、食い入るように私を見ている。

　昔と変わらない、シャープな目元。印象深い左頬のほくろ……。

「……う、そ」

　あの日からずっと忘れられなかった。ずっとトラウマだった。好きだったのに……。

「……もしかして……」

　男性が思い出したように声をあげた瞬間、気づいたらバッグをつかみ、走りだしていた。

「えっ!?　ちょっと、めぐみ!?」

　背後から琴美やみんなが呼ぶ声が聞こえてくるものの、止まるわけにはいかない。会場を飛び出し、階段を駆け下りる。

　あり得ない。どうして会っちゃうわけ？

　ドクン、ドクンと心臓が早鐘を打つ。

　もう二度と会いたくなかった。卒業したら会うことなんて、二度とないと思ってたのに……！

　騒がしい一階を通り抜け、入口へと向かう。

「ありがとうございましたー」

　元気のいい店員の声に見送られ、ドアを開けると、ちょうど店内に入ってきた客と肩がぶつかってしまった。

「すみませんっ」

「いや、こちらこそ」

　すぐに立ち去ろうとしたものの、ぶつかった相手と目が合った瞬間、足は完全に止まってしまう。だってその相手は、坂井君だったのだから――。

　最悪だ。どうしてこういう時に限って鉢合わせしちゃうのかな。今は早くひとりになりたくてたまらないのに。

「ごめん、先に帰るね」

「は？　どうしてだよ」

「どうしてって言われても……」

　案の定、納得してくれず、帰さないと言わんばかりに腕をつかまれてしまった。

「仕事早く終わらせて来たんだけど」

「ちょっと用事ができちゃって」

「なら送るよ」

　一歩も引き下がらない坂井君に、どうしたらいいのかわからない。でもあの場にはもう戻りたくない。彼がいるあの場所になんて、絶対に。

　昔の記憶が頭をよぎり、苦しいくらい胸を締めつける。

「……っ、ごめん！」

「あっ、おい佐藤っ!?」

　これ以上、坂井君と一緒にいるのがつらくて、彼の腕を思いっ切り振りほどいて店を飛び出した。

　この世には、神さまなんて絶対いないと思う。

　せっかくトラウマから解放されて、新しい恋愛ができそうだったのに、どうしてこのタイミングで会わせるのかな？

　高校時代、好きになって裏切られたあの人に――。

　たくさんの人で溢れる繁華街を走り抜けていく。つらい記憶を胸に、瞳から涙を流しながら……。










完全に落ちてしまった。




　繁華街から少し離れた場所まで行くと、ブランコと滑り台しかない小さな公園があった。

　いつの間にか頬を伝っていた涙は、走ったせいですっかり乾いていた。

　真っ直ぐ家に帰る気分にはなれず、誰もいない公園に足を踏み入れる。ブランコに腰かけ、そのまま空を見上げると、冬の夜空に一段と星が輝いていた。

　こんなにも空は果てしなく、世界は広いというのに、どうして会ってしまうのだろうか。

　彼……石いし川かわ君と。

　少しだけブランコを揺らすと、錆さびてしまっているようで、ギィと鈍い音が静かな園内に響いた。空気が乾いているから余計に響くのかもしれない。

　走ってきたから身体は温まっているけれど、吐く息は白い。しばらくいたら、身体が一気に冷えてしまいそうだ。でも、どうしても家に帰る気にはなれなかった。

　久しぶりに見た石川君は、昔と全然変わっていなかった。

　だから、すぐに気づいた。

「逃げてきちゃったな」

　私が逃げる必要はなかったかもしれない。悪かったのは石川君のほうで……私はただ騙されただけだし。

　とはいえ、あの時の私には、冷静に考える余裕などなかった。

　一瞬にして高校時代の記憶がフラッシュバックしてしまい、とにかく一刻も早くあの場から離れたくてたまらなかった。ひとりになりたかった。

　どれくらいの時間、こうしていたのだろうか。気づけば身体はすっかり冷え切っていた。

「坂井君……怒っているかな」

　無理やり腕を振りほどいちゃった。

　だけど一緒にいると、昔の惨めな自分を見られているようで嫌だった。せっかく坂井君と新しい恋愛をしたいって思えてきたところだったのに。

　ブランコを握る手の力が強まる。

　大丈夫。きっと今日だけの親睦会だし、今後も一緒に飲み会をやろうなんて流れにはならないはず。

　琴美にだけは石川君が例の彼だってあとで話をして、坂井君にはうまくごまかそう。

　だって知られたくないもの。高校時代の苦い恋愛もトラウマも。お母さんに早く帰ってこいって言われたとか適当に嘘をつき通そう。

「……おい」

　心を落ち着かせようとブランコを漕こいでいると、静かな公園に、不意にどす黒い声が響いた。

　突然のことに、反射的に立ち上がってしまう。

　小学生のように背筋をピンと伸ばしている私の数メートル先には、肩で息をする、いつになく怒った様子の坂井君の姿があった。

「……坂井君？　え……どうして？」

　言葉がうまく出ない。だってまさか追いかけてきてくれるとは思わなかったから。

　しかも、私の目の前に駆け寄ってきた彼は、こんなに寒いのに汗をかいていて、呼吸も荒い。

　それって、必死に私のことを探してくれたってことでしょ？

　そう思うと、気持ちが弱っているからかな、感極まって泣きそうだ。

　だからといって本当に泣くわけにはいかず、涙がこぼれそうになった瞬間、慌てて視線を落とした。

「ったく、アホ佐藤！　どれだけ人を心配させるつもりだよ」

　坂井君に両手で顔を挟まれ、無理やり上を向かされてしまった。

「ちゃんとアホ面見せろ」

　いつになく余裕のなさそうな坂井君に、強引に目を合わせられる。彼の額からは汗が噴き出していて、首元まで伝っている。

　言葉は乱暴だけど、本当に心配してくれたんだ。そう思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「なんでスマホの電源切ってんだよ」

「えっ？」

「わざとだろ？」

「いや、その……」

　怒りがだんだん増しているのか、彼の額には青筋が浮かんで見える。

　ご立腹の坂井君に、両手で顔をしっかりホールドされ、返す言葉が見つからない。

　坂井君とは、また違った汗が流れそうになった時、なぜか彼の右手が目元に触れた。

　びっくりして、目をパチクリさせてしまう。その間も坂井君は私の目元を何度も優しく撫でていく。

「なぁ……佐藤にとってあの男は、今も泣くほど忘れられない存在なのか？」

　思わず目を見開いてしまう。

　どうして？　坂井君は石川君のことを知らないはず。琴美すら、石川君があの時の彼とはまだ知らないはずなのに。

　それなのに坂井君はまるで、すべてを把握しているかのように話を続けた。

「あのあとすぐに佐藤を追いかけようと思ったんだけど、ちょうど黒川に見つかって、無理やりあの男の前に連れていかれてさ。……黒川があいつを問いつめて、俺も全部聞いたよ」

「そんな……」

　冗談でしょ？

　だけど坂井君の真剣な表情からは、とても嘘を言っているようには見えない。

「本当だよ。全部聞いた」

　坂井君の手は私の顔からゆっくりと離れていく。

　頭の中が真っ白になる。

　坂井君にだけは知られたくなかったのに……。

　呆然とする中、彼は私の手を握りしめると、耳元でそっと囁いた。

「佐藤……今でもあいつのこと、好きなのか？」

「……そっ、それはないからっ」

　思いも寄らぬ言葉に一瞬フリーズしてしまうも、すぐさま否定する。

　それでも坂井君は不安なのか、「本当に？」と再度確認してきた。

「本当だよ！　……あんなことされて、今でも好きなわけないじゃない」

　そうだよ。ずっと消えない、深い傷をつけられたのに……。

　でも、坂井君はなぜか苦しそうに、眉間にシワを寄せた。

「じゃあなんで逃げたんだよ。好きじゃないなら、堂々としていればいいだろ？」

「それは……っ！」

　坂井君の言う通りだ。私はもう石川君のことなんて好きじゃない。だから、ドンとかまえていればよかったんだ。

『あなたにつけられた心の傷は、まだ癒えていない』とか文句のひとつやふたつ、言ってやればよかったのに。……それができなかった。

「やっぱ好きなんじゃねぇの？」

　坂井君は〝何も言わない＝今でも好き〟と解釈したようで、私の手を握る力を強めて疑ぐり深い声で聞いてきた。

「っ、好きじゃないよ！　違うの。まさかこんなところで会うとは思わなかったし、それに……」

「それに？」

　人の気持ちなどおかまいなしに、容赦なく聞いてくる。

　坂井君に問いつめられる筋合いなんてないし、正直に話す義務もない。だけど誤解されたままなんて嫌だから、ゆっくりとだけど自分の気持ちを話していく。

「それに怖かったの。……またみんなの前でからかわれて、笑われたりしたらどうしようって」

　あの日の出来事は今でも夢に見ることがある。石川君と友達数名に囲まれて、笑い者にされた場面を。もう七年以上も経っているのに、あの日のことをこうやって思い出すと胸が苦しい。

　すると坂井君は、呆れたように深く息を吐いた。

「なんだよ。それって結局逃げてるだけじゃねぇの？」

　吐き捨てるように言うと、乱暴に手を離された。

「確かにあの男が佐藤にしたことは許せねぇよ。同じ男として、最低だと思う。佐藤だってそう思ってるんだろ？　だったら文句のひとつやふたつ、言えよ。逃げてばっかいるんじゃねぇよ！」

　いつになく声を荒らげる坂井君。

　そんなこと言われなくたって私が一番わかっている。教室で話を聞いてしまった時、文句を言えばよかったんだ。

　だけど当時の私は本気だった。本当に石川君が好きで、毎週会えるのが楽しみで幸せだったから。だから、ただショックで悲しくて、どうしようもなかった。

「自分の気持ち押し殺して我慢して。こうやってひとりで泣いてちゃ世話ねぇよ。言いたいこともちゃんと言えないなんて、二十三にもなって恥ずかしくねぇの？」

「坂井君にはわからないよっ！」

　頭にカッと血が上ってしまい、気づいたら坂井君に負けないくらい大きな声で叫んでいた。

「じゃあ、俺がわかるように言ってみろよ」

　坂井君が動じることなく、煽るように言ってきたものだから、次々と本音がこぼれていく。

「……私は本気だったの。本当に石川君のことが好きだった。それなのに、からかわれてたって知った時の気持ち、坂井君にわかる？　悲しくて苦しくて、どうしようもなかった」

　崖から突き落とされたような気持ちで、すぐに信じることなんてできなかった。

「それなのに文句なんて言えないよ。今だってそう。ずっとトラウマなんだもん。だからこうやって前髪でおでこを隠しているの。思い出すだけでつらいの。もう二度と会いたくなんてなかった……っ！」

　頭の中はいろいろな感情でぐちゃぐちゃだけど、ただ思ったことを次々と口にしていく。

「もう顔も見たくない。……でも好きって気持ちは本物だった」

　好きだった。それだけは確かだ。

　また誰かを好きになっても、あの時のように裏切られるのが怖くて、新たな恋愛をする勇気が出なかった。

　感情が昂たかぶり、いつの間にか涙が溢れていて、頬を伝う冷たい感触に我に返る。

　やだ、私ってば何やってるんだろう。坂井君の前で気持ちをぶちまけた挙句、泣いちゃうなんて。

　慌てて涙を拭うものの、その手は坂井君につかまれてしまった。

　そして、代わりに坂井君がそっと拭ってくれる。

「なんだよ、言えるじゃん」

　子供を誉めるような優しい声に顔を上げれば、坂井君は目を細めて微笑んでいた。

　不意打ちの笑顔に、目が釘付けになる。

「そうやって言えばいいんだよ。ちゃんと自分の気持ちを言え。でないといつまで経っても引きずるし、後悔するだろ？」

　涙を拭ってくれた手は、今度は優しく頭を撫でてくれる。

「逃げてたって何も変わらねぇよ。それに何年か経った今、あの男と会えたのは何か意味があるんじゃねぇの？　俺はそう思う。佐藤を強くさせるために、神さまが会わせてくれたんだって」

「坂井君……」

　ついさっきまでは神さまなんていないと思っていたけど、考え方を変えれば違うんだ。

「一緒に戻ろうぜ」

「……うん」

『一緒に戻ろう』

　なんてことのないたったひと言に、キュンときてしまった。

　最初から坂井君はそのつもりだったんだよね？　怒ったのは、わざと私に本音を言わせようとしたからなんでしょ？

　少し自分にいいように解釈しすぎかな。でも、今だけはそう思っていてもいい？

　もちろんそんなことを本人に聞くことなどできず、隣を歩きながら何度も心の中で問いかけていた。




「久しぶり」

「……うん」

　相変わらず騒がしい宴会会場の端っこで、数年ぶりに石川君と言葉を交わす。

　居酒屋に戻ると、坂井君は仲がいい同期たちのもとへと行ってしまい、私はチラチラと視線を送ってきた石川君に気づいて、ゆっくりと歩み寄った。

　もう逃げたくないし、いつまでも過去に囚われたままでいるのは嫌だから……。

　どうやら石川君は琴美がしっかり確保してくれていたようで、私の姿を見つけると彼女は気を利かしてか、離れた場所へと行ってしまった。

　必然的にふたりっきりになったものの、言葉がうまく出てこない。

　それは石川君も同じようで、飲み物を口につけながら模索しているようだった。

　会の終わりが近いからか、先ほどよりも一層騒がしい。今なら多少大きな声で話しても、周りの音にかき消されそうだ。そう思うと、不思議と言葉が溢れだした。

「私ね……石川君に裏切られて、すごくショックだったの。トラウマになってしまって、恋愛もろくにできなくなっちゃった」

　悲しいことを言っているのに、つい笑みがこぼれてしまう。

　それはもしかしたら、さっき坂井君に泣きながら、本音を打ち明けたからかもしれない。だから今、こんなにもすらすらと語ることができるのかも。

「石川君には二度と会いたくなかったよ。だからつい逃げ出しちゃった」

　さすがに彼の顔を見ることはできず、淡々と自分の気持ちを伝える。

　ずっと言いたかった。裏切られてショックだったことを。それを言えて今は清々しいくらいだ。もっと文句を言えばいいのかもしれないけれど、これで充分。

　自分の気持ちをちゃんと石川君に伝えただけで、こんなにもスッキリするなんて、びっくりだ……。

「……ごめんな」

　相変わらず騒がしい中に、突如ポツリと聞こえた声。隣にいる私にしか聞こえないくらいの、力ない声だった。

　だけどしっかりと耳に届き、顔を上げれば、石川君は私に向かって深く頭を下げていた。

「え……石川君？」

「あの時の俺は、自分でも情けなくなるくらい最低だった。なんつーか……友達に乗せられて、軽い気持ちだった。別に誰でもよかったんだ」

『誰でもよかった』

　なんとなく予想していた。でもいざ本人の口から聞くと、やっぱりショック……。

「……そっか」

　石川君は頭を下げたまま話を続ける。

「でも今は当時の自分を思い出すたびに恥ずかしい。……どうしてあんなことをしてしまったんだろうって。それと同時に、ちゃんと会って謝りたいと思ってたんだ」

　石川君はゆっくりと顔を上げた。その表情は『後悔でいっぱい』と言いたそうに、歪められている。

　彼は私の目をしっかりと見据えると、もう一度頭を下げた。

「あの時は本当にすみませんでした。……でもこれだけは信じてほしいんだ。最初は軽い気持ちだったし、誰でもよかった。だけど、佐藤さんに対して気持ちがなかったわけじゃない。……一緒に過ごせて楽しかった」

　嘘……本当に？

　石川君はゆっくりと上半身を起こし、話を続けた。

「だけどあの時は友達の手前、恥ずかしくてさ。それに一緒になって言わないと、あとでバカにされそうで怖くて、本当の気持ちなんてとても口にできなかった。それどころか、あんなひどいことを言ってしまって……本当にごめん。でも佐藤さんのこと、俺は好きだったから。じゃなきゃ、毎週欠かさず図書室に通わなかったし、夏休みだってあんなに頻繁に会わなかった。全部、好きだったからだよ」

　力強い言葉と真剣な面持ち。目の前にいる石川君を見る限り、とても嘘をついているようには思えない。

　じゃあ、本当なのだろうか？　本当に、私のことを好きでいてくれてたの？

　半信半疑な私に気づいてか、石川君は力強い声で話を続ける。

「高校の時も何度も佐藤さんに謝ろうと思ってた。教室にだって行こうとしたし、図書室にだって何度足を向けたことか。……でもあんなひどいことをしておいて、今さら許してもらえるわけがないと思って、いつも途中で諦めてたんだ。結局、卒業してからもずっと後悔していてね……」

　もう嘘じゃないって信じてもいいんだよね？

　確かにひどいことをされた。でも私への気持ちが全くなかったわけじゃなかったんだ。

「本当にごめんな」

　最後にもう一度、石川君は深く頭を下げた。

　その姿を見た瞬間、高校時代の私が報われた気がした。

　私だけが好きだったのだとずっと思っていた。石川君にとっては、友達とのゲームにすぎなかったのだと。

「私、石川君に騙されたと思ってたけど……違うんだね？　私のこと、少しでも好きでいてくれたんだね？」

　確認するように尋ねると、彼は私と目を合わせ、「そうだよ」と答えてくれた。

「好きだったよ。……好きだったから、ずっと悔やんでいた」

　彼が唇を噛みしめる姿を見た瞬間、また泣きそうになってしまった。

　石川君にされたことは今でも許せない。でも、逃げてばかりだった私も悪かった。坂井君の言う通り、もっと早くつらい気持ちをぶつけておけば、お互いこんなにも苦しまずに済んだのかもしれない。

「それを聞けただけで救われたよ。……もう満足した」

　逃げずに、こうやって石川君とちゃんと話をすることができて、本当によかった。

「あのさ……それと、もうひとついい？」

「え？」

　そう言うと石川君は、なぜか自分の額を指差した。

「あの時言ったこと、嘘だから。……佐藤さん、可愛いとずっと思ってた」

「……嘘」

　信じられない話に、石川君から目が離せない。

「本当だよ」

　彼はすかさず否定すると、照れたように話しだした。

「風で前髪が上がった時とか、夏休みに会った時に、前髪を上げたりしてきただろ？　そのたびにずっと思ってたんだ」

　予想外の話に、声を失ってしまう。

　だって、あのセリフがずっとトラウマになってたんだよ？　なのに、今さらこんなことカミングアウトするなんてアリ？

　今までずっとおでこのことで悩んでいた自分が、バカらしく思えてきた。さっきまでの緊張感はなくなり、笑みとともに大きな息が漏れてしまう。

　周囲は相変わらず騒がしい。よくこんな中で、しんみりと会話ができたものだ。

「あれ？　石川君ここ……」

　ふと気づいて、私は自分の頬を指差しながら問いかけた。

　心に余裕ができると、先ほどまで目に入っていなかった物が見えてくる。

　周囲の騒がしさもそうだけど、次に私が気づいたのは石川君の左頬だった。赤く腫はれているし、何より唇の端は切れていて血が固まっている。

「どうしたの？　それ。……あっ！　もしかして琴美が？」

　この前、石川君の話をした時、だいぶ怒ってたし、琴美ならやりかねない。

　でもどうやら違ったようで、石川君は苦笑いを浮かべて言った。

「まさか。女の子に殴られて、ここまで腫れるほどヤワじゃないよ。……彼にやられたんだ」

　石川君が指差した先には、同期と楽しそうに談笑している坂井君の姿があった。

「え……坂井君が？」

「あぁ。何も言わずにガツンと一発殴られたよ。彼氏なんでしょ？　すっげーキレてたし。……よっぽど佐藤さんのこと大切に思ってるんだろうね」

　そう言うと石川君は、ゆっくりと立ち上がった。

「偶然にしろ、こうやって再会できてよかったよ。……あの時は本当にすまなかった」

「ううんっ、それは私も同じだよ」

　つられるように立ち上がる。

「私も今日、石川君と再会できてよかった。これでちゃんと前に進めるから。……だから石川君も、もう気にしないで」

　ずっと後悔されたままなんて、嫌だもの。

　石川君は一瞬目を見開いたけれど、すぐに表情を緩めた。そして高校時代、私が大好きだった笑顔を向けてくれた。

「本当はちょっぴり佐藤さんに未練があったんだ。……でも彼の存在を知ったら、高校時代の俺の気持ちなんてすごく安っぽいものに思えたよ。……こんなこと俺が言えた義理じゃないけどさ、幸せになってね」

「石川君……」

　最後にもう一度笑顔を見せると、石川君は同じ会社の子のもとへと行ってしまった。

　その後ろ姿を見送りながら、願ってしまった。どうか石川君も幸せになれますように、って。

　だってずっと私のことを後悔していたんでしょ？　悪いことをしたと思ってたんでしょ？　そんな石川君なら、きっと幸せになれるよ。




「めぐみちゃん、本当に毎回毎回ごめんね」

「ううん、気にしないで」

　あれから会場内で琴美の姿を探すものの、見当たらず。『もしかして……』と思いトイレに行くと、いつもの光景が目に飛び込んできた。

　しかも今回はタチが悪く、完全に手に負えない状態だった。

「よーく言い聞かせておくから」

　俊哉君が恨めしそうに、助手席でスヤスヤと眠る琴美を睨んだものだから、つい笑ってしまった。

　本当に琴美は俊哉君に愛されてるなって思う。だって、なんだかんだ言いながらも、こうやって心配して迎えに来てくれたり、怒ってくれるんだもの。

「あっ、でもあまり怒らないであげて。今回はきっと私のためだったと思うから」

　いつもだったら早々にリタイアするのに、今日ばかりは私のことを心配して残ってくれてたんだと思う。

「わかったよ。本当、いつもありがとうね」

『琴美と仲良くしてくれてありがとう』……きっとそう言いたいんだろうな。

「こちらこそ」

　ふたりが微笑ましくて口元が緩む。

　俊哉君が乗り込むと、車はすぐに走りだした。しばしの間、車を見送り、そろそろ店内に戻ろうと振り返ると、近くの電柱に寄りかかる坂井君の姿があった。

　目が合うとゆっくり歩み寄ってくる。

「黒川、帰ったのか？」

「あ……うん」

　なんとなく照れ臭くて視線を泳がせてしまう。

　だって私、坂井君の前で泣いて本音漏らしちゃったし。……それに石川君から話を聞いた手前、どう接したらいいのかわからなくなる。

「おい、何ひとりでニヤけてるんだよ」

「ニヤけてなんかないから！」

　坂井君は何が気に食わなかったのか、私の鼻を摘んできた。すぐに離してくれたけど、痛みを和らげるために鼻に手を当てていると、坂井君は店とは逆方向にさっさと歩きだした。

「え……ねぇ坂井君、どこ行くの？」

　するとピタリと足を止め、なぜかムッとしたように振り返った。

「どこって、帰るに決まってるだろ？　早くしろ」

「早くしろって言われても、荷物ないし」

「バーカ。佐藤の目は節穴か？」

　そう言う坂井君の手には、私のバッグがしっかりと握られていた。

　いつの間に!?　っていうか『バーカ』とか『節穴』とかずいぶんと失礼じゃない？

　さっきまでの戸惑いや恥ずかしさは吹き飛び、イライラしたまま坂井君のあとを追いかける。

「バッグ、すみませんでした！」

　嫌味っぽく言い返してわざとらしく坂井君の手からバッグを奪えば、坂井君は気に食わないと言いたそうにまた顔をしかめた。だけどさり気なく車道側を歩いてくれるところは、さすがだと思う。

「なんだよ、その顔は。何？　またあいつに会いに戻りたいわけ？」

「そんなこと、ひと言も言ってないじゃない」

　坂井君に言われっぱなしなのが悔しくて、冗談交じりにからかうように聞いてみた。

「もしかして坂井君ってば、嫉妬してるの？」

　すると、いつもの余裕たっぷりの表情が一瞬にして崩れた。電灯に照らされている坂井君の顔は、みるみるうちに赤くなっていく。

「っ、そうだよっ！　わりーかよ！」

　そっぽを向いて投げやりに話す坂井君に、目が点になる。まさかこんな反応をされるとは、夢にも思わなかった。

　いつものように余裕たっぷりに『そんなわけねぇだろ？』とか、逆に清々しく『そうだよ』と言われるものだと思っていたから。

「つーか、当たり前だろ？　好きな女が昔好きだった男と話してたら、誰だって妬やくっつーの！　それに心配だってするさ」

　坂井君はそう言うと、乱暴に手を握ってきた。

「でもその顔だと、逃げなくてよかっただろ？　今の佐藤、すっげーいい顔してる」

「坂井君……」

　そして、反則並みの笑顔を見せる。

　困るよ。優しい言葉を、そんなカッコよく言われちゃったら誰だってドキドキするじゃない。

　今さらながら思い出す。坂井君は私のことを必死に探してくれたり、封印した気持ちを引き出してくれたり、石川君のことを殴ってくれた。それなのに私は？

「あのっ、坂井君」

「ん？」

「あの……その、今日はありがとう」

　面と向かって〝ありがとう〟だなんて、照れ臭い。それでも伝えたかった。坂井君にちゃんと――。

　ところが、なぜか坂井君から反応が返ってこない。でも手はしっかりと繋がれたまま。どちらからともなく足が止まると、急に腕を引かれ、抱きしめられてしまった。

「ちょっ……！　坂井君っ!?」

　突然の抱ほう擁ようにアタフタするも、彼はそんな私を離すどころか、一層力を強めてきた。

　胸が苦しくなる。

「あー……もう限界。このまま区役所行って、婚姻届出してこようぜ」

「はっ!?　何言ってるの!?」

　奇想天外な発言に、思わず大声が出てしまう。

「だから、もうこのまま結婚しようって言ってんの」

「すっ、するわけないじゃない！」

　強引すぎるセリフに反論すると、坂井君は少し離れて、まじまじと顔を覗いてきた。

「な……何？」

　怒っているような、いないような……。

　私が悪いわけじゃないのに、謎の行動に弱腰になる。

「佐藤さ、俺の前でもずいぶん素を出すようになったよな」

「え？　……素？」

「そ。だって最初の頃なんて、目も合わせようとしなかっただろ？」

　確かにその通りだ。坂井君とは話したいとも思わなかったから、同期会の時も、絶対に彼に近づかないようにしていたんだ。

「話したとしても、いつもビクビクしてたじゃん」

　それは坂井君がなんでもズバズバ言ってくるからだ。それに威圧感ハンパないし。

「でも今は違う。ちゃんと目を見て話してくれるし、変に自分を隠していない。それ、すっげーうれしいわ」

　まるで子供のように笑う坂井君に、完全に心を奪われてしまった。

　ううん、私を探しに来てくれた時には、すでに落ちていたのかもしれない。

「さて、帰るか。俺、飲んでないから送ってくよ」

「……ありがとう」

　これ以上、坂井君の顔が見られなかった。

　毒舌で紳士的。仕事がデキておまけにイケメン。

　そんな彼が、最初は苦手だった。

　なのにいきなり、『彼氏が欲しいならさ、俺なんかどう？』とか『嫁になってくれない？』とか言いだすし、実家には連れていかれちゃうし。

　駐車場に向かう間、ずっと手を握られたままで、そこから自分の気持ちが伝わってしまわないか、心配で仕方なかった。

　だって気づいちゃったから。予期しないことばかりで振り回されて……それなのに、いつの間にか惹かれていた。

　そして今日、彼に完全に落ちてしまったんだ。

　私……坂井君のこと、好きだ。







第三章










最低なクリスマスイブ




「めぐみー、まだ決まらないの？」

「だって何がいいのか、全然わからないんだもん」

　今日はクリスマスイブの前日、つまり天皇誕生日。

　そんな休日に激混み覚悟で琴美とふたり、近くの大型ショッピングモールへと来ていた。

「私はなんでも喜んでくれると思うけどなぁ」

「そうはいっても、適当には選べないじゃない」

　訪れていたのはメンズ物のアイテムが揃っている売り場。ここでかれこれ一時間以上迷っている。

　つい数日前、坂井君のことをはっきり好きだと自覚したあの日。彼は車で家まで送ってくれたものの、緊張とドキドキのあまり何を話したか覚えていない。

　でも自分の気持ちに気づいた途端、想いはどんどん膨れ上がって、坂井君の何気ない言葉や仕し草ぐさに、ドキドキしたりうれしくなったり。そして、家に帰るとひどい寂しさに襲われてしまった。

　次の日琴美に打ち明けると、自分のことのように喜んでくれた。

　そして、すぐに坂井君に伝えるべきだと急かされたけれど、彼は相変わらず忙しくてしばらく会えそうにない。電話やメールで告白するのは嫌なので、私の気持ちは今も伝えられないままだ。

　でも今朝、坂井君から連絡が入ったのだ。

【明日の仕事帰り、会おう】って――。

　ずっと忙しそうだったから、イブも会えないだろうと思っていた。

　最悪、気持ちを伝えるのは年末になることを覚悟していたから、朝から興奮してしまった。そして、せっかくイブに会えるのなら、絶対気持ちを伝えようと決めたのだ。

　すぐに琴美に電話して伝えると、「イブに会うならプレゼントをあげたら？」と提案された。

　そんなこんなで、わざわざ混雑するショッピングモールに来たはいいものの、肝心のプレゼントがなかなか決まらない。

「もー、いい加減決めてよ。お腹空すいちゃった」

「だって、いいなって思える物がないんだもん」

　さっきからいろいろな商品を手に取って見ているけど、どれもしっくりこない。

　そもそも私は坂井君の好きなものとか、愛用している物とか、そういった肝心なことを何ひとつ知らないのだ。

「坂井君、何をあげたら喜んでくれるんだろう」

　ため息とともに声が漏れてしまう。

　すると、琴美がすかさず口を挟んできた。

「だから、めぐみからもらえる物なら、なんでも感激してくれるって！　男なんてそういうものなの！」

「そっ、そうなの？」

「そうそう！　だからもう、なんでもいいじゃん！　あっ、これなんてどう？」

　よっぽどお腹が空いているのか、琴美が急かすように勧めてきたのはシンプルなデザインの名刺入れ。

「あ……いいかも」

「嘘……あっ、そっ、そうでしょ!?」

　慌てる琴美をよそに、名刺入れを受け取ってまじまじと見る。

　坂井君は営業部だし、名刺を差し出す機会はたくさんあるはず。これなら実用性もあるし、何よりいつも使ってもらえるよね。

「ありがとう、琴美！　早速ラッピングしてもらってくるね」

「うん！」

　琴美はたまたま適当に勧めただけかもしれないけれど、助かった。これならきっと喜んでくれるよね。

　渡した時の坂井君の反応を想像しながら、レジへと向かった。




「でも、まさか本当にめぐみが坂井のことを好きになるとは、夢にも思わなかったよ」

　少し遅めのランチを済ませ、食後のコーヒーを飲んでいると、琴美は感慨深そうに呟いた。

「だってさんざん『興味ない』、『苦手』って言ってたじゃない？」

　それは否定できない。

「こうなったこと、正直自分が一番驚いてる」

　あの坂井君を好きになるなんて。

　すると、琴美がニヤニヤし始めた。

「さっさと気持ちを伝えればいいのに、変なところでマジメだよね。プレゼントだって真剣に選んじゃうし？」

「それは当たり前じゃない。だって〝好き〟って伝えるのに、電話やメールでだなんて嫌だし。プレゼントだって本当に喜んでくれる物を渡したいし」

　当たり前だと思うのに、ますますニヤける琴美にいたたまれなくなる。

「めぐみって結構、乙女チックだよね」

「どうしてそうなるのよ！」

「だってそうじゃない。私だったら今すぐ坂井に気持ち伝えるな。そうしたら坂井も仕事放り出して飛んできそうだし」

　その時の坂井君の様子を想像したのか「イシシッ」と笑いだした。

　そんな琴美に呆れつつ、コーヒーを啜っていると、彼女は急にマジメな顔で言った。

「でも坂井なら私も大賛成だよ。だって絶対裏切らないだろうし、〝めぐみひと筋〟って感じだし。何よりすべてイケてるからね！」

『太鼓判を押すよ！』と言うように、私に向かってＶサインをしてきた琴美に、笑ってしまった。

「ありがとう。……でも正直、坂井君に好かれてるっていう実感が、まだ湧かないんだ」

「えー、どうして？　あんなに熱烈にアプローチされているのに？」

「いや、逆に積極的すぎて実感が湧かないっていうか……」

　すべてがいきなりだし。

「まぁ……確かに突拍子もないところはあるよね」

「でしょ!?」

「わかるかも」と言いながら頷く琴美に、つい力説してしまった。

「でもね、私が坂井君を好きって気持ちは変わらないんだ！　意外と優しいし、頼りになるし。……なんか可愛い一面もあるし」

「可愛い？　坂井が!?」

「うん……」

　幼少期、本気でお母さんのことを好きだったり、嫉妬して顔を真っ赤にさせちゃったりとか……。

「……めぐみったら、何思い出してニヤついているのよ」

「嘘っ！　ニヤニヤしてた!?」

　慌てて表情を引きしめたけれど、琴美は呆れたような目で見てくる。

「していましたとも。はいはい、めぐみが坂井のことをどれだけ好きなのか、よーくわかりましたよ。……明日はふたりにとって最高の記念日になるわけだ」

　最高の記念日、か。

「そうだといいな」

「いやいや、そうなるでしょ！」

　不安はあるけど、やっぱり自分の気持ちはちゃんと伝えたい。

　琴美の言う通り、明日は記念日になるといいな。




「めぐみ、終わりそう？」

「……なんとか」

　迎えた十二月二十四日。

　あと二日で年末休暇に入ってしまうため、経理部の忙しさもハンパではない。ひたすらパソコンと向き合っているのに、なかなか終わらない。

　でも坂井君との待ち合わせ時間は十九時だし、それまでにはどうにか間に合いそうだ。

「琴美のほうはどうなの？」

　彼女も朝からずっとパソコンと睨めっこしている。きっと俊哉君と約束しているはず。間に合うのかな？

「どうにか……。それにしても、うちら要領悪すぎじゃない？　同じ仕事量か、それ以上をやっている先輩たち、さっきからルンルン気分で上がっていっちゃうし」

「かもね」

　所詮、私たちは新入社員。基本は教えてもらえたものの、そこからは自分のやり方で、効率よく仕事していかないと。

「こればっかりは慣れるしかないね」

「そうだね」

　深くため息を漏らしつつ、急いで残りの仕事に取りかかった。




「終わってよかった」

　時刻は十八時三十分。

　琴美とともに無事に仕事を終えると、彼女は一目散に退社していった。私は会社の玄関で待ち合わせだから、時間をつぶしがてら一階の休憩スペースへと向かっていた。

　今日は少しだけオシャレしてきたし、さっきメイク直しもした。プレゼントもバッグに入っていて万全。あとは心の準備だけ。

　昨夜は緊張のあまり、なかなか寝つけなかったんだよね。だから正直、今になって睡魔が襲ってきている。でも、こんな日に眠そうな姿を見せるわけにはいかないから、苦いコーヒーでも飲んで、眠気を覚ましておかないと。

　クリスマスイブということもあって、すれ違う社員の数は少ない。みんな今日ばかりは早めに仕事を切り上げて、退社していったのだろう。

　そんなことを考えながら休憩スペースへ向かっていると、そこから声が聞こえてきた。

「それにしてもうまくやったよな」

「まぁな」

　あれ……？　この声って……。

　聞き覚えのある声に、自然と足取りはスローペースになっていく。

「しかも今日はこれからデートだろ？　ったく。俺のおかげだってこと、忘れるなよな」

「わかってるって」

　なんだか胸騒ぎがする。

　完全に声が聞き取れる場所まで来ると、見つからないようそっと身を潜めた。そして気づかれないよう、休憩スペースにいる人物の姿を確認する。

　やっぱり……！

　予感は的中した。そこにいたのは坂井君と、なぜか親しげに話す高橋君。

　同期同士だし、話していても不思議ではない。でも先月の同期会のことを考えると、坂井君のことが理解できない。だって高橋君は私にひどい暴言を吐いた人。

　坂井君は私の代わりに怒ってくれたよね？

　結局あの日以降、高橋君からは謝罪の言葉を聞いていない。いくら酔っていたとはいえ、人に罵声を浴びせるなんて、社会人としてあるまじき行為だ。なのに後日、酔いが覚めてからも謝ってこないってことは、残念な人なのだ。私の中で高橋君はそう位置づけられた。

　同期には変わりないけれど、今後もそれ以上の関係を築きたいとは思えない。

　もちろん私がそうだからといって、それを坂井君に強要するつもりはない。坂井君が誰と交流しようが、私には関係ないことだ。

　だけど、問いかけたくなる。『あの時怒ってくれた気持ちは、一体なんだったの？』と――。

　坂井君なら『ちゃんと謝れよ』くらい言ってくれそうなのに……。私、勝手に彼のことを過剰評価していたのかな？

　それに、さっきの高橋君の『俺のおかげ』って言葉も気になる――。

　盗み聞きしていることも手伝って、変な緊張感に襲われてしまう。

　それでもふたりの会話が気になって、引き続き耳を傾ける。

「それにしてもあの時の俺、迫真の演技だったと思わねぇ？　みんな芝居だって全く気づいてなかったよな？」

　あの時？　演技……？

　次々と出てくる言葉たちを必死に頭の中で整理する。

「佐藤なんて泣きそうになってたし。マジで俳優になれるかも」

　そのセリフで思い浮かぶのは、先月の同期会での出来事。

　何それ。さっきから言っていることって……。

　急に心臓が早鐘を打ち始める。

　落ち着け、落ち着け。

　大きく深呼吸をし、平静を取り戻さないと、声をあげてしまいそうだ。

　嘘だよね？　高橋君が一方的に話しているだけだし、冗談なんだよね？

　最後の頼みの綱である坂井君の言葉を、胸を押さえながら待つ。けれど無情にも坂井君の口からは、信じがたいセリフが飛び出した。

「バカ言え。あれはやりすぎだっつーの！」

　嘘……。

　今まで築いてきた坂井君への信頼が、音を立てて崩れていく。

　毒舌だけど紳士的で、曲がったことが大嫌いな坂井君。

　だからあの時だって、ただ普通に助けてくれたと思っていた。……でも違ったの？

「何言ってんだよ。坂井だって俺に水をかけることなかっただろ？　あれこそやりすぎだよ」

「お前が調子に乗りすぎたせいだ。あぁしないと事が収まらなかっただろ？」

　あの時の記憶が蘇る。すごく嫌な思いをした。みんなの前で罵ののしられてバカにされて。惨めで悲しくて、苦しかった。

　そんな私を救ってくれたのは、坂井君だと思っていた。

　だけど違ったの？　まさかすべて坂井君が仕組んだことだったの？

　いつの間にか涙がこぼれ、頬を伝い、次々と床へ落ちていく。それを拭う気にもなれなかった。

　私を実家へ連れていって、両親の前で紹介してくれたことも、私のために石川君を殴ったことも、逃げないよう励ましてくれたことも……全部全部嘘だったの？

　ふと高校時代の記憶が蘇る。

　もしかしてまたからかわれたのかな？　石川君のように、ただのゲームだった？

　珍しく坂井君に媚こびない女だったから？　だから遊び感覚で私を落とそうとしていたの？

　ずっと、坂井君だけは違うと思っていた。いつも真っ直ぐで、嘘をつかない人だと信じて疑わなかった。でも、彼を信用する気持ちは跡形もなく消え去った。

　私が好きになった坂井君は、平気で嘘をついて、人を騙すような人じゃないのに。石川君のことを殴ったくせに、彼と同じようなことをしていたなんて……。

　悲しいのか、悔しいのかわからない。涙は止めどなく溢れてくる。〝好き〟って気持ちのダムが決壊したかのように、次から次へと。

　ふたりの笑い声さえも、どこか遠くに聞こえる。

　また同じことの繰り返しなのかな？　私はまた勝手にひとりで恋愛していたのかな？

　頭の中も心の中も、いろいろな感情でぐちゃぐちゃだ。




　悲しみのあまり、嗚お咽えつの声が漏れそうになり、慌てて口元を押さえる。早くこんなところから逃げ出せばいいのに、胸が苦しくて動くこともできない。

　どれくらいの時間が過ぎただろうか。

　空き缶をゴミ箱に入れる音が急に響いたと同時に、坂井君の声が聞こえてきた。

「やべ、そろそろ行かないと」

　その言葉にハッと我に返り、慌てて涙を拭う。

「せいぜい楽しんでこいよな」

「言われなくても」

　ヤバイ、見つかる！　逃げなくちゃ！

　その一心で背を向け走りだそうとしたものの、背後から聞こえてきた声に足が止まってしまった。

「佐藤……」

　私を呼ぶ戸惑いぎみの声に、振り返ることができない。

　どうしよう……きっとわかっちゃったよね。ふたりの話を聞いていたって。

　私は波打つ心臓を抱えたまま、坂井君に背を向けている。

　だけど彼は何も言ってこないし、動く気配も感じられない。

　それはさっきの話がすべて真実であることを物語っている。……私は、坂井君に騙されてたんだ。

　さっきまでぐちゃぐちゃだった感情が、一本の糸で繋がった。

「あれ？　なんだよ坂井、まだ行ってなかったの……え？　佐藤？」

　高橋君の声が聞こえた瞬間、足が勝手に動きだした。

「佐藤っ！」

　後ろから坂井君が追いかけてくる気配を感じ、必死に足を速める。

　だけど私の足が、背の高い坂井君の足の速さに勝てるはずもなく、エントランスを抜けて外に出たところで腕をつかまれてしまった。

　道行く人たちが、私たちを追い抜きざまに不思議そうに見ていく。

　坂井君は黙ったまま。

　何も言えないくせに、どうして追いかけてきたのだろう。

　私はただ背後から腕をつかまれたまま、振り向きもせずうつむいていた。

　マズイと思った？　言い訳が思いつかない？　謝りもしてくれないの？

　そう思うと感情が昂ってくる。

「離して」

　また涙腺が緩んでくる。これ以上坂井君と一緒になんていたくない。

　だから離してほしいのに、さらに腕を強くつかまれてしまった。

「無理。離したら佐藤は逃げるだろう？」

「っ、当たり前だよっ」

　感情に任せて振り返ると、ひどく傷ついた表情の坂井君が目の前にいた。

　どうしてそんな顔をしているの？　傷ついているのはこっちなのに。

　何も言わない彼に、怒りがますます込み上げてくる。

「お願いだから離して」

　視線を落とした私の口から出た言葉は、自分でも驚くほど冷たい声だった。このままだと、ひどいことを言ってしまいそうだ。

「どうして俺を責めないんだ？　……それだけのことをしたのに」

「何……それ」

　カッとなって、顔を上げてしまった。

　やっぱり坂井君が仕組んだことだったんだ……！　ならなおさら、どうしてそんなこと言うの？

　感情が次々と溢れ出る。

「逆に聞きたいよ！　どうして責めてほしいの？　責めたら私が満足するとでも思ってるの!?」

「そういうわけじゃっ……」

　坂井君が苦しそうに顔をしかめる姿に、余計に言葉が止まらなくなる。

「じゃあどうして？　……どうしてあんなことしたの？　あの時、坂井君が助けてくれて救われたのに」

　本当に感謝してた。それに、彼の優しさに触れたのは、この時だけじゃない。

「実家に連れていってくれたことだって、石川君のことだって、全部うれしかった！　だけど、あれも全部嘘だったの？」

「ちがっ……！　……違う。嘘なんかじゃない」

　否定するように強く腕を握られるものの、ますます疑念を抱いてしまう。

「石川君と同じようなことをしておいて、よく彼のこと殴れたよね」

　坂井君は依然、顔を曇らせたまま。

　こんなこと言いたくないのに、口が止まらない。

「最低だよ。……坂井君なんて大嫌い」

　好きなのに、正反対の言葉が出た。本当は今日、『好き』って伝えたかったのに。

　また涙が頬を伝った時、彼が私の腕を離した。

　顔を上げれば坂井君は背を向けていた。

「……ごめん」

　彼はひと言そう呟くと、一度も振り返ることなくエントランスのほうへと向かっていく。

「どうして……っ？」

　姿が見えなくなると、涙腺が一気に崩壊してしまった。

　どうして『ごめん』なの？　その意味は何？

　やっぱりすべてが嘘で、私のことなんて、好きじゃなかったの？

『ごめん』

　そのひと言が、こんなにも私を苦しめる。

　私は人目も気にせずしゃがみ込み、泣きじゃくってしまった。










好きなのに、わからない。




「……はい、そうなんです。すみませんが、今日も会社、休ませてください」

　十二月二十六日、仕事納めの日。

　昨日の朝と同じように家のリビングの電話から、会社に病欠の連絡を入れていた。

「はい、すみません。よろしくお願いします」

　上司に謝罪し、電話を切ると同時に、大きなため息が漏れてしまう。

「社会人失格だな……私」

　失恋したショックで、体調まで崩すなんて。しかも、怖くてスマホの電源を入れられないでいるし、とことん最悪だ。

　そのまま二階へゆっくりと上がっていき、自分の部屋へ戻るとベッドに倒れ込んだ。

　横になったまま手を伸ばしてしまうのは、ベッドサイドに置きっぱなしの、電源が入っていないスマホ。イヴの日、家に帰ってきたらいつの間にか電池が切れていて、それからずっと充電することもなくそのまま。

　怖かった。坂井君から連絡があっても、なくても。

　メールや電話が来たら読むのも聞くのも怖いし、逆に、メールも電話もなかったらショックだ。どちらも怖いのだからどうしようもない。

「琴美……怒ってるかな？」

　スマホを胸の前で抱えたまま、瞼まぶたを閉じる。

　すると自然と浮かんでくるのは、怒りを露わにした琴美の姿。

『どうして連絡とれないの!?』とか『なんで頼ってこないのよ！』とか、いろいろ言われて叱られちゃうだろうな。

　琴美に話したい、頼りたい。でも、そのためにはスマホの電源を入れなくてはいけない。それがどうしてもできなかった。

「私、こんなに弱い人間だったっけ？」

　琴美のように、自分の気持ちをちゃんと相手に伝えることは苦手だし、ＮＯとはなかなか言えない性格だった。

　でも、こんなに弱かった？　臆病だった？

　坂井君に恋する前の私は、こうじゃなかった気がする。ここまでヤワじゃなかったはずだ。

　なのに、彼のことを考えると胸が苦しくなる。そして問いかけずにはいられない。

　どうして嘘ついたの？　なんのために私に『好き』って言ってくれたの？

「あー……もう最悪」

　涙がこぼれてくる。

　あの日、一生ぶんの涙を流したんじゃないかってくらい泣いたはずなのにな。身体の水分が足りなくなるんじゃないかと心配になる。

　おかげで頭痛がひどく、食欲もなくて昨日は丸一日寝込んでしまった。今日になっても、まだ頭痛は治まらない。




「……あれ？」

　重たい瞼を開けると、いつの間にか部屋の中が真っ暗になっていた。

「やだ。寝ちゃったんだ」

　ゆっくり起き上がり、時間を確認すると十八時を過ぎていた。

　たくさん寝たおかげか、頭痛もとれた。

　代わりに急激に喉の渇きを覚え、水を飲みに行こうと部屋の外に出ると、廊下も一階も真っ暗。この時間、お母さんはいるはずなのにな。

　不思議に思いながら一階へと下りていき、リビングの電気を点けると、テーブルの上に一枚のメモが残されていた。

　そこには【スーパーに行ってくる】と書かれていた。

　きっと近所のスーパーのはずだから、あと少しで帰ってくるよね。

　そう思い、冷蔵庫の中からミネラルウォーターを取り出そうとした時、来客を知らせるインターホンが鳴り響いた。

「誰だろう」

　ドアホンに映る人物を確認する。

「え……琴美!?」

　慌ててリビングを出て玄関のドアを開けると、いきなり私が出るとは思わなかったのか、彼女は目を見開いた。

　だけど、私の姿をしっかり捉えると、その顔はみるみるうちに怒りに満ちていく。

　思わず『ひいっ！』と声をあげてしまいそうな形相で、琴美はまくし立ててきた。

「どうして連絡とれないのよ！　身体は大丈夫なの!?」

　肩で呼吸しながら話す琴美は、今にも泣きだしてしまいそうで、それだけ心配させてしまったのだと思うと、胸が痛む。

「ごめんね、連絡できなくて」

「『できなくて』じゃなくて、何かあってわざとしなかったんじゃないの？」

「そっ、そういうわけじゃ！　……あるかな？」

　意図的にスマホの電源を入れなかったわけだし。

　素直に認めたものの、それがかえって琴美の逆げき鱗りんに触れてしまったようだ。

「ほら、やっぱり!!　だからこうして、わざわざ文句を言いに家まで来てあげたの！　上がらせてもらうわよ！」

「どっ、どうぞ……」

　横にズレると、琴美はズカズカと家に上がり込んでいく。

「詳しく話を聞いてあげるから、温かいコーヒーでもちょうだい」

　まるで台風のように急にやってきたかと思えば、さっさと二階へ上がっていってしまった。琴美らしいといえば琴美らしいけど……唖然としてしまう。

　でもついさっき言われたことを思い出すと、笑えてきた。だって、想像していた通りのセリフだったのだから。

　こんな時でも笑えるなんて、やっぱり私にとって琴美はなくてはならない存在なのだ。そう再認識させられながら、言われた通りコーヒーをふたりぶん淹れて、琴美の待つ部屋へと向かった。




「はぁ？　何それ！　坂井と高橋がグルだったの!?　あり得ないんだけど!!」

「……私だって嘘だと思いたいよ」

　あれからローテーブルを囲むように座り、コーヒーを飲みながら二十四日のことをすべて話すと、琴美はびっくりしながら立ち上がった。

　そして、呆然としたまま私を見下ろしている。

「あの坂井が？　あいつがそんなことするなんて……」

「うん……でも事実だから」

　つらいけど、本当の話なのだ。

「坂井君だって認めていたし」

「そんな……」

　力が抜けたように、琴美はゆっくりと腰を下ろした。

「そりゃ体調も悪くなるわけだ。……坂井だけはほかの男と違うって思ってたんでしょ？」

「うん」

　坂井君は、人を騙すなんて絶対にしない人だって勝手に思っていた。

「私……坂井君に告白するつもりでいたのに、『大嫌い』って言っちゃったの」

「そりゃ言いたくもなるわね。結局、坂井は彼……石川君だっけ？　彼と同じようなことをしていたわけなんだから」

　琴美の言う通りだ。坂井君がしたことは、石川君がしたこととなんら変わりないのだ。

「でもね、私……わからなくて」

「何が？」

　一度気持ちを落ち着かせようと、コーヒーを口に含んだ。

「坂井君の気持ちが。坂井君を責めた時、すごく傷ついたような顔をしてたの。だから、本当にただのゲームだったのか、私のことなんて最初から好きじゃなくて、すべてが嘘だったのか……引っかかるの」

　坂井君は最後に『ごめん』と言った。

　どんな思いで、その言葉を口にしたの？

　あの時の坂井君のつらそうな表情が脳裏に浮かぶ……ただ騙していただけとは思いたくない。胸が苦しいけれど、それでも気になる。彼の本当の思いを聞きたくて仕方ない。

「そっか。……めぐみは坂井のこと好きだから、信じたいんだね」

　私の気持ちなどすべてお見通しなのか、確信めいた目で見てくる琴美に、深く頷いた。

　胸が苦しいのも悲しいのも、坂井君が好きだから。悲しくてもつらくても、それでも知りたい。坂井君が私のことをどう思っているのかを。

「好き。……好きだけど坂井君がしたことを許せない自分もいるの。それでも坂井君の気持ちを知りたい。矛盾しているよね。スマホの電源を入れられないのだってそう。坂井君から連絡がないとへこむだろうし、かといって連絡が来ていたら、見るの怖いし」

　どうしたらいいのかわからない。

　そんな私の話を琴美はコーヒーを飲み、相槌を打ちながら聞いてくれている。

「いろいろ考えると泣けてきちゃうしさ。……もうずっと悪循環だよ」

　どんなに悩んだって答えが出なくて、つい頭を抱えてしまう。

　それなのに琴美は急に笑いだした。

「琴美？　私は真剣に悩んでるんだけど」

　決して笑うようなことじゃない。

　年甲斐もなく唇を尖らせると、琴美はますますおかしそうにする。

「もー、やめてよ！　めぐみってば可愛すぎ！」

「……可愛くなんてないし」

　琴美が面白そうにすればするほど、私の唇は一層尖っていく。人の一大事に、ひどすぎる。

「ごめんごめん。いやさ、めぐみが会社を休んでしまうほど悩んでいるのかと思うとさ、もうおかしくて」

「失礼でしかないし。私は本気で悩んでるんだよ？」

「わかってるって！　だからなおさらなんじゃない！」

　全く悪びれる様子のない琴美に、大きなため息が漏れてしまう。

「だってめぐみが恋をしてマジメに悩んでるなんて。それにさ、めぐみ変わったよね」

　キョトンとすると、彼女はそんな私がおかしいのか、コーヒーを飲みながらまたクスクスと笑いだした。

「気づいてない？　めぐみさ、いつも自分の気持ちを言えてなかったじゃない？　嫌がらせされた時だって、『自分が我慢すればいい』って思ってたでしょ？　なのに、坂井にはちゃんと伝えられてるじゃない。しかも『大嫌い』とまで言えたなんて、変わった証拠だよ」

　ガツンと殴られたような衝撃が走る。

　琴美の言うように、今までの私は自分の気持ちをあまり表に出せなかったし、嫌なことがあっても自分が我慢すればいいと思っていた。

　でも坂井君に対しては違う。感情が昂って、言わずにはいられなかった。

「それだけ坂井のことが好きってことなんじゃないの？」

「……そう、なのかな？」

　好きだからこそ、我慢できなかったのかな？

「そうだよ、絶対そう。……さて、自分の気持ちを確認したところで、どうするの？」

　私の気持ちを後押しするように深く頷くと、次に琴美はテーブルに頬杖をついて聞いてきた。

「めぐみは坂井のことが好き。……じゃあ、どうすればいいの？」

「『どうすれば』って言われても……」

　それがわからないから困っているのに。

　それでも琴美は、答えを求めてくる。

「それがわかってたら、こんなにも悩まないよ」

　正直に自分の気持ちを伝えたのに、琴美はなぜかカップに残っていたコーヒーを飲み干し、立ち上がった。

「じゃあ私、帰るから」

「えっ!?」

　まさかここで琴美が帰るとは夢にも思わず、つられるように立ち上がってしまった。

　冗談ではなく本気で帰るようで、彼女はコートを着始める。

「ちょっ、ちょっと待ってよ。まだ相談に乗ってほしいんだけど……」

　答えを求めるつもりはない。だけど話だけでも聞いてほしかった。こんな相談ができるのは、琴美だけだから。

　なのに琴美はバッグを手に持ち、部屋を出ていく。

　もちろん私もそんな琴美に、親鳥を追いかけるひなのようについていった。

　階段を下り、琴美は玄関先でブーツを履き終えると、顔をほころばせる。

「あのさ、めぐみ。相談も何も、めぐみの中では、もう答えが出てるんじゃないの？」

「そんなわけないじゃない。出ないからこんなに頭を悩ませてるんだよ？」

　どこをどう見たらそう思うのだろうか？

　それでも琴美は負けじと反論してきた。

「ううん、もう絶対出てるから。ただめぐみ自身が気づいてないだけ。……あとは自分の力でどうにかしなさい」

「そんな……」

　見捨てられた気分だ。琴美だけが頼りだったのに。頼って、って言ってくれたのは、嘘だったの？

「もー、そんな顔しないの！　いい!?　恋愛って、時に人を成長させるものなの。なのにすべて私に頼ってたら、意味ないじゃない。めぐみはいつもバカマジメに考えすぎなのよ。……答えは案外シンプルで簡単なものなんだから」

　そう言うと琴美は『頑張りなさい』と言わんばかりに、肩をバンバン叩いてきた。

「年明けには、いい報告が聞けることを楽しみにしてるから」

「……うん」

　返事はしたものの、正直そんな報告ができる気はしない。

「じゃあまた来年ね。よいお年を」

　琴美は手を振って、さっさと帰っていってしまった。

　重い足取りで、二階の自分の部屋へと戻る。空になったカップを片づける気力も失せて、椅子に腰かけた。

　琴美は『シンプルで簡単』と言っていたけれど、私にとって恋愛は難しくて苦しくて、悲しいことばかりだ。

　片想いの先にはふたつの道しかない……失恋か両想いか。

　でもたとえ両想いになったとしても、その幸せが保証されるわけじゃない。現に過去二度の恋愛はそうだった。

　特に二度目の恋は、失恋以上に苦しくて悲しい思いをした。

　もう懲りたはずだった。あんな思いなんて二度としたくないって、思ってたのにな。

　突然私の中に坂井君が入ってきたかと思えば、あっという間に気持ちを持っていかれてしまった。トラウマさえも吹き飛ばしてくれた彼となら、素敵な恋愛ができると思った。私の中で坂井君はほかの誰より、特別な存在になっていたんだ。

　結局は石川君と同じことをされていたと知った今でも、やっぱり彼を信じたい。まだ好きなんだ、すごく。好きなんだけど、な。

　坂井君の本当の気持ちを知りたいけれど、傷つくのが怖い。

「……そっか、わかっちゃった」

　思わず声が漏れる。

　どうしてこんなにウジウジしているのか、どうして琴美が『もう答えが出てる』って言ったのか、全部わかっちゃった。

　私、逃げているだけなんだ。坂井君と向き合うのが怖いんだ。彼の口から『全部嘘だった』『好きじゃない』とはっきり言われるのを恐れているだけ。聞いたら、失恋してしまうかもしれないから。

「なんだ……全然変われてないじゃない」

　思わず苦笑してしまう。

　琴美は私のことを『変わった』と言ってくれた。だけど全然だよ。何も言えない、弱い自分のままだ。坂井君と今の曖昧な状況のままでいたいだけなんだ。

「最低じゃない」

　自分の気持ちを伝えようとも、坂井君の気持ちを確かめようとも、前に進もうともしていない。心底呆れてしまう。

　それでも私は、どうしたらいいのかわからない。怖い。無理。答えが出ない。

　その堂々巡りに陥る。

　ただ好きなだけなのに、どうして？

　結局その夜も、泣いて過ごすばかりだった。スマホの電源も入れられぬまま――。




「めぐみー、何やってるの？　早く次、行くわよ」

「無理無理！　私はここで待ってるから、お父さんとふたりで行ってきてよ」

　年が明けた一月二日。

　両親に連れられて、県内で最も大きなショッピングモールへと来ていた。

　昔から両親は初売りを楽しみにしており、正月は家でのんびりしたことがない。

　今年も例年通り連れてこられたわけだけど……。早朝から寒い中外で待たされ、やっとオープンしたと思ったら人の波に押しつぶされそうになり、すでにヘトヘトだった。ここ最近、ずっと部屋に引きこもっていたからかもしれない。

　そんな私とは反対に、すでに福袋をいくつか抱えている両親は、まだ買い足りないようだ。

　とてもじゃないけれど、このまま買い物につき合っていたら、倒れてしまいそうだ。私は白旗を掲げ、近くにあったコーヒーショップに逃げ込んだ。

　そして〝もう動けない〟と言わんばかりに椅子にへばりつくと、ふたりとも呆れたようにため息を漏らす。

「三人で手分けして買ったほうが効率いいのに、仕方ないわね。お父さん、ふたりで行ってきましょ」

「そうだな。まぁ、めぐみも病み上がりだしな。じゃあ、ここで荷物番をしていてくれ」

　そう言うと両親は買った福袋を私に託し、颯爽と出陣していった。

　あーあ、ふたりとも生き生きしちゃって。そりゃ私も高校時代や大学時代は、初売りにも福袋にも命をかけてたけど、今はもうそんな元気はみなぎってこない。

「お待たせしました！」

　注文したアイスカフェラテを受け取り、席へと戻る。

　スタートダッシュをかましたせいで、喉がカラカラだ。一気にカフェラテを口に流し込む。

　ふと店内を見回せば、私のように荷物番らしき人が数名いて、ひとりで勝手に〝仲間だ〟と意識して、笑みをこぼしていた。

　すると、隣の席に誰かが座ってきた。

「っとに、あいつはどうしようもねぇな。衝動買いにも限度ってもんがあるだろ」

　聞き覚えのある声にハッとして、咄嗟に横を見る。

「あれ？　めぐみちゃん？」

　……そこにいたのは坂井君のお父さんだった。

「あっ……こっ、こんにちは」

　予想外の人物に動揺してしまい、新年なのに『こんにちは』なんてトンチンカンなことを言ってしまった。

　しかも完全に声が裏返っちゃったし。

「ぶっ！　……こんにちは」

　案の定、笑われる始末。

　恥ずかしい。恥ずかしすぎる。穴があったら入りたい気分だ。

　すっかりいたたまれなくなり、視線は自然と下がっていく。

「めぐみちゃんも福袋を買いに来たの？」

「あ、はい。……と言いましても、ほとんど両親の物ですが」

　隣の椅子に、大量に積み重なっている福袋を見ながら言う。

　それにしても気まずい。絶対今の私の笑顔、引きつってる。

　坂井君のお父さんは、身体ごと私のほうを向き、こちらを見てきた。

　坂井君そっくりな顔だから、まるで坂井君に見つめられているようでドキッとしてしまう。

　どこに視線を向けたらよいのかわからず、目を泳がせてしまった。

　どうしよう。そもそも坂井君との関係は、もうないに等しいのに、ここで彼のお父さんと一緒にいるのは、拷ごう問もん以外の何物でもない。

『元気に口説かれてやってね』と言われ、まんまと落とされましたとも。しかも彼には気持ちがなかったのかもしれないのに。

　なんてことは、もちろん言えるはずなどない。きっとお父さんは、あの時の坂井君の言葉を信じているはず。

『とにかく俺は真剣だから。佐藤には俺を好きになってもらって結婚する。つーか絶対結婚するし』

　あの時言ってくれた言葉が、頭に浮かぶ。私だって、すべてが嘘だったわけではないと信じたいよ。

　でも……聞いて真実を知るのが怖い。

　坂井君のお父さんが隣にいるのに、急に胸が苦しくなってしまい、咄嗟に手で押さえてしまう。

「元気から聞いたよ」

「……え？」

　聞いたってまさか……。

　ドクンと心臓が暴れだす中、お父さんは神妙な面持ちで話しだした。

「めぐみちゃん。……俺が言うのもおかしな話だけど、元気のこと、許してやってくれないかな？」

　お父さんは困ったように眉を下げ、力なく微笑んでいる。そして姿勢を正すと、私に向かって頭を下げてきた。

「えっ、やめてください！」

「いいや、そういうわけにはいかない」

　お父さんは頭を下げたまま話を続ける。

「ずっと上機嫌だった元気が、クリスマスイブを境に急に塞ぎ込んでいたから、もしや失恋したのかと思って聞いたんだ。……そうしたらめぐみちゃんにずいぶんひどいことをしたと言ってね。すまなかった。でも、元気があんなことをしてしまったのは、俺の責任でもあるんだ」

　どういう意味？　どうしてお父さんに責任が……？

　すると、お父さんはゆっくりと頭を上げた。

「こんなことを言ったら嫌われそうだから、あまり話したくないんだけど、昔は若かったと言えばいいのかな？　とにかく俺は誰が見ても『最低』と言われてしまうくらい、ひどい男だったんだ」

　ふとお母さんが話してくれたことを思い出す。確かお父さんには彼女が何人もいたって言ってたよね。

「でも木苺……元気の母親と出会ってからというもの、すべてが変わったんだ。ちゃんと人を好きになったのは、木苺が初めてだったかもしれない」

　お父さんは気づいていないだろう。今、お母さんを想っているのか、すごく優しい顔をしていることに……。

「恋愛はそれなりに経験しているつもりだったけど、木苺には今までの経験が通じなかった。初めてのことばかりで自分でもどうしたらいいのか、わからなかった」

　坂井君のお父さんだというのに、キュンとさせられてしまう。だって表情だけで伝わってきちゃうから。お父さんがお母さんのことをどれほど想っているのかが……。

「気持ちが通じ合ってからは、今までの自分の人生がひどくバカらしく思えたよ。なんて無駄な時間を過ごしていたんだろうってね。……だからだろうな。息子にだけはそんな思いをしてほしくなかった。木苺も俺のようないい加減な男に育ってほしくなかったんだろうな。ふたりして恋愛に関しての道徳だけは、徹底的に叩き込んだんだ。クククッ」

　思い出し笑いをするお父さん。

「そのおかげであんな息子になっちまったわけだ。あいつ、口が悪いくせに変に紳士的だろ？」

「はい」

　まさにその通りだから、即答してしまう。するとお父さんはまたおかしそうに笑いだした。

「アハハ、やっぱそうだよな。……でも恋愛に関してはマジメ以外の何物でもないよ。さっきも言ったけど、元気があんなことをしてしまったのには、俺にも責任があるんだ。……珍しい話だけど、あいつには反抗期っていう時期がなくてね。昔からなんでも話してくれていたんだ。特に俺にはね」

　お父さんはひと呼吸を置いてから、また口を開いた。

「学校のことや友達のこと、恋愛についてだって包み隠さず話してくれた。それは今も変わらないんだ。……だから、元気が入社して間もない頃にも相談された。『気になる子がいるんだけど、どうすればいい？』ってね。もちろん、めぐみちゃんのことだよ」

　話を聞きながらも、目をパチクリさせてしまう。

　坂井君が私のことを好きって本当なのだろうか。しかも入社してすぐ？

　半信半疑のまま、お父さんの話に耳を傾ける。

「ちょうどその相談を受けた時は、飲み屋でね。……酒の勢いもあってか、つい言ってしまったんだ。『女は自分を守ってくれる男にグッとくる』ってね。だからそれをヒントに友達を悪役にして、めぐみちゃんに絡んでもらって、自分は正義のヒーローを演じたわけだ。……まさかそんなことをするなんて夢にも思わなかったけどな」

　なんて返事をしたらいいのかわからず、ただ相槌を打つことしかできなかった。

　坂井君は〝気になる子〟って言っていたようだけど、本当は〝賭けの対象の子〟だったんじゃないの？　本気じゃなくて、ただ自分に媚びない女を、落とそうとしただけかもしれない。そんな不安が頭をよぎる。

　あぁ、もうダメだな。頭の中がパンク寸前だ。

　少しでも気持ちを落ち着かせようと、残っていたカフェラテを一気に飲み干した。

　お父さんはそれを見届けてから、少しだけ前屈みになり、距離を縮めてきた。

「元気がしたことは、決して正当なことじゃないし、めぐみちゃんからしてみれば許せないと思う。でも、あいつの気持ちだけは信じてやってほしいんだ。本気だからあんなことをしてしまった、と言っても怒るかもしれないけど、それだけ余裕がないほど元気はめぐみちゃんに惚れているんだよ」

　胸が痛くて、涙が出てしまいそうだ。素直にお父さんの言葉を受け入れられたらいいけれど、私にはそれができない。

　いくらお父さんの言うことでも、また昔と同じことを繰り返すかも……とか、いろいろ考えてしまって簡単には信じられない。

　うつむいて膝の上で拳をギュッと握りしめると――。

「めぐみちゃんはさ……正直元気のこと、どう思う？」

「え？」

　顔を上げると、お父さんと目が合った。

　その表情は期待と不安が入り交じり、聞いてしまったことを後悔しているようにも見える。

「元気の父親だからとか、そういうの一切ナシに正直に話してくれていいよ。……やっぱあいつじゃダメかな？　好きになれそうにない？」

　心臓をギュッと締めつけられているようだ。

　私は坂井君のことが好き……。でも――。

　もう一度お父さんを見れば、答えを急かすこともせず、少しだけ困ったように笑いながら待ってくれている。

　それだけで坂井君がどれほどお父さんに愛されているのか、痛いほど伝わってくる。そんなお父さんに嘘などつきたくない。素直にそう思った。

「好き……です」

　意を決し、自分の気持ちを素直に伝えると、お父さんが目を見開いた。

「……本当に？」

　そして念を押すように聞いてきた。

「はい。……でも、あの……その、坂井君はきっと私のことなんて、本気じゃないと思います」

　私は坂井君のことが好き。でも彼の気持ちには自信が持てない。

「それは元気があんなことをしたから？」

　冷静に聞いてくるお父さんを前に、緊張感が増す。

「それもありますが……どう考えても納得できないことがあって……」

「何？」

　間かん髪はついれずに聞いてくるお父さんに、疑問を投げかけた。

「私たち、入社を機に出会いました。まだ出会って一年も経っていませんし、同期といっても、坂井君とはほとんど会話をしていませんでした。なのに突然、その……好きって言われてもどうしてなのかなって。とても本気とは思えなくて」

　唐突に、彼氏に立候補してきたり、プロポーズまがいのことを言ってきたり。いきなり実家に連れていくし、助けてくれるし。

　すべてがいきなりすぎて、ついていけなくて……まるでジェットコースターに乗っているような日々だった。

　でも気持ちだけは、着実に坂井君に向かっていった。自分でも気づかないうちに。

　意を決して正直に話したものの、お父さんはなぜか急に声を押し殺しながら笑いだした。

　その光景に、さっきまでピンと張っていた緊張の糸が一気に切れて、唖然としてしまう。

　え……どうしてお父さんってば、笑っちゃってるの？　おかしなことなんて何も言ってないし、こっちは本気で悩んでいるのに……！

　抱いてはいけない感情が沸々と込み上げてきてしまう中、お父さんは「ごめん」と言いながら、笑いをこらえて話しだした。

「違うんだ、元気が肝心なことをめぐみちゃんに話していないのかと思ったら、あいつのヘタレっぷりに呆れてしまってね」

　肝心なこと？

　意味深な言葉に、身を乗り出してしまう。

「あーあ、本当にあいつはどうしようもねぇな。この際だから教えてあげる。……あのね、元気はずっと昔からめぐみちゃんのことが好きだったんだよ」

「え……昔から？」

　そう言うとお父さんはニッコリ微笑みながら、思いがけない話をしてくれた。










彼女を好きになった理由［元気ＳＩＤＥ］




【元気ー！　みんなで新年会中！　お前も早く合流するように】

【女子が急かしてくる。早く来い】

　年が明けて二日目。

　まだ昼前なのに、高校時代の友人たちから続々とメールが届いていた。ソファに深く腰かけて目を通すものの、返信する気にはなれない。

　高校時代の友人たちとのつき合いはずっと続いていて、特に三年の時のクラスメイトとは、年に二、三回はみんなで集まっている。そのうちの一回はみんなが帰省する正月に開催されている。

　気兼ねなく楽しめるから、毎回必ずと言っていいほど参加していたけど、今回ばかりはとてもじゃないが、そんな気分になれない。

　だから前もって断っておいたのに、当日になってこれだ。こうやって声をかけてくれるのはありがたいが、誰とも話す気になどなれないし、酒なんて飲めたもんじゃない。

　そして次に開いてしまうのは、保存したまま送れないでいるメール。

【ごめん】

　たったひと言だけ打った文字を眺めては、深いため息が漏れてしまう。

「あー……もうマジで最悪」

　スマホを両手で握りしめたまま、うなだれてしまう。

　点けっぱなしのテレビからは、陽気な笑い声が聞こえてくるが、どんなに面白い漫才を見せられようが今の俺は笑えない。

　こうやって瞼を閉じると真っ先に思い浮かぶのは、あの日の佐藤の言葉と、泣き顔。

『最低』に『大嫌い』――そして軽蔑したような眼差し。

　見事なトリプルパンチを食らった。

　テレビを消してソファから立ち上がり、向かう先は勉強机。その机の引き出しにしまってある、女の子らしいピンクのハンカチをそっと手に取る。

　八年前にもらったハンカチは、当時と比べるとすっかり色褪あせてしまっている。

　なんせ受験や試験のたびに持ち歩いていたし、ちょっとでも汚れるとすぐにクリーニングに出していたからだ。

「佐藤は忘れてるんだろうな」

　俺は忘れることなんてできなかった。ずっと好きで、会いたくてたまらなかった。

　ハンカチをギュッと握りしめ、あの日の出会いを思い出す――。
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「落ちた……」

　十五歳の春、受験戦争で俺は見事に散ってしまった。

　受験番号が書かれた紙を握りしめたまま、呆然と立ち尽くす。

　受験した高校は県内でも有数の進学校ではあったが、自他ともに絶対に受かると信じて疑わなかった。……なのに、落ちてしまったのだ。周りの受験生たちは喜んでる奴ばかりだっつーのに！

　おぼつかない足取りのまま、掲示板の前から離れていく。

　マジかよ。この俺が落ちるとかあり得ねぇだろ？

　昔から勉強もスポーツもそつなくこなしてきた。不得意なものなどなかったし、勝負事では必ず結果を出していて、壁にぶつかったことなどなかった。

　受験の日だって余裕で受かると思っていたから、さほど緊張もしなかったし、手応えもあった。だから絶対合格していると思ってたのに。

「どうするんだよ、これ」

　友達も先生も、親父も母ちゃんも合格を信じていた。

　そんなみんなに言えるか？　『落ちました』って。

　言えるわけねぇじゃん。そんなのカッコ悪すぎる。

　放心状態のまま、フラフラと進むうちに人気のない中庭に来てしまった。

　合格発表の日にそんなところに来る人などいるはずはなく、掲示板のほうからは歓声が聞こえてくる。それがまたかえって俺を惨めな気持ちにさせた。

　これが〝挫折〟というものなのだろうか？

　近くにあったベンチに腰かけ、おもむろに空を見上げると、キレイな青空が広がっていた。そして冷静に考えてしまう。合格していたらこんなふうに空を眺めることなんて、なかっただろうなって。

　早く学校や両親に不合格だと伝えなきゃいけないのに、途方に暮れたままだ。

　なんて言えばいいのかわからないし、周りの反応を知るのがすっげえ嫌だ。みんな揃って微妙な顔をするのは目に見えている。

「ダッサ……」

　自分があまりに情けなくて笑えてしまう。

　自信満々だったのを恥ずかしく思う。今まで悔し泣きする奴の気持ちなんてわからなかったけれど、今ならわかる。

「あー!!　すっげー悔しい！」

　春からこの高校に通う気でいたのに。

　いつの間にか空が霞んで見えるが、その理由はわかっている。泣いているからだ。こんなに悔しい思いをしたのは初めてだ。

　誰もいない中庭に自分の泣き声だけが小さく響く。

　同じ中学からここを受験したのが、俺だけでよかった。こんなみっともない姿は、誰にも見せられない。

　どれくらいの時間、泣いていただろうか。気づいた頃には掲示板の辺りはだいぶ静かになっていた。いい加減、そろそろ連絡入れないと。

　鼻を啜りながら涙を拭おうとした時――。

「あの、よかったらどうぞ」

「え？」

　遠慮がちな声とともに目の前に差し出されたのは、ピンク色の、女っぽいハンカチだった。

　ゆっくりと視線を上げると、そこには困ったように微笑んでいる女の子の姿があった。

　ここの高校の制服を着ていないし、どう見ても俺と同じ受験生だろう。……それに俺と同じで不合格だったのだろうか？　目元が腫れている。明らかに泣いたあとだ。

　突然現れたその子を見つめたまま思考を巡らせていると、それがマズかったのか、彼女は手を引っ込めた。

「すみません、いきなりキモイですよね。ごめんなさい」

「え……？　あっ、いや」

　やべ。絶対これ勘違いしているよな？

　俺はただ突然のことに意表を突かれただけだ。でも彼女は、きっとこう思っているだろう。

『余計なお世話だった』とか、『マズイことをした』とか。……そんなことないのに。

「すみませんでした」

　彼女が再度申し訳なさそうに頭を下げ、去ろうとした瞬間、身体が勝手に動いてしまった。

「待って！　違うんだ！」

　その子がひどく傷ついた顔をしていたからだろうか？　咄嗟に彼女の腕をつかみ、引き止めてしまった。

「……あの？」

　俺の行動が予想外だったのか、彼女は目を見張り、戸惑っているようだ。

「いやっ、その……！」

　つーか俺、何やっているんだ？　この女が頼みもしないハンカチを勝手に差し出してきて、勝手に誤解しただけなのに。

　第一、こんな女に勘違いされたままでも、俺は特に困らない。きっともう二度と会うことはないだろうし。

　……なのにどうしてだろうか。誤解されたままでいたくないと思ってしまったのは。

　自分が弱っているからか？　初めて悔しい思いをしたからだろうか？

　さっきから自問自答を繰り返してばかりの俺を見て、彼女は困ったような顔をする。

「あの、すみませんでした。本当、余計なことをしてしまって」

「いや、違うんだ！　そんなことないから」

　どうしてこの女の腕をつかんでしまったのか、とか理由なんてもうどうでもいいや。

　とにかく説明しないと。

「その、まさかここに俺以外の人がいるとは思わなかったから、面食らって……」

　ハンカチを出してくれたってことは、俺が泣いているところを見てたんだろ？　やべーな。それ、かなり恥ずかしすぎる。

　彼女の顔をまともに見ることができなくなり、視線が自然と下がっていく。

「だから別に迷惑とか余計なこととか、そんなふうに思ってないから」

　冷静に考えると、なかなかできないことだよな。見ず知らずの泣いている男にハンカチを差し出すとか。俺なら、いくら目の前で知らない女が泣いていたとしても、素通りしちまうと思う。

　そう思うと、彼女がしてくれたことに、感謝せずにはいられなくなった。

　自然と腕をつかむ手の力が強まってしまった。

「だからその……ありがとう」

『ありがとう』なんて言葉を口にしたのは、いつぶりだろうか。

　小さい頃はいくらでも言えていたのに、大きくなればなるほど、照れ臭くなり、ここ最近は口にしていなかった。それなのに、こんな初対面の女に言えているとは。

　だけど、彼女からの反応はない。

　俺は恥ずかしくてうつむいたままだから、彼女が今、どんな顔をしているのかわからない。

　すると、さっきのハンカチが再び視界に入ってきた。

「えっ……？」

　咄嗟に顔を上げると、彼女はハニカミながら、俺にハンカチを差し出していた。

「よかったら使ってください」

　言葉が出てこなかった。いや、それどころか呼吸するのもつらい。

　なんだ、これ。

　彼女の腕をつかんでいた力は弱まっていく。

　代わりに胸が締めつけられる。

　初めて抱く感情に戸惑いを隠せないものの、それでも彼女の笑顔から目を逸らしたくなかった。

「あの、実は私、落ちちゃって。……まぁ、もともとダメ元で受験したんで覚悟はできていたんですけど、実際に掲示板に自分の番号がないのを見ちゃったら、やっぱりショックで。……なかなか帰れずここに来てしまったんです」

　明るく振る舞っているけど、きっとショックだったに違いない。彼女が無理して笑っていることくらい、見ていてわかる。そう思うと、また胸がたまらなく苦しくなってきた。

「それでその……盗み見るつもりはなかったんですけど、ついあなたの泣いているところが目に入ってしまって」

「そっか」

　たったそれだけの理由でハンカチを差し出してくれたんだ。自分も落ちてつらかっただろうに。

　いつの間にか彼女の腕をつかんでいた手は離れて、ぶらんと重力に従って垂れ下がる。

「落ちる覚悟はしていたから、ハンカチは何枚も持ってきていたんです。だからその、差し出がましいと思いつつも、声をかけてしまいました」

　彼女の視線は徐々に下がり、声は自信を失っていくように、次第に小さくなっていく。

　悪いことじゃないし、むしろ感謝されるべきことをしたのに、どうしてこんなにオドオドしているのだろうか。

　その様子が可愛いと思えてしまう俺は、どこかおかしいのかもしれない。

　苦しい胸を押さえ、ハンカチをそっと受け取ると、彼女はすぐさま俺を見上げてきた。

　その視線に、また切なくなりつつも、どうにか言葉を絞り出す。

「……使ってもいいんだよな？」

「えっ、あっ！　もちろん！」

「サンキュ」

　もうとっくに涙なんか引っ込んでいたけれど、俺は彼女から借りたハンカチで涙を拭う真似をする。

　ほかに、どうしたらいいのかわからねぇし。

　ハンカチで目元を拭きながら彼女を盗み見た瞬間、手の動きを止めてしまった。

　なぜなら、彼女は俺を見て頬を赤らめて笑っていたから。

　それから少しの時間、彼女と話をした。

　俺も落ちてしまったことを話すと、彼女はこう言った。

「お互い、いい経験になったよね」って。

　そして、こうも言ったんだ。

「これだけつらい思いをしたから、これからは楽しいことしかないと思う」って……。

　その瞬間、完全に〝やられた〟って思った。

　俺はマイナスなことばかり考えていた。不合格がダサイとか、周りにどんな顔をして報告すればいいんだとか、話したあとのみんなの反応が怖いとか。

　だけど彼女は違う。マイナスなことも前向きに考えている。

　彼女の優しさにも笑顔にも思考にも、すべてにやられてしまった。出会って数分しか経っていないのに、完全に彼女に落ちてしまったんだ。




「それじゃ、ここで」

「……あぁ」

　あれから学校を出て、一緒に駅まで歩いてきた。

　彼女のことを好きになった。

　なのにその彼女のことは何も知らないまま、こうやってここで別れようとしている。

　どうにかしたい。名前を聞きたいし、連絡先も知りたい。できれば自分の気持ちを伝えたい。欲望ははっきりしているのに、それを行動に移せない。

　それは、ただ単に恋愛経験が乏しいからだろうか？　こんなことなら、もっと真剣に親父から恋愛の極意を学んでおくんだった。

　どうしても勇気が出ない自分のふがいなさに、拳を握りしめた時。

「またどこかで会えたらいいね」

「……え？」

　不意にかけられた言葉に顔を上げれば、彼女は俺を見て微笑んでいる。

『またどこかで会えたらいいね』

　そんなの社交辞令的なものだろ？

　名前も連絡先も知らないっつーのに、また会えるはずなどない。なのに、彼女がそう言ってくれたことが単純にうれしかった。

「そう、だな」

　込み上げる感情を抑えながら返事をすると、彼女はそっと頬を緩めて、そのまま人混みの中に消えていった。

「情けねぇ」

　彼女の姿が見えなくなっても動けず、俺はポケットに入れっぱなしのハンカチを、強く握りしめていた。

　ずっと返すタイミングがなかったけれど、今となってはそれでよかったと思う。彼女の言うようにまたどこかで会えた時、このハンカチを口実に話ができるだろ？

　親父がよく、母ちゃんとは『運命の赤い糸で結ばれている！』とか、『運命は必ず存在するんだ！』とか言っているのを、俺は呆れ半分で聞いていた。

　だけど今は、親父の言っている意味がわかる気がするよ。つーか信じたいだけなのかもしれない。彼女との出会いは、運命だったんだって――。




　それから俺は二次募集の高校を受け、無事に合格し、完全に散ることはなかった。

　その二次試験に、もしかしたら彼女もいるかもしれない。そんな期待を込めてハンカチを持参して試験に挑んだけど、残念ながら彼女の姿はなかった。

　大学受験の際も、入社試験の際もまた彼女と会えることを期待しては、ガッカリすることの繰り返しだった。

　それでも、彼女のことを諦めようという気持ちにはならなかった。

　俺もどうやら親父のＤＮＡをしっかりと受け継いでいるようで、あの日の彼女との出会いは、運命だと信じて疑わなかった。

　そしてついに、それを証明できる日が訪れたのだ。




「嘘、だろ？」

　ある人物を視界に捉えた瞬間、緊張感漂う入社式の最中だというのに、つい声を漏らしてしまった。

　それもそのはず。ずっと会いたかった彼女の姿があったのだから……。

　あれから七年経ってはいたが、彼女のことを忘れた日はなかった。間違いなくあの時の彼女だ。

　運命の再会にひとりテンションが上がったのも束の間、皮肉なことに彼女は俺のことなんて、全く覚えていないようだった。挙句の果てにどうやら嫌われているようだし。

　それでも、ずっと会いたかった彼女と同じ会社に入社するなんて、運命としか考えられなかった。だからどんな手を使ってでも、絶対に彼女を手に入れたいと思った。

　そしていつか、あの日のことを打ち明けよう。すっかり色褪せてしまったハンカチを見せながら――。




　＊　＊　＊




「なのに、何やってるんだか……」

　ずっと好きだった佐藤と、やっとまた会えたのに……。

　彼女にただ好かれたい一心で、あんなことをしてしまった。今さらだけど、後悔せずにはいられない。好かれるどころか『大嫌い』と言われてしまった……。

　いつかちゃんと佐藤に打ち明けるつもりだった。

　佐藤との出会いは、入社式の日ではなかったこと。ずっと好きだったこと。そして、佐藤に好かれるためとはいえ、最低なことをしてしまったこと。

　自分の口から伝えて、謝りたかった。そのタイミングがなかなかつかめずにいて、結局は最悪な状態でバレてしまった。すべて自業自得と理解していても、やるせない。

　机にそっとハンカチを置き、引き出しの中からある物を取り出す。

「これ……渡したかったな」

　自分の気持ちと一緒に……。

　悲しみが押し寄せる中、一階から来客を知らせるインターホンの音が聞こえてきた。










好きって伝えたい！




「どうしたものか……」

　新年を迎えたばかりの昼下がり。閑静な住宅街はいつも以上にシンと静まり返っている。

　そんな住宅街の一角で、他人の家の玄関前で立ち尽くす私は、不審者呼ばわりされたとしても、言い訳できないと思う。

　坂井君とは顔見知りなわけだし、他人ではないけれど、今の私は明らかに怪しすぎる。

　どうして今こんな状況に陥っているのか。話はほんの一時間前にさかのぼる。




　＊　＊　＊




「どう？　この話を聞いても、元気の気持ちが信じられない？」

「それは……」

　お父さんから話を聞いている最中、ひたすら昔の記憶を蘇らせていた。

　高校受験のことを思い出すと、ちょっぴり胸が痛む。

　受験の少し前、大好きだった人にフラれてしまった。少しでも彼と釣り合う人間になって見直してほしくて、先生の制止も聞かず、県内で有数の進学校を受けることにした。

　とはいえ失恋した気持ちの整理がつかず、実際は勉強どころではなかった。予想してはいたものの、やはり結果はついてこなかった。

　彼にはフラれるし、受験には失敗するし……。

　掲示板に自分の番号がないのを目の当たりにした瞬間、悲しくてショックで泣いてしまったのをよく覚えている。そして、自分と同じように中庭で泣いていた男の子のことも……。

「まさかあの子が坂井君だったなんて……」

　信じがたい事実に、言葉を失っていく。

　私の心情を察してか、お父さんは話を続ける。

「元気はあの日からずっと、めぐみちゃんのことを想ってきたんだ。いい歳した男がひたすらめぐみちゃんとの出会いは運命だったと信じて疑わず、青春真っ盛りにもかかわらず、ほかの女には見向きもしなかったよ」

　その言葉に胸がキュンと鳴る。

　本当に？　あの時からずっと、私のことを想ってくれていたの……？

「あの……本当の話なんです、よね？」

　喜びを確かなものにしたい一心で、お父さんに目を向けると、彼は肯定するように深く頷いた。

「あいつの気持ちだけは信じてやってほしい。めぐみちゃんにしたことは許せないかもしれないけど、元気がめぐみちゃんを想う気持ちだけは本物だから」

　いろいろな感情が込み上げてきて、胸が締めつけられる。

　坂井君にひどいことをされて、許せなかった。でもそれは私を想ってのことだったと、信じてもいいの？

　本人の口から真相を聞くのが怖かった。いつも肝心なことは言えず、逃げてばかり。自分で自分が恥ずかしくて嫌なのに、そんな私を坂井君はずっと前から好きでいてくれてたの……？

　坂井君に対する気持ちが、まるで箱から勢いよく飛び出すように、一気に溢れだす。

　本当はクリスマスイブの日、告白するつもりだった。

　今からでも、自分の気持ちだけはちゃんと伝えなくちゃ。どうして『大嫌い』なんて言っちゃったのかな？　全然違うのに。本当は大好きなのに……！

　もう気持ちは止められそうにない。

「あのっ……すみません！　坂井君、家にいますか!?」

　気づいたら立ち上がっていて、お父さんに彼の居場所を確認している自分がいた。

　だってもうこのままじゃいられないもの。坂井君に伝えたい。好きって気持ちを。そして彼の口からちゃんと、真実を聞きたい。

　私の言動にお父さんは一瞬目を見張ったものの、満足げに笑うと立ち上がった。

「そうこなくっちゃ。じゃあ早速行こう」

「……行く？」

　すると、お父さんは意気揚々と電話をかけだした。

　どうやら相手は買い物中のお母さんのようで、「いったん家に帰る」と一方的に伝えると電話を切った。その様子を他人事のように眺めていると、電話を終えたお父さんは自分の荷物と私の荷物を手に持った。

「え、あの！　えっと……どういうことですか？」

　ハッと我に返るものの、頭の中は混乱したままだ。

　それでもお父さんは『善は急げ』と言わんばかりに、両手にふたりぶんの荷物を抱えて歩きだしたものだから、あとを追うしかない。

「どういうことも何も、元気に会いたいんでしょ？　だから俺が送っていく」

　えっ!?　送っていく!?

「あいつなら家にいるから。ここからだと電車やバスより車で行くのが一番早い」

「でっ、でも……！」

　もちろん今すぐに坂井君に会いたい。だからといってお父さんに送ってもらうのは、さすがに気が引ける。

　だけどお父さんは足を止めることなく、ひたすら駐車場を目指しているようだ。

「将来、俺の娘になる可愛いめぐみちゃんのためだ。気にすることねぇよ」

　むっ、娘って……！

　歩きながら笑顔で話すお父さんに、思わず赤面してしまう。

　なんというか本当、坂井君はお父さんとよく似ていると思う。聞いているほうが恥ずかしいようなセリフも、こうやって平気で言ってのけてしまうのだから。

　いったん両親に電話で先に帰ることを伝え、そのまま上機嫌なお父さんに、坂井家まで強引に送ってもらってしまった。

　到着すると、お父さんは家の鍵を私に渡し、「夜まで帰らないから」と笑顔で言い残して、お母さんがいるショッピングモールへと戻っていった。
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　そして今に至る。

　坂井君の家の玄関先で鍵を握りしめ、途方に暮れてしまっている。

　お父さんは『鍵を使ってそっと家に入って、元気を驚かせたらいいんだよ』なんて言っていたけれど、そんなことできるはずない。

　あの時は気持ちが溢れて、勢い任せでここまで来てしまったけれど、坂井君の家のドアを目の前にした今、冷静になりつつある。

　彼とはクリスマスイブ以来、ずっと会っていないし、連絡もとっていない。それなのにいきなり押しかけて……大丈夫かな？

『大嫌い』って言っちゃったし。それなのに『好き』って伝えても、ちゃんと坂井君に届くだろうか？

　ううん、せっかくお父さんが送ってきてくれたんだ。ここまで来たら、覚悟を決めよう。

　大きく深呼吸をし、腹をくくる。

　さすがにこの鍵を使って勝手に家に入る勇気はないから、家の中にいるであろう坂井君に入れてもらうべく、震える手でインターホンを押す。

　――押しちゃった！

　インターホンの音が響いているのがドアの向こうから聞こえてくると、逃げ出したい衝動に駆られる。

　いやいやいや！　ここで逃げ出しちゃったら、ただのピンポンダッシュだ。

　なんとか気合いでこの場にとどまり、坂井君がドアを開けてくれるのを待つ。

　坂井君、突然現れた私を見てどんな顔をするかな？

　びっくりする？　嫌がる？　家にも上げてもらえないかな？

　考えれば考えるほど悪いことしか思い浮かばなくなってくる。すると、階段を下りてくる音がかすかに聞こえてきて、心臓が大きく跳ね上がる。

「っだよ、誰だよ」

　ブツブツ文句を言う坂井君の声が聞こえてくると、緊張がピークに達してしまう。

　ドアホンの映像を見ることなく、玄関に向かってきてくれたことに感謝する。もし来客が私だと知ってしまったら、出てきてくれなかったかもしれないから。

　そして、近づく坂井君の気配に覚悟を決めた時、少し乱暴にドアが開かれた。

「はいっ……え？」

　不機嫌そうな坂井君の表情は、私を見た瞬間、一変する。

「え……どうして佐藤がここに……？」

　珍しく動揺している。

　それは私も同じ。いざ彼を目の前にすると、胸がギュッと締めつけられる。

　いつものスーツ姿や私服とは違い、ラフな部屋着のままだし、髪だってちょっとボサボサ。うっすら髭ひげも生えちゃっている。……なのに私の目に写る坂井君は、たまらなくカッコいい。

　胸が苦しくてうまく言葉が出てこない。そんな私に、坂井君はますます困惑するばかり。

　口をポカンと開けたまま後退りしていた坂井君は、身体のバランスを崩し、そのまま玄関の段差につまずき、尻しり餅もちをついてしまった。

「坂井君!?」

　その瞬間、咄嗟に名前を呼んでしまい、目線を合わせるようにしゃがみ込むと、彼は恥ずかしそうに片手で顔を覆ってしまった。

「……最悪すぎる」

　……え？　最悪って……？

　彼の言葉が、ズキリと胸に突き刺さる。

　私はもう、完全に嫌われているのかな……。やっぱり、来なければよかったのかもしれない。お父さんはああ言ってくれていたけど、坂井君の本心は違ったのかな……。

　一瞬、決意が揺らぎそうになる。

　……でも！

　それでも聞いてほしい。私の気持ちを――。

「あの……っ！　キャッ!?」

　意を決し、自分の気持ちを伝えようとした瞬間、立ち上がった坂井君にいきなり腕をつかまれ、無理やり立たされると、抱き寄せられてしまった。

　その瞬間鼻をかすめるのは、柑橘系の香り――。坂井君の香りだ。

　どうして今、坂井君がこうやって私のことを抱きしめているのかわからない。でも今はただ、このままでいたい。ドキドキが伝わっちゃってもいいや。

　大好きな人のぬくもりに触れているのに、このまま離れるなんてできないもの。もっと触れていたい、感じたい。

　その一心で恐る恐る、彼の背中に両腕を回した。

　その瞬間、坂井君の身体がかすかに反応するも、回した腕はそのまま。

　こうやって会って触れて、感じていると、嫌っていうほど実感させられてしまう。坂井君のことが大好きだって――。

　トクン、トクンと高鳴る鼓動が、次第にスピードを上げていく。それと同時に〝好き〟という気持ちが溢れてきて、無意識のうちに、言葉として出てしまった。

「好き……」

「――え？」

　坂井君は不意を突かれたように声をあげると、ゆっくりと私の身体を離した。そして目を丸くしたまま、見つめてくる。

　さっきの言葉に嘘などない。私は坂井君のことが好き……。

「坂井君が好き、なの」

　今度ははっきりと気持ちを伝えた。

　だってずっと言いたかったから。この、たった二文字の言葉を。

　坂井君はさらに目を見開いて、混乱する心を落ち着かせるように小さく息を漏らした。

「嘘……だろ？　だって佐藤、俺のこと『大嫌い』って言ったじゃん」

　そして口元を手で覆いながら、目を逸らされてしまった。

「しかも俺、佐藤にひどいことした」

　坂井君の言う通りだけど……。

「それでも坂井君が好きなの。……どうしたらいい？」

〟好き〟って伝えているのに信じてくれないもどかしさに、ちょっと意地悪な言い方をしてしまった。

　私は坂井君が好き。確かに坂井君にはひどいことをされたけど、本当は悪い人じゃないってちゃんとわかっているから。

　至近距離のまま、坂井君の返事を待つ。

　すると、坂井君は今にも泣きだしてしまいそうな顔で言った。

「逆に聞きてぇよ。……嘘じゃねぇんだよな？」

　絞り出すように放たれた言葉にキュンとなり、気づいたら坂井君の胸の中に飛び込んでいた。

「嘘じゃないよ。坂井君が好きなの」

「佐藤……」

　信じてほしい。

　その一心でギュッと抱きついていると、背中に彼の手がゆっくりと回された。

「夢みたいだ」

　夢ではないと私の存在を確認するように、坂井君の手が私の背中や髪に触れる。

　坂井君の手は大きくて温かくて、私のほうこそ夢を見ているんじゃないかと錯覚してしまう。

「佐藤のこと、ずっと好きだった。……好きでたまらなかったっ」

　その瞬間、力一杯抱きしめられると同時に、胸も締めつけられる。

　ずっと聞きたかった。〝好き〟というひと言が、ずっと聞きたくてたまらなかったの。

　彼の言葉に、涙がこぼれだす。

　好きすぎて泣けてくるよ。

　こぼれる涙は止まることなく、つい鼻を啜ってしまった。

「佐藤……？」

　坂井君は急に勢いよく身体を離すと、私を見てギョッとした。

「なんで泣いてるんだよ、意味わからねぇんだけど」

「だって……！」

　坂井君と同じ気持ちなのがうれしいから。坂井君が好きすぎて涙が出てくる。

「泣くなよ。……でないとブサイクになるぞ」

　相変わらず毒を吐いているくせに、涙を拭ってくれる手は優しい。

「好き……」

　言葉にして吐き出さないと、このままずっと涙が止まってくれなそうだ。

　毒舌で紳士的で。だけど可愛い一面もあって、不器用なところもある。

「坂井君が大好き」

　そんなところも全部ひっくるめて、私は坂井君のことが好きなんだ。

　泣きながら気持ちを伝えると、坂井君は珍しく耳まで真っ赤に染めていく。そしてぶっきらぼうに「おう」と返事をしながら、そっぽを向いてしまった。

　照れている姿に、またキュンとさせられる。

　狙ってやっているの？と疑ってしまう。

　坂井君はどれだけ私を好きにさせるつもりなのかな？　すでにこれ以上ないくらい、夢中にさせられている。

「あのさ、とりあえず中……入る？」

「え？　……あっ、うん」

　そうだ、思い出した。今私たちがいるのは玄関。

　いったん冷静になると、一気に羞恥心に襲われる。

　坂井君と両想いになれたのは感激だけど、さっきまで私、さんざん『好き』って言ってたよね？　しかも自分から抱きついたりしちゃったし……！

　大胆すぎる行動を思い出すほど、顔から火が出そうになる。

「大丈夫か？」

「うっ、うん」

　そんな私を心配そうに見る坂井君に、身体の熱が余計に上がってしまった。

　恥ずかしすぎる。だからといってこのまま帰りたくない。もっと一緒にいたい。

　坂井君に案内されたのは、以前通してもらったリビングではなく、二階にある坂井君の部屋だった。

「適当に座ってて」

「うっ、うん」

　部屋の中ほどまで来てどうにか返事をするものの、気安く座れない。そもそも男の人の部屋に入ること自体、初めてだもの。

　それでも坂井君が飲み物を取りに部屋を出ていくと、少しだけ緊張が緩んで部屋の中を見回してしまう。

　十畳ほどの部屋の中心には、ふたり掛けのブラックのソファと小さなテーブルがあり、その前にはテレビがある。部屋に入って右側には勉強机、左側の窓際にはベッド。無駄な物など散らばっておらず、参考書や雑誌はきちんと本棚に並べられていた。

　立ったまま見回していると、急に部屋のドアが開いたものだから、ビクリと大きく反応してしまった。

　すぐさま坂井君を見ると、笑いをこらえている。

「コーヒーでよかった？」

　バツが悪くて、カップを差し出す坂井君の顔をまともに見られない。

　なんとか受け取ったまま立ち尽くしていると、坂井君は不思議そうに問いかけてきた。

「座らないの？」

　彼はソファに腰を下ろし、手招きしてくる。

　坂井君の部屋で座る場所といえばソファしかない。だから普通のことなのに、隣に座ると考えただけでドキドキしてしまうのは、私だけだろうか？

　坂井君は平然としているし、私が変に意識しすぎているのかもしれない。

　とにかく心を落ち着かせようと小さく深呼吸をし、戸惑いながらも彼の隣に腰かけた。

　だけど、すぐに会話など生まれてこず、お互い無言のままコーヒーを啜る。

　どれくらいの時間が過ぎただろうか。坂井君は突然大きく深呼吸をすると、カップをテーブルに乗せ、私のほうへと身体の向きを変えてきた。

　そしていつになく真剣な面持ちで話しだした。

「佐藤……あの時は本当に悪かった。ごめん」

「え……坂井君!?」

　いきなり頭を下げられたものだから、私も慌ててカップをテーブルに置き、坂井君に頭を上げるよう促すものの、頑かたくなに拒否される。

「あの時はただ佐藤に好きになってもらいたい一心で、なんつーかその……周りが見えていなかったっつーか……」

　どう説明したらいいか迷っているのか、いつになく言葉が途切れ途切れだ。

「こんなこと今さら言っても、ただの言い訳にしか聞こえないかもしれないけど、あそこまでするつもりはなかったんだ。まさか高橋があんなにひどいことを言うとは思わなくて。……本当、ごめん」

　頭を下げたままの坂井君から、気持ちはちゃんと伝わってきた。

「悪かった」

　彼は一向に頭を上げる様子はなく、謝るばかり。

　時計の音が異様に響く中、彼の手を握りしめた。

　その瞬間、坂井君がガバッと頭を上げたものだから、つい口元が緩んでしまう。

「あのね、正直に話せばやっぱり許せないよ？　……でもそれはその……私を好き、だからしちゃったことなんでしょ？」

「え？」

　うっ……！　思いのほか、恥ずかしい。はたから聞いたらうぬぼれ発言もいいところだ。

「あの……実はお父さんから聞いて」

「はっ？　親父!?」

　真実を打ち明けた途端、坂井君は片眉を上げ、一気に顔を近づけてきた。

「どういうこと？　なんでここで親父が出てくるわけ？」

　ジリジリと詰め寄られ、握っていた手を離した。

「いや、その……ショッピングモールでたまたま会って。そこでいろいろ教えてくれて、ここまで送ってきてくれたの」

　ありのままの出来事を話すと、坂井君は目を大きく見開き、抜け殻のように、ゆっくりと私にもたれかかってきた。

　坂井君の頭が私の肩に触れた瞬間、ドクンと胸が鳴る。

「あっ、あの……！　坂井君？」

　さっきは自分から抱きついておいてなんだけど、こうした不意打ちのスキンシップにはどうも慣れていない。

　行き場を失くした手を坂井君の背中に回し、トントンと叩くものの、全く反応がない。

「あー……もう、マジで親父最悪だわ」

　ため息交じりに吐き出された言葉。

　坂井君は私の肩に頭を預けたまま、話を続けた。

「だって聞いたんだろ？　……全部」

　坂井君は身体をゆっくりと起こして、先ほどよりも深いため息を漏らした。

「引いただろ？　たった一時間くらいの出会いを運命と信じて、ずっと好きでいたとか」

　ひどく自虐的な言葉にキョトンとする。

「えっ、どうして？」

「いや、普通は引くだろ。現に親父に話した時、『こえっ』って言われて、すっげー引かれたし」

　おっ、お父さん……！　息子に向かってなんてことを言うのよ。私はそんなこと思ってないのに……。

「私は引いたりしないよ？　それどころか、お父さんから話を聞いた時、すっごくうれしかった」

　すると、坂井君がまじまじと見てきたから、視線を泳がせてしまうものの、続ける。

「だってそんなの最高じゃない。……好きな人が自分のことをずっと前から想ってくれていたとか」

　それ以外の感情なんてないよ。

「だからそんなに気にしないで」

「佐藤……」

　私の気持ち、伝わっただろうか。

　少しの間、坂井君と見つめ合う。

　急に手を引かれ、身体が前のめりになったかと思うと、そのまま坂井君に強く抱きしめられてしまった。

「えっ！　坂井君!?」

　胸が締めつけられていく。坂井君のぬくもりも香りも、すべて全身で感じてしまうから……。

「……もう限界」

　急に身体を離され、坂井君の顔が近づいてくる。

「わっ！　ちょっと!!」

　咄嗟に彼の口を両手で塞ぐと、坂井君は明らかに不機嫌そうに眉をひそめた。

「おい佐藤。なんだよ、この邪魔な手は」

「なっ、なんだよって……！　だって坂井君が急に近づいてくるからっ」

　もちろんわかってはいる。坂井君が私にキスしようとしたことくらい。だからこそ口を押さえたのだ。だっていきなりすぎるもの！

「は？　近づくに決まってんだろ？　キスしてぇんだから。そんなこともわからねぇのか？」

「なっ……！」

　顔を赤らめる私を気遣うどころか、こんな状況でも相変わらず毒を吐きながら、ジリジリと距離を縮めてくる。

「こっちはさんざん我慢してきたんだ。おとなしくキスさせろ」

「むっ、無理!!　心の準備というものがあるし！」

　ジリジリとキスを迫ってくる坂井君と、そんな彼の口元を必死に押さえて抵抗する私。はたから見たら間違いなく笑える絵面だ。

「何言ってんだよ。両想いなんだから、今さらためらう必要ねぇだろ？」

　そして、坂井君はさらにとんでもないことを言いだした。

「準備がいるのは、セックスの時だけだろ？」

　予想外の単語に、つい手を離してしまった瞬間、急にドアの向こうから大きな笑い声が聞こえてきた。

「まさか……！」

　坂井君は、あと少しで唇が触れてしまいそうな至近距離から離れ、急に立ち上がると、ズカズカと音を立てて歩き、勢いよくドアを開けた。

　そこにいたのは、もちろんお父さんとお母さんだ。しかもよほど苦しいのか、ふたりともお腹を押さえて笑っちゃっている。

　しばし呆然とその様子を眺めていたものの、ハッと我に返る。

　えっ、嘘!?　いつから聞かれていたの!?　こんなに笑ってるってことは、ずっと前から聞かれていたってことだよね？

　そう思った途端、身体中の熱が上昇してしまう。

　はっ、恥ずかしすぎる！　好きな人の両親にいろいろ聞かれてたとか！　坂井君はなおさらよね？

　ドアの前にいる坂井君をチラッと見れば、拳をギュッと握りしめ、わなわなと震えていた。

「おい、なんでふたりしてこんなところにいるんだよ」

　その声は怒りに満ちていて、ゾッとする。

　だけどお父さんとお母さんは気にしていない様子で、笑いをこらえるのに精一杯のようだ。

「おい元気、お前余裕なさすぎだぞ」

　お父さんはそう言いながら、坂井君の背中をバシバシ叩く。

「今からそんなんじゃ、めぐみちゃんに愛想尽かされちまうぞ？」

「……っ！　うっせぇ」

　そんなふたりのやり取りを横目に、お母さんがゆっくりと近づいてきたものだから、背筋がピンと伸びてしまった。

　それがおかしかったのか、お母さんはクスクス笑いながら、私の隣に腰を下ろすと、声を弾ませて言ってきた。

「めぐみちゃんが本当の娘になる日も近いみたいね」

「えっ！　……あ……はい」

　その言葉の意味がすぐにわかって、うまく言葉が返せない。

「それと、元気のことを好きになってくれてありがとう。……あの子、ちょっと非常識なところもあるけど、根はいい子だから。だから愛想尽かさないであげてね」

　ニッコリ微笑むお母さんに、ジンときてしまう。

　だって幸せなことじゃない？　好きな人と両想いになれて、さらにその人のお母さんに、こんなにも優しい言葉をかけてもらえるなんて。

「それとめぐみちゃんが嫌がること、今後一切しないよう、しっかり言いつけておくわ」

「……は、い」

　お父さんとお母さんがいたから私は坂井君と出会えて、そして好きになることができた。

　それに偶然、ショッピングモールで坂井君のお父さんと会えていなかったら、今の状況はなかったかもしれない。お母さんが初売りに出かけてくれなかったら、お父さんと会うことさえできなかったかもしれない。そう思うとふたりは私にとって、恋のキューピッドだ。

　ずっと言い争いをしているお父さんと坂井君に、お母さんと顔を見合わせて笑ってしまった。










毒紳男子を攻略!?




　坂井君とつき合い始めて一ヵ月が過ぎた今日。昼休みの社員食堂は、いつものように人で溢れ返っていた。そして、たくさんの声が行き交っている。

「ねぇ聞いてよ。今朝、乗ろうとしたエレベーターのドアが閉まりそうになっちゃってさ。咄嗟に坂井君がドアを押さえてくれたの。もう、すっごくキュンときた！」

「えー、何？　その胸キュンなシチュエーション！　ドラマみたい！」

「今日さ、坂井に冗談交じりに言われたんだよね。『バカじゃねぇすか？』って」

「うっわ、きっつ。つーかお前、何後輩に言われてんだよ」

「でもあいつ、後輩って感じしねぇよな。仕事もデキるし」

　たくさんの声が溢れているのに、耳が拾ってしまうのは坂井君のことばかりだった。

　どうやら彼は、今日も絶好調に毒を吐いて紳士的でいるらしい。〝毒紳男子〟全開だ。

　日替わり定食を食べながら耳を傾けていると、目の前に座っている琴美がなぜか自分の眉間を指してきた。

「え、何？」

　意味がわからず尋ねると、琴美は半ば呆れながら教えてくれた。

「やだ、気づいてないの？　……ここ、すっごいシワが寄ってるよ」

「嘘っ！」

　すぐさま自分の眉間に手を当てるも、今となっては本当に寄っていたのかわからない。

「本当だって。つまりあれでしょ？　私の彼氏にキュンとしないで！　悪く言わないで！っていう気持ちが眉間に全部集まっちゃったんでしょ？」

　ニヤニヤしながら言ってきた琴美を前に、思わず咳払いしてしまう。

「べっ、別にそういうわけじゃ……！」

「はいはい、つき合ってるくせにそういう照れはいらないから。……よかったね、めぐみ」

　からかう様子はすぐになくなり、心から祝福するように言われたので、逆に恥ずかしくなる。

「……うん」

　すると琴美は顔をほころばせた。

　坂井君は相変わらず仕事が忙しいようだけど、必ずメールや電話をくれるから、ちゃんと気にかけてくれているのが伝わってくる。早く仕事が終わった日は、よく帰りに食事に行っているし、休日デートだって数回した。いろいろな話をするたびに坂井君のことをたくさん知ることができて、ますます好きにさせられている。

　でも、デートを重ねても進展したことといえば、手を繋いだことぐらいだ。坂井君は、あれからお母さんとお父さんにきつく言われたのか、一切何もしてこない。

　最初はデートのたびにドキドキしていたし、迫られたらどうしよう！って思ってたけど、一ヵ月経った今となっては、それなりに心の準備ができている。なのにキスしてくれないのは、ちょっぴり寂しい……。

「めぐみ、隣いい？」

「坂井君！」

　彼はさり気なく私の隣に座ると、私にしか見せない優しい顔を向けてきた。

　好きな人がいて、想いが通じ合って。名前で呼ばれて、こうやって微笑まれたら、これだけで満足してしまう。

　女性社員たちからの陰口はいまだにあるけれど、気にしないようにしている。

「今から休憩なの？」

「あぁ、どうにか上がれたって感じ」

　もう休憩時間の半分は過ぎている。相変わらず忙しいんだな。

　何気なく話していただけなのに、目の前に座る琴美は私と坂井君を交互に見て、ニヤニヤしている。

「坂井ったら何よー、いつの間に下の名前で呼んじゃってるわけ？」

「別に普通だろ？　めぐみは俺の彼女なんだから」

　動揺することなくサラッと言ってしまえるからすごい。

　さすがの琴美も面食らった様子だ。

「そうだ、めぐみ。急でわりぃんだけど、今日って何か予定ある？」

「……特にない、けど？」

「じゃあ俺の家に来ない？　母ちゃんが、めぐみを呼べってうるさくてさ」

　坂井君はうんざりしたように話すけれど、お母さんがそう言ってくれていることがうれしい。口元が自然と緩む。

「じゃあお邪魔させてもらおうかな。……あっ、でも坂井君、仕事は大丈夫なの？」

　彼は「心配するな」と言いながら微笑み、私の頭を撫でた。

「それより、めぐみのほうこそ大丈夫なのかよ。俺が終わってるのに、お前が終わってないとかシャレにならねぇからな」

「失礼な！　ちゃんと定時には終わらせます!!」

　ムッとなって言い返せば、「単純バカ」と呟きつつも、最後には「迎えに行く」と言ってきた。

「うっ、うん……」

　あぁ、ダメだな私。こういうちょっとしたことで、ときめいてしまう。

「じゃあ先に戻るから。めぐみも早く食え」

　坂井君は最後にもう一度私の頭を撫でると、いつの間に食べ終えたのかトレイを持って、行ってしまった。

　琴美が目の前にいるのに、つい余韻に浸るように彼の後ろ姿に見入ってしまう。

　つき合い始めてからも坂井君は相変わらず毒舌だけど、甘い。紳士的なところはますますパワーアップし、極上の甘い顔を何度も見せてくれるものだから、ドキドキさせられっぱなしだ。

　すると全てを見ていた琴美は、感慨深そうに話しだした。

「うんうん、めぐみが幸せそうで何より」

　琴美があまりにしみじみ話すものだから、照れ臭くなる。

　今、自分がこんなにも満足した日々を送れているのは、琴美のおかげでもある。

　いつもそばで話を聞いてくれて、つらい時は励ましてくれたり、助けたりしてくれた。

「今の幸せがあるのは、琴美のおかげだよ」

「なっ、何よ急に」

　素直な気持ちを伝えると、琴美がいつになく照れだしたのがおかしくて、ついイタズラ心に火がついてしまう。

「だって本当のことだもん。琴美には感謝してる。出会えてよかった」

「めぐみ……」

　同期として同じ部署に配属されて、本当によかった。

「っもー、やめてよね！　私がそういうこと言われると弱いってこと、知ってるでしょ？」

「もちろん！　知ってるから言ったんだもの」

　得意げに笑ってみせると、琴美は言葉を失う。

　だけどその表情は次第に崩れていき、『まいった』と言いたそうに頬を膨らませる。

「めぐみってば坂井に影響されすぎ。人のことをからかって、得意げに笑うところとか、坂井みたい」

　そう話す琴美に笑ってしまった。

　琴美とはこれからも、友達でい続けたい。心からそう願った。




「めぐみ、お待たせ」

　就業時間が過ぎたオフィスには、まだ数名の社員が残っていた。

　女性社員が多い総務部のオフィスに、突然坂井君が現れたものだから、一気にざわつきだす。

　そして先輩たちの冷たい視線が、身体中にビシビシ突き刺さってきた。

「おっ、お疲れさまでした」

　なるべく目を合わせないよう、そそくさと席を立つ。

　琴美はすでに退社済みで、帰り際『頑張ってね』なんて言っていたけれど、その言葉の意味が今やっとわかった。

　デートのことではなく、坂井君が迎えに来てくれた際の、先輩たちの反応に対して言ってくれたんだ、きっと。

　周りの視線を受け止めながら、どうにか坂井君のもとへと向かうと、彼は相変わらず優しい視線を投げかけてくる。

　うちの会社は社内恋愛禁止ではないし、寿退社していく女性社員はもっぱら社内結婚だ。だから別にコソコソすることはないと頭ではわかっていても、なんだか悪いことをしている気分になる。

　だけど、坂井君は周りの視線なんて一切感じていないようだ。

「めぐみのことだから、まだ仕事終わってないかと思った」

　坂井君がからかうように言って、乱暴に頭を撫でてきたものだから、咄嗟に彼の手を取ってしまった。

「行こう！」

「あ、あぁ……」

　早くこの場から去りたい一心で、足早に会社をあとにする。そして人気のない駐車場まで来ると、坂井君がポツリと声を漏らした。

「やべ、すっげー感動してるんだけど」

「え？」

　いつになく声を弾ませている坂井君を見れば、目を細めて笑っていた。

　その笑顔にドキッとさせられつつも、平静を装い「どうして？」と尋ねると、繋がれたままの手を上げて見せてきた。

「これ。めぐみから手を繋いでくれたじゃん？」

「あっ……」

　やだ、気づかなかった。とにかくあの場から立ち去りたい一心だったけれど、まさか自ら坂井君の手をつかんでいたとは……！

　しかも待って。今気づいたけど、会社の中で手を繋いでたってことだよね？　たくさんの人に見られちゃったかも……。

　あーあ、陰口がさらに増えそうだな。『社内で堂々と手を繋ぐなんて』とか、『わざと見せつけているの？』とか……。

　憂ゆう鬱うつになるも、隣を歩く坂井君のこんな幸せそうな顔を見たら、なんだって耐えられそうな気がするよ。

　そんなことを考えながら、坂井君の運転で実家へと向かった。




「大丈夫だったか？」

「うん、平気」

　心配そうな坂井君に、明るく答える。

「悪かったな、母ちゃんうるさくて」

　私が座るソファの隣に坂井君が腰を下ろすと、スプリングが軋む音がした。

「ううん、本当に大丈夫だから」

　あれから坂井君の実家にお邪魔させてもらうと、お母さんとお父さんから熱烈な歓迎を受けてしまった。手料理を振る舞われ、お父さんにはお酒を勧められ。そしてずっと話しかけられっぱなし。

　楽しかったけど、気疲れしてしまった。だって相手は好きな人のお父さんとお母さんなんだから、緊張しないわけがない。

　そんな私に気づいた坂井君が、リビングからこうして自分の部屋に連れ出してくれたのだ。

　緊張から一気に解放されたものの、今はまた違った緊張感に襲われている。

　だって坂井君との距離が近い。ふたり掛けのソファの上では、どうしてもお互いの肩と肩が触れてしまう。

　こんなにも緊張してしまうのは、最近、これほど近づくことがなかったからかな？

　……いや、それだけじゃない。

　どうしても思い出してしまうから。坂井君と両想いになれた日のことを。

　そう思うと急にドキドキしてしまい、どこに視線を向けたらいいのかわからなくなる。

　だけどこんなに意識していたのは私だけだったようで、坂井君は急に立ち上がると、勉強机のほうへ行ってしまった。

　ホッとしたような寂しいような、複雑な心境になる。

　やだな、私。坂井君とは気持ちが通じ合えただけで幸せ！とか言っておきながら、こうやってふたりきりになると、どこかで期待してしまっている。

　自己嫌悪に陥っていると、いつの間にか坂井君が戻ってきて、またさっきと同じように、私の隣に腰を下ろす。そして、ある物を差し出してきた。

「これは……？」

　それはどこか見覚えのある、色褪せたハンカチだった。

「いつかめぐみに返そうと思ってたんだ」

　坂井君はそう言うと、私の手にそっとハンカチを握らせた。

「本当はもっと早く返したかったんだけど、なかなかタイミングがつかめなくてさ」

　ハハッと笑いながらも、坂井君の瞳は、私の目をしっかり捉えて離さない。

「あの日、一緒に過ごした時間はほんのわずかだったけど、俺はめぐみに惹かれたんだ。自分だって落ちてつらかったはずなのに、俺を気遣ってくれたところとか、笑顔とか、前向きな考え方に」

　どこか照れ臭そうに話す姿に、胸が鳴る。

「このハンカチがあったから、俺はめぐみのことをずっと想い続けられた。……あの日、めぐみが声をかけてくれなかったら、俺は受験に失敗したことを今も悔やんでいたと思う。あれからさ、受験や試験があるたびにこのハンカチを持参していたんだ。もしかしたら、めぐみとまた会えるかもしれないって思って」

「坂井君……」

　以前お父さんから同じことを聞いていたけれど、改めて坂井君の口から聞くと、熱い感情が込み上がってきてしまう。

「どこか遠出する時とかに、しょっちゅうこのハンカチを持ち歩いてたんだ。めぐみと偶然、どこで再会できてもいいようにな。おかげでこんなに色褪せちまったけど」

　その言葉に、ハンカチをギュッと握りしめてしまう。

　正直、あの日の坂井君との記憶は、私の中では曖昧なまま。もちろん忘れてなどいないけど、鮮明に覚えているか？と聞かれたら自信を持って『イエス』とは言えない。

　だからお父さんから話を聞くまで、あの日の男の子と坂井君が同一人物だとは気づかなかったし、貸したままのハンカチの存在は記憶から消えていた。

　それなのに、坂井君は大切に覚えていてくれた。私の存在をずっと忘れないでいてくれた。

　その事実に、胸が熱くなる。

「私……坂井君のこと、大好きだよ」

「……なんだよ、急に」

　咄嗟に出てしまった言葉に、坂井君はどこか照れた様子。

　自分でも突然何を言っているのだろうと思うけれど、今、すごく好きって伝えたくなった。ずっと私を想ってくれていた坂井君に……。

「バカじゃねぇんだから一度言われればわかるっつーの。……それに俺だって同じ気持ちだし」

　照れを隠すように頭をかき、ぶっきらぼうに言われて、またときめいてしまう。

　ただの同期では知り得なかった一面を見せられるたびに、好きって気持ちが増していくの。

「坂井君、私を好きになってくれてありがとう」

　たった一時間あまりの出会いだった。

　その短い間で好きになってくれてありがとう。私を探してくれてありがとう。そして、見つけてくれてありがとう……。

「大好き」

「めぐみ……」

　気持ちが止まらなくてポツリと漏らすと、坂井君の真っ直ぐな瞳に再び捕まってしまう。

　そしてそのまま、彼の顔がゆっくりと近づいてくる。

　このシチュエーション、想像するだけでドキドキしていた。でも今はただ、求めてしまう。

　彼の動きに合わせるようにゆっくりと瞼を閉じようとした時。

「今日は口、塞がないの？」

　雰囲気をぶち壊すような、意地悪な声が聞こえてきた。

　坂井君は、私をからかうように見ている。

　それでも顔が熱くならないわけがない。

　一気に上昇していく体温。

　坂井君は声を押し殺して笑っている。

　それがまたなんとなく悔しくて、つい言ってしまった。

「ふっ、塞がないよ！　……もう絶対塞がない」

「え……？」

　予想外だったのか、坂井君は目を丸くさせている。

　それもそのはず、言った本人でさえ、思わぬ大胆発言に心臓をバクバクさせているのだから。

　だけど言ってしまったものは、取り消すことなどできない。

　言い訳などせず、坂井君の反応を待っていると、彼は急に顔を下に向け「あー……もう」とうなりだした。

「どうしてそんな可愛いこと言うかな？」

　顔を上げ、投げかけられたセリフに、ドキッとしてしまう。

「かっ、可愛くなんか……！」

　すぐさま反論するものの、言葉が途絶えてしまう。

　だってすぐ目の前には坂井君の顔があり、唇には柔らかい感触があるのだから。

　いきなりのキスに、目を見開いたまま。

　そしてすぐに唇が離されると、坂井君は私を見た途端、大きな声をあげて笑いだした。

「アハハハ！　なんだよ、めぐみ！　そのマヌケ面は！」

「なっ……！　マヌケ面!?」

　我に返ると、怒りが込み上げてきた。

　いきなりだったから、そりゃ頭の中も真っ白になっちゃうし、ポカンとしてしまう。なのに笑うなんてあんまりだ。

　目の前で大笑いしている坂井君を見ていると、無意識に頬が膨らんできた。

　初めてのキスなのに、ムードの欠かけ片らもない。

　さすがに坂井君もマズイと思ったのか、笑うのをやめ、わざとらしく咳払いした。

「めぐみ……？」

「何？」

　機嫌を窺うように呼ばれ、棘のある声で返せば、坂井君は「ごめん」と呟いた。

「マヌケ面じゃねーから。……その、可愛いから」

「そんなこと今さら言われたって……」

『信じられない』

　そう言おうとしたのに、言えなかった。だっていきなり後頭部をつかまれ、キスが落とされていたのだから。二度目の不意打ちのキスに、またもや目を閉じることができなかった。

　すぐに唇は離され、見つめられる。

　あぁ、どうせまたからかわれるんだろうな。

　そう覚悟をしていたけれど、坂井君は少しだけハニカミ、コツンと自分のおでこを私のおでこに当ててきた。

　先ほどよりも距離がグッと縮まり、坂井君の瞳しか見えない。

　それがまた、ドキドキを増長させていく中、坂井君はポツリポツリと話しだした。

「どんな表情でもいいよ。つーか存在そのものが大事だし」

　そう言うと、チュッと音を立てて額にキスを落とされた。

　坂井君の大きな手が頬に触れて、そっと撫でられる。

「母ちゃんに『女心がわかってない』って言われて、キスするのをずっと我慢してた。でも、もう限界。めぐみが可愛すぎるのが悪い」

「坂井く――」

　名前を呼び終える前に唇を塞がれる。

　思わず瞼を閉じるものの、すぐに離された唇。

　目を開けると、坂井君が愛しそうに私を見ていた。

「好きだよ、めぐみ……」

　ズルイ。どうしてこのタイミングでそんなことを言うのかな？　さっきまでの怒りなんて、すっかり消えてしまうよ。

　今度こそ自然に瞼を閉じると、優しいキスが落とされる。

　角度を変えて何度も何度も――。




　第一印象は〝苦手〟だった。なんとなく石川君と雰囲気が似ていたし、思ったことをすぐ口にしちゃうし、なんてったって毒舌だし。

　だけど、どうしてかな？　『彼氏が欲しいならさ、俺なんかどう？』とか『嫁になってくれない？』とか、奇想天外なことばかり言われるし、いきなり実家に連れていかれるし、振り回されてばかりいたのに、どうしてこんなにも好きにさせられてしまったのだろう。

　優しいから？　素敵な一面を持っていたから？　……助けてくれたから？

　理由なんて、正直今でもよくわからない。だけど、確かなことがひとつだけある。

　それは〝私は坂井君の全部が好き〟ってこと。

　クールに見えて実はロマンチストで、運命の出会いとか信じちゃって。……一途に想い続けてくれた人。

　何気ない仕草や表情にもドキドキさせられてしまう。そのたびに好きって気持ちが募っていくの。

「めぐみ……」

　愛しそうに名前を呼ばれるだけで、幸せだなって実感してしまう。

　毒舌だけど紳士的。

　会社では〝毒紳男子〟なんて呼ばれているけれど、本当は違う。

　優しくて一途で可愛らしくて……私だけしか知らない彼の魅力がたくさんある。〝毒紳男子〟というひとくくりの言葉だけでは、決して表し切れない。

　キスの余韻に浸っていると、急に視界が反転した。

「キャッ!?」

　背中にはクッションが当たり、坂井君越しに見えるのは天井の真っ白なクロス。

　呆然とする私を、坂井君は意地悪な顔で覗き込んでくる。

「こっちの心の準備は？」

『こっち』の言葉だけで坂井君が何を言おうとしているのか、容易にわかる。

「そっ、それは……！」

　無理に決まってる！

　なのに動揺してしまい、言葉に詰まる。

　すると、坂井君の表情が、ますます悪さをする子供のように変化していく。

「大丈夫。俺も初めてだけど、テクだけは親父からしっかりレクチャーされてるから」

「なっ……！」

〟初めて〟という言葉に過剰に反応してしまった。

　なんかリアルすぎる！

「そういう問題じゃない!!」

「じゃあどういう問題だよ」

　少々……いや、かなり難アリなところもあるけれど、それも全部含めて私は坂井君のことが好きなんだ。

　ニヤニヤしながら聞いてくる彼に、平静を保っていられない。

　きっとこれからも、こうやって坂井君に振り回されていくんだろうな。

　そんな未来も悪くない、と思ってしまう私は、坂井元気という男性にすっかりハマッている。

　毒舌でちょっと意地悪で、そして紳士的な彼の魅力に。

「坂井君って、意地悪だよね」

　苦し紛れに反論するものの、すぐに言葉が返ってきた。

「それはめぐみ限定だよ」

　ほら、こうやって甘い言葉で簡単に気持ちを揺さぶられてしまう。私はこれからもずっと、探し続けていくしかないのかもしれない。

　毒紳男子の攻略法を――。
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　幼い頃、よく母ちゃんは言っていた。

『初恋は実らないものなのよ』と。

　あの頃に戻れるものなら、母ちゃんに言ってやりたい。

『初恋だって、実る時は実るんだ』って――。




　二月中旬に差しかかり、週が明けて、二日目の火曜日。

　寒さはピークを迎えていて、いくら車内といえど、夜のこの時間では暖房をつけないと凍えてしまいそうだった。

　会社の駐車場に停めていた車のフロントガラスもあいにく凍っていて、エンジンが温まるまで待っていた時のことだ。

「坂井君、これ……」

　狭い車内の助手席に座る彼女、めぐみは照れ臭そうに、キレイにラッピングされた箱を差し出してきた。

　え？　なんだ、これ。俺、今日別に誕生日じゃねぇし……。

　どう見てもプレゼントらしき物を前に、どうしてめぐみがこれを渡してきたのか考えていると、めぐみはしどろもどろながら、付け加えてきた。

「えっと……その、あまり手作りしたことないから、『美味しいか？』って聞かれたら自信持って言えないんだけど」

「手作り？」

　そう聞くと、めぐみは恥ずかしそうに、視線を落としたまま深く頷いた。

「あっ」

　思わず声をあげてしまう。

　そういえば、今日は二月十四日。バレンタインだ。〝手作り〟というワードでやっと気づいた。最近仕事が忙しくて、すっかり忘れちまっていた。

「……もしかして手作りとか食べない派だった？」

　恐る恐る聞いてきためぐみに、ハッと我に返る。

「あっ！　いや、違うから。……サンキュ」

　受け取ると、めぐみはホッしたように息を漏らし、笑顔を見せた。

　つき合い始めて一ヵ月は経つのに、こういった何気ない仕草や表情に、いまだにドキッとさせられてしまう。

「坂井君、こういうの苦手かと思ったんだけど、受け取ってもらえてよかった」

　俺の心情など知るよしもないめぐみは、満面の笑みを浮かべる。

「誰も苦手とか言ってねぇじゃん」

　笑顔ひとつで動揺していることを悟られないよう平静を装うものの、ついきつい言い方をしてしまったと、あとから気づく。

　案の定、めぐみはほんの少しだけ口を尖らせた。

「そうだけどさ。……でも坂井君、今日私から誘わなかったら、仕事優先してたでしょ？　……正直、期待されてないのかと思っちゃった」

　本当にどうしたらいいんだろうか。悩み相談室があるなら、今すぐに駆け込みたいところだ。『自分の彼女が可愛すぎるんですけど、どうしたらいいですか？』って。

　そんなことを考えていると、なぜかめぐみがじっと凝視してきたものだから、身がまえてしまう。

「なっ、なんだよ」

　チョコを持ったまま問いかけると、めぐみが急に手を伸ばして、俺の額にそっと触れてきた。

　めぐみの手は思いのほか冷たくて、一瞬目をつぶってしまう。すぐに目を開けると、心配そうに覗き込んでくるめぐみの顔があった。

「顔が赤い気がしたから、熱があるのかと思って……」

「……っ、バカ！　急に触るなよな！」

　体温が一気に上がってしまい、すぐにめぐみから視線を逸らす。

　赤くなったのは、ただ単に彼女を意識したからだ。そんなこと悟られてたまるか。

「なっ、何それ！　ただ心配しただけじゃない」

「別に平気だから！　どこも悪いとこなんてねぇし」

　確かに少しは疲れているけど、どこも悪いところなんてない。

「第一、どこか悪かったら、こうやってめぐみに会うわけねぇだろ？　伝う染つしたら大変だし」

　当たり前のことを言っただけなのに、なぜかめぐみは頬を赤らめた。

「なんだよ、急に赤くなったりして」

　話題がズレてホッとしつつも、めぐみをからかいたい気持ちが膨れ上がる。

「別に俺、めぐみの顔を赤くさせるようなことなんて言ってねぇけど？」

　追い打ちをかけるように言うと、めぐみの頬がますます赤く染まっていく。

　そして次第に視線を落としていく照れ屋な彼女が、心底愛しい。

　出会って彼女の人間性に惹かれ、入社式で再会して……。それからはなぜか嫌われていて、なかなか話す機会が持てなかったけど、神さまは俺を見捨てなかった。

　一緒に幹事をやると決まった時は、どんなに舞い上がったか。

　月一回の同期会が楽しみで仕方なかった。会社ではあまり見かけることがなかったし、正直、彼女がどんな人なのか知らなかったから。だから気づかれないよう、何度も彼女を目で追っていたな。

　めぐみは笑顔が最高で、気遣いができて、何より友達思いの子だった。

　それを知った時は、テンションが上がった。やっぱりめぐみは、ずっと前から思い描いていた通りの子だったから……。

　つい昔の記憶を辿っていると、裾すそを引っ張られて我に返る。

「うん？」

　めぐみは、なぜかモジモジしながら俺の様子を窺っていた。

「あの、さ……赤くなるに決まってるから」

　より一層裾をつかむ力を強めると、彼女は視線を泳がせながらも言った。

「普通にうれしかったから。……なんか、体調悪い時に会わないようにするって何気ないことだけどさ、大事にされている気がして。……ありがとう」

　そう言われた瞬間、感情に突き動かされるがままめぐみの腕を引き、その小さな身体をこれでもかってくらい抱きしめると、彼女からは戸惑いにも似た声が聞こえてきた。

「ちょっ、ちょっと坂井君？」

「何？」

「何ってここ、会社の駐車場！　……誰かに見られちゃうよ」

　そんなの今さらなのに。俺とめぐみがつき合っていることなんて、とっくに社内中に知れ渡っている。

「別にいいじゃん。見たい奴には見せておけば」

　めぐみのぬくもりをもっと感じたくて、抱きしめる力をさらに強めたものの、「そんなの無理！」と大きな声が返ってきた。だけど口で言っているだけで、身体は決して俺から離れようとしない。

　それがまた、俺を喜ばせる。

　気をよくした俺は、欲望のまま口を開いた。

「じゃあ違う場所ならいいわけ？　……この先のこともしていい？」

　めぐみの身体がビクッと強こわ張ばる。その反応で一瞬のうちに現実に引き戻される。

　いつも思う。めぐみに触れるたびにもっと触れたいって。キスだけじゃ足りない。その先もしたいって。

　俺たちはまだキス止まりの関係。

　もちろん俺はそれ以上の関係を望んでいるけど、こんな反応をされては、まだ進めない。好きだからこそ無理強いなどしたくない。離れがたいけど、欲望を押さえながらそっと彼女の身体を離した。

「なんて、な。……帰るか。エンジンも温まったし」

「……うん」

　なんとかごまかして車を走らせるも、めぐみの顔を見られない俺はとんだ臆病者だと思う。

　まだまだつき合いたてだし、ずっと好きだったからこそ大切にしたい。なのに心と身体は違うことを主張する。自分の身体なのに、ふたつに分かれているようだ。

　ここ最近、矛盾する感情にずっと悩まされてばかりだ。




「ただいま」

「あら、どうしたの？　こんな時間にもう帰ってくるなんて」

　あれからめぐみを自宅に送り届けて帰宅すると、時計の針は十九時過ぎを指していた。

「早く帰ってきちゃわりぃわけ？」

「そんなこと言ってないじゃない。全く！　そうやってすぐに機嫌悪くなるの、やめなさいっていつも言ってるでしょ？　どこまでもみっちゃんにそっくりなんだから」

　母ちゃんはいつもこうだ。俺は細かいところまで親父に似ているらしく、そのたびにこうやって説教される。

　ブツブツ文句を言いながら夕食の準備を進める母ちゃんを横目に、とりあえず着替えようと二階に上がろうとした時。

「あっ！　もしかしてそれ、めぐみちゃんからもらったの？」

　キッチンから顔を覗かせた母ちゃんが指差したのは、俺が手にしていた紙袋。

　咄嗟に後ろに隠したけれど、時すでに遅し。

　母ちゃんの目は異様に輝きだした。

「よかったー！　こんなに早く帰ってきたから、めぐみちゃんからもらえなかったのかと思ったわ。ふふふ、一応今年も元気のぶんを用意したけど、私からは渡さなくてもよさそうね」

「別に欲しいなんて、言った覚えもないけど？」

「あら、息子がバレンタインの日にチョコレートひとつもらえないなんて、不憫じゃない。だからあげていたのよ？」

　別に毎年もらえていないわけじゃなかった。

　ただお返しをするのが面倒だったし、好きな女以外からもらっても仕方ないと思い、受け取っていなかっただけだ。

　それを母ちゃんは勝手に勘違いして、『性格が悪いからもらえないのよ』なんて言いながら、毎年チョコをくれていた。

「ねぇ、ねぇ！　どんなチョコだったの？　見せてよ」

「はぁ？　見せるわけねぇだろ」

　俺だってまだ見てねぇんだから。

「着替えてくる」

「ケチ！」

　大人げない言葉に足が止まるものの、ここで言い返したら、面倒なことになるのは目に見えている。またどうせ『親父にそっくり』とか言うんだろ？

　大きく息を吐き、二階へ向かう途中、母ちゃんはまた「ケチ」と言ってきた。

　部屋に入り、チョコレートの入った紙袋をテーブルの上にそっと置き、着替えを済ませると、疲れがどっと押し寄せてきた。

　ソファに座ってひと息つくも、気になるのはめぐみがくれたチョコレート。

　手を伸ばし、キレイにラッピングされているリボンや包装紙を解いて箱を開けると、中にはサイズがまちまちなトリュフが入っていた。

　そのひとつを手に取り、口に含むと、チョコレートの甘さが口内に広がっていく。

「普通に美う味まいじゃん」

　あんなに自信なさげに言ってたけど、むちゃくちゃ美味い。形がすべて不揃いなところにも、心をくすぐられる。

「これ……どんな気持ちで作ってくれたんだろ」

　めぐみが作っているところを想像すると、ついニヤけてしまう。

　俺のために店で売っているようなラッピングまでしてくれて。それだけでたまらなくなる。

「あー……会いてぇな」

　さっき別れたばかりなのに、もう会いたい気持ちが募る。重症かもしれないな、マジで。

　残りのトリュフを食べながら、クリスマスイブに渡せなかったプレゼントを思い出す。結局あれからタイミングがつかめず、今も引き出しの奥にしまいっぱなしだ。

　だけどつき合い始めた今、冷静に考えるとあんな物を渡さずに済んで、よかったかもしれない。どうも気持ちばかりが先走ってしまうんだよな。

〟嫁になれ〟発言も、勝手に実家に連れてきたことも、親父や母ちゃんにさんざん責められたし。でも、どうしても早くめぐみに渡したかったんだ。




「元気、めぐみちゃんからチョコもらったんだって？」

　夕食後、母ちゃんが焼いてくれたチーズケーキをコーヒーとともに食べていると、親父がなんの前触れもなくニヤリと口角を上げて聞いてきた。

　すぐに母ちゃんを睨むも、親父同様、ニヤつきながらコーヒーを飲んでいる。

「まぁ、もらえたことはいいとしても、せっかくのバレンタインだっつーのに、彼女をそのまま帰すなんて男としては失格だぞ？」

「何言ってるんだよ」

　息子に言うセリフか？　それ。

　顔をしかめた俺に、親父は怯むことなく話を続ける。

「その様子だと、買った指輪、めぐみちゃんにまだ渡せてねぇんだろ？」

「えっ！　何それ！　元気ってば、もう指輪買ったの!?」

　親父の話に目を丸くする母ちゃんだけど、もっと仰天しているのは俺のほうだ。

「なんで親父が知ってんだよ！」

　親父にはこれまでいろいろな話を打ち明けてきたけれど、指輪のことだけは内緒にしていたのに。

　立ち上がって問いつめるも、呑気に「落ち着け」とか言ってくる。

「冷静でいられるかよ！　まさか俺の部屋、勝手に入ったんじゃねぇだろうな？」

　親父を睨むと、慌てて反論してきた。

「バカ野郎！　そんなことするわけねぇだろ？　……たまたま見かけたんだよ。元気が店先で真剣に指輪を選ぶ姿を」

「……マジかよ」

　最悪だ。よりによって、そんなところを親父に見られていたとは。

　脱力した俺は、そのまま椅子に腰を下ろす。

　あの日、どの指輪にするかさんざん迷って、確か一時間以上店にいた。そのすべてを見られてはいないにせよ、あの姿を見られたかと思うと、自分の親だからこそ余計に恥ずかしい。

「それでそれで？　本当のところはどうなのよ。元気ってば、もうめぐみちゃんに渡したの？　プロポーズしちゃった!?」

　人が落ち込んでいるのに、デリカシーのない母ちゃんは興味津々で、身を乗り出して聞いてきた。

「バカだな、木苺は。指輪を渡せてたら、今日みたいな日に早く帰ってくるわけねぇだろ？」

　こっちを見ながら話す親父にムッとしつつも、本当のことだから何も言い返せない。怒りをこらえるように拳を握りしめる。

「本当はクリスマスの時に渡すつもりだったんだろ？」

「それは……」

　その通りだ。本当は渡したかった。

「親父たちは、さ。……その、どうだったわけ？」

「何が？」

　ふと聞いてみたくなった。指輪のこともだけど、俺には今、それ以上に悩んでいることがあるから。

　昔からふたりには恋愛の極意というものをよく聞かされてきたけど、そういうふたりはどうだったのだろうか。

　不思議そうな表情を浮かべるふたりに、思い切って聞いてみた。

「つき合ってどれくらいで、セックスしたわけ？」

　聞いた瞬間、ふたり同時に口に含んでいたコーヒーを噴き出した。

「っ、汚ねぇな！」

　正面に座る俺のほうまで見事に飛んできて、声をあげるとふたりして勢いよく反論してきた。

「元気がいきなり変なこと言いだすからでしょ!?」

「そうだぞ！　家族団らん中に出す話題じゃねぇだろうが！」

　慌ててティッシュで口元を拭くふたり。

「何言ってんだよ、親父。俺が高校生になったら教えてくれたじゃねぇか。いろいろなテクニック――」

「バカ！　木苺の前で何言ってるんだ！」

　高校生になると同時に、『入学祝いだ』とか『そろそろそういう時期だろ？』とか言われて、さんざん教えられてきた。だから普通に口に出したものの、母ちゃんの前ではタブーだったようだ。

　親父は動揺し、母ちゃんは鬼のような形相になっていく。

「みっちゃん？　何それ。初耳なんですけど」

「いや、その……」

　言い訳が思いつかないのか、俺に『なんで言うんだよ』と、目配せしてきた。

「なんてこと！　高校生のうちから元気にそんなこと話していたわけ!?」

「ほら！　変な知識だけで間違ったことを覚えるよりはマシだろ？」

「何言ってるのよ！」

　苦しまぎれの言い訳も、母ちゃんにピシャリと言い返される。

「よかったわ。元気がみっちゃんみたいな高校時代を送らずに済んで！」

「……そこまで言うことねぇだろ？」

「あるわよ！」

　そう言うと、母ちゃんがいきなり鋭い視線を俺に向けてきたものだから、思わず身がまえてしまった。

「いい!?　元気！　めぐみちゃんの気持ちを一番に考えてあげないとダメよ！　間違っても同意なしにシちゃダメ！」

「わっ、わかってるよ……」

　勢いに圧倒されながらも答えると、母ちゃんは少し落ち着きを取り戻したように「それならいいけど」と言って、コーヒーを口に含んだ。

　そうさ。そんなこと言われなくてもわかっている。俺だってめぐみにその気がないのに、シたいとは思わねぇし。

「だけどね、こればかりはちゃんと聞いてみるのもアリだと思うわ」

「え？」

　気になって、母ちゃんの話に耳を傾ける。

「ほら、やっぱいろいろあるのよ。女には女にしかわからないことが。……だからすべて元気の目線で考えるのもよくないと思うの」

　俺の目線……？　女には女にしかわからない？

　意味がわからず、返す言葉が見つからない。

　すると、突然インターホンの音が鳴りだした。

「あら、こんな時間に誰かしら」

　時計を見ると二十一時を回っている。

　急な来客に立ち上がり、リビングを出ていく母ちゃん。その後ろ姿を確認すると、すかさず親父が文句を言ってきた。

「こら元気！　木苺の前でなんてこと言ってくれるんだよ」

「だっていつもレクチャーしてくれてたじゃん。女を喜ばせるテクだって」

　文句を言いだした親父に深いため息が漏れてしまう。

「こっそり教えてやったことなんだから、バラすなよ」

　すると親父は身を屈め、玄関先にいる母ちゃんに聞かれないよう、声を潜めて話してきた。

「それはそうと、木苺の言う通りだぞ。こればかりはお前の価値観や基準だけで考えないほうがいい」

「……どういうこと？」

　ふたりに同じことを言われたって、その意味を理解できないのなら、どうしようもない。

　それにめぐみは俺が迫ると、いまだに身体を強張らせているくらいだ。話を聞く以前にその反応だけでわかるもんだろ？　めぐみはまだそれを望んでいないって。

「そのうち嫌でもわかる時が来るよ」

『あとは自分で考えろ』と言わんばかりに笑う親父に、ムッとしてしまう。わからないから聞いているのに、これじゃあ、ただの聞き損だ。

　呑気にケーキを頬張る親父を見ながら、コーヒーを飲もうとした時――。

「みっちゃーん！　今すぐ出かけましょう！」

　母ちゃんがバタバタと足音を立てて戻ってきたかと思えば、まだ食べている途中なのに、親父の腕を無理やり引っ張り立たせた。

「何言ってんだ。こんな時間にどこに出かけるっつーんだよ」

「いいから！」

　有無を言わさぬ母ちゃんに、さすがの親父も押し黙る。

　別にふたりでどこに出かけようが俺には関係ないけれど、確かにおかしい。

「別に明日でもいいんじゃねぇの？」

　俺が母ちゃんに言うものの、聞く耳を持たない。

　親父は明日も仕事だし、この時間につき合わされるのはつらいだろう。

　そう思い、母ちゃんを止めようと立ち上がったけれど、ある人物の姿が視界をかすめて、言葉を失ってしまう。

　そこにいたのは、気まずそうに様子を窺うめぐみだった。

「あっ、あの……！　本当、遅い時間なのですぐ失礼しますから」

　母ちゃんと親父のやり取りを見てか、申し訳なさそうに謝る姿に、親父は手にしていたフォークを置き、咳払いをした。

「木苺、出かけるか」

「でしょ？　せっかくのバレンタインだし、遠出しましょ」

「そうだな」

　バレバレの演技をするふたりを、唖然としたまま見過ごす。

　いや、その前にどうしてここにめぐみが？

　考えを巡らせていると、いつの間に支度を終えたのか、親父と母ちゃんは「今夜は帰らないかもしれないから」と意味深な言葉を残し、本当に出かけてしまった。

　さっきまで騒がしかったリビングが、途端に静まり返る。

　何か言わなくてはと思うものの、頭の中が混乱していて言葉が出てこない。

「あの……ごめんね。急に来ちゃったりして」

　先に口を開いたのはめぐみだった。

「あ、いや。……でもどうして急に？　何かあったのか？」

　つき合ってから、めぐみがこうして急に訪ねてくることなんて一度もなかった。

　どうしたのだろう。

　彼女の表情から読み取ろうとするものの、彼女は視線を泳がせ頬を赤く染めていく。

「ううん、違うの！　その……ちょっと話したいことがあって」

「話？」

　するとめぐみは、俺のほうにゆっくりと歩み寄ってきた。

　そして差し出されたのは、ギフトバッグ。

「これは？」

　バレンタインのチョコレートならさっきもらったはずだ。じゃあ、これは一体なんなんだ？

　受け取ることもできず、ただめぐみの言葉を待つ。

「あの、これクリスマスプレゼントだったの。イブの日、約束してたでしょ？　本当は、あの日にこれを渡して、坂井君に告白しようと思ってたの。だけど渡せなくて、それからもなんか、タイミングがつかめなくて……。もう今日しかないと思い立ったの」

「それでわざわざ届けに来てくれたのか？」

　めぐみは何も言わず、大きく頷いた。その姿に胸が締めつけられる。ここ最近、ずっと悩んでいたことがバカらしく思えてきた。

　スるとかシないとか、そういうこと以前にもっと大切なことがあったのに、どうして俺はそれにばかりこだわっていたのだろう。

　ずっと好きだった子が、同じように好きになってくれた。寒い中、渡せなかったプレゼントをこうしてわざわざ届けに来てくれた。それだけで充分じゃん。その先なんてまだいいや。たったこれだけで、心が満たされるのだから。

　緩みそうになる口元を押さえながら、ギフトバッグをそっと受け取る。

「……ありがとう。すっげーうれしい」

　素直な気持ちを伝えると、めぐみはハニカんで、また一段と頬を赤らめる。

　かと思えば急に唇を引き結び、チラチラと俺の様子を窺ってきた。

「あのね、これを渡したかったのもあるんだけど、話したいこともあったの」

「あぁ、そういえばさっきも言ってたよな。とりあえず座る？　あっ！　つーか寒かっただろ？　コーヒー飲むか？」

「あっ、うん、ありがとう」

　ソファにプレゼントを置き、キッチンへと向かう。そしてコーヒーを淹れていると、急に背後から温かいぬくもりに包まれた。

　その正体はもちろんめぐみで、俺にギュッと抱きついている。

「え……めぐみ？」

　突然のことに混乱するものの、彼女が腕の力を強めてきた瞬間、理性が飛びそうになる。

「おい、めぐみ」

　なんとか引き離そうとしたが、めぐみは大きく首を振った。

「やだ！　離れないから」

　一体どういうつもりなのかわからねぇけど、こっちの身にもなってほしい。せっかく気持ちが落ち着いてきたところだったのに！

　怒りにも似た感情が沸々と込み上げてくる。

「めぐみ、いい加減に――」

「坂井君は私のこと、お嫁さんにしてくれるんだよね!?」

　突拍子もないことを言いだしためぐみを見下ろすと、今にも泣きだしてしまいそうに唇をギュッと噛みしめていた。

「なんだよ。どうしたんだよ、急に」

　その瞬間、怒りなどどこかへ飛んでいき、気づけば無理やりめぐみの身体を引き離して、正面から抱きしめていた。

「嫁にするに決まってるだろ？　何不安になってんの？」

　不安にさせるようなことなんて、していないはずだったのに。どうしてそんな顔をするんだよ。

　めぐみを想う気持ちがちゃんと伝わっていなかったのかと思うと、彼女を抱きしめる力を強めてしまう。

「じゃあどうして何もしてくれないの？」

「……は？」

　一瞬にして腕の力が弱まる。

　めぐみは俺から離れると、涙をこらえながら訴えかけてきた。

「だってつき合って一ヵ月以上経つよ？　なのに坂井君、何もしてくれないじゃん」ちょっと待て。めぐみは一体どういうつもりなんだ？

「何言ってるんだよ。まだ無理なんだろ？」

　そうだ。今日だってそれとなく聞いてみたけど、思いっ切り身体を強張らせてたじゃねぇか。

「無理だなんて私、ひと言も言ってないよ!?」

　背伸びをして距離を縮めてきためぐみに、鼓動が速まる。

「無理じゃない！　……別にダメだなんて、言ってないのに」

　いつの間にかめぐみの瞳からは大粒の涙が溢れていて、身体を震わせながらそっと抱きついてきた。

「なのに今日もちゃんと帰されちゃうし。……不安なの。坂井君にとって私は、どんな存在なのか」

　もう、必死に押さえていた理性など、どこかへぶっ飛んでいく。

　気づいたらめぐみの唇を奪っていた。

「……っ、坂井くっ……」

　キスの最中に漏れるめぐみの声にさえ欲情してしまう。めぐみを欲して仕方ない。

　どれくらいの時間、唇を奪っていただろうか。

　どちらからともなくこぼれる吐息。ゆっくりと唇を離せば、いつになく艶つやっぽいめぐみを視界が捉える。

　手でめぐみの頬を撫でる。

「不安になるなよ。……バカ」

「バカにもなっちゃうよ。……だって坂井君のこと、大好きだもん」

　本当にめぐみは気づいていないのだろうか。そのセリフや仕草ひとつに、こんなにも俺が煽られていることに。

「じゃあこのまま俺の部屋に行ってもいい？」

　必死に理性を押さえながら、めぐみの気持ちを確かめた。

　あれだけキスしておいて、今さらかと思われるかもしれないけれど、彼女が少しでも嫌だと思うならシたくないから。

　めぐみの頬に触れたまま答えを待っていると、俺の手にめぐみの手が添えられた。

「坂井君の部屋に行きたい」

　恥ずかしそうに、だけど迷いない言葉に、抑えていた欲望が溢れだす。

「キャッ!?」

　めぐみを抱き上げ、そのままリビングを出る。

「ちょっ、自分で歩けるから！」

　抱き抱えられているのが不服なのか、階段を上がっているというのに暴れだす。

「こら、暴れるなよ。危ねぇだろ？」

「だっ、だって坂井君が！」

「黙れって」

　階段を上り切って部屋に入り、そっとベッドにめぐみを下ろした。そしてそのまま彼女に覆い被さるものの、まだ不安が残っている。

「なぁ……ここまで来てアレだけどさ、本当にいいんだよな？」

　今さら、こんなことを言われるとは夢にも思わなかったのか、めぐみは目を大きく見開いた。

「いや、さ……めぐみが嫌がること、したくねぇから」

　つい視線を泳がせてしまうと、めぐみの笑い声が聞こえてきた。

「こんな状況でそんなこと、聞く？」

　ごもっとも。

「それだけめぐみのことが大切なんだよ」

　笑われて悔しい。だけどこればかりはどうしようもねぇ。ずっとずっと好きで、やっと想いが通じたんだ。大切にしたいって思うのは当たり前だろ？

「坂井君ってどこまでも紳士的だよね」

　そう言うと、めぐみはそっと俺の頬にキスをした。

　一瞬のキス――。

　そのまま両腕を俺の首に回すと、耳元で囁いた。

「そういうところも全部、好き」

　本当にめぐみは俺を煽るのがうまい。

　それからは、ただ夢中でめぐみを抱いた。全身でめぐみを感じて、ぬくもりに溺れて。時折苦しそうに漏らす甘い声さえ愛しい……。

　可愛くて、愛しくて、どうしようもない。初めて抱く感情に呑まれていく。

　前から思い描いていた。だけど現実は全然違っていて、想像以上だった。

　こんなにめぐみを愛しいと思える行為を知ってしまっては、何度身体を重ねても永遠に求めたくなる。

『好きな奴ができたら、絶対シたくなる』

　以前親父が言っていた言葉を思い出す。

　確かにその通りだ。好きだからこそ求めてしまうんだ。




「大丈夫か？」

　狭いシングルベッドの中で互いの体温を確かめるように、抱きしめ合ったままそっと問いかける。

　めぐみは恥ずかしそうに毛布で顔を隠しながら深く頷いた。

　情事の余韻に浸りながら過ごしている今は、もしかしたらシている時よりも満たされているかもしれない。

「悪いな、加減できなくて」

　ニヤリと笑いながら、声をかける。

　照れているめぐみを見ていると、ついイタズラ心に火がつき、からかってしまう。

　すると案の定、めぐみは布団から少しだけ顔を覗かせると、睨んできた。『何言ってるの？』と言いたそうに。

　そんなめぐみがまた一段と愛おしくて、口元は緩みっぱなしだ。彼女の髪に触れ、そっと前髪をかき上げ、額にキスを落とす。

　めぐみは気にしているようだったけれど、俺はおでこが広いところ、すっげえ魅力的だと思う。

　何度も髪に触れていると、めぐみの瞳は次第に気持ちよさそうにとろんとしていく。

　このまま髪を撫で続けていたら、寝てしまいそうだ。まるで子供のようだな。

　ついにウトウトしだしためぐみ。このまま彼女が眠るのをじっと見ていようか。

「めぐみ？」

　そっと名前を呼ぶものの、「んっ……」と声を漏らすだけ。

　どうやら本当に眠ってしまったようだ。そんな彼女がまた愛しくて、身体を抱き寄せる。

「坂井君、大好き……」

　突然の言葉に、めぐみの顔を見るものの、規則正しい寝息が聞こえてくるだけ。

　だとすると、今のは寝言だったのだろうか？

　寝言でさえ『大好き』と言われ、喜ばない男などいるはずがない。眠っているとわかっていても、彼女のぬくもりを確かめるようにきつく抱きしめた。




　めぐみとはつき合い始めてまだ一ヵ月半。

　親父や母ちゃんの言うように、話さなくちゃわからないことも、まだまだたくさんある。

　今回だってそうだ。めぐみが言ってくれなかったら、いつまでも彼女の気持ちに気づけずにいた。

　つき合っていくって、きっとそういうことなんだよな。最初はわからないことばかりだけど、時間をかけて互いに知っていくんだ。

「今日は眠れそうにねぇな」

　少しでも寝なくちゃいけないことくらいわかってはいるけれど、寝不足でも明日一日くらい、平気で仕事ができそうだ。

　このままずっと起きていて、めぐみの寝顔を見ているのもいいかもしれない。

「あっ、そうだ」

　すっかり忘れていた。めぐみはクリスマスプレゼントをくれたのに、自分は渡していない。

　目が覚めたら渡してみようか？　それとも、今寝ている間に、こっそり指にはめておこうか？

　どちらにせよ、きっと驚くんだろうな。

　ずっと好きだった。そんな彼女が今、俺の腕の中で気持ちよさそうに眠っている。

　好きな気持ちは確かだが、わからないこともたくさんある。

　だけど、これからもこんな幸せを噛みしめながら、ひとつひとつ彼女を攻略していこう。

　長い人生をともに過ごしながら――。
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プロポーズは永遠の約束［元気ＳＩＤＥ］




　ぬくもりに包まれる中、耳に届いたのは、玄関のドアが勢いよく閉められる音。

「んっ……もう朝か？」

　ゆっくり瞼を開ければ、カーテンの隙間から朝日が差し込んでいた。

「んー……」

　突然聞こえてきた声で、すぐに思い出す。昨夜のことを――。

「……めぐみ？」

　隣で気持ちよさそうに眠る彼女の名前を呼ぶけど、起きそうにない。

「あーあ、なんて可愛い顔しちゃってるんだか」

　そろそろ起こさなくてはいけないが、あと少しだけめぐみが隣で寝ている幸せに浸っていたい。

　ツンツンと頬をつついてイタズラしていると、話し声が聞こえてきた。

「あー！　みっちゃん見て!!　めぐみちゃんの靴がある！」

「バカ木苺！　聞こえるだろ!?」

「マジかよ」

　その声に、一気に現実へと引き戻されていく。

「ねぇねぇ、起こしに行ったほうがいいかな？」

「そうだな、ふたりとも仕事だろうし」

　続くふたりのセリフに、飛び起きた。

「めぐみ！　起きろ！」

　床に落ちている服を拾い、着替えながらめぐみの身体を乱暴に揺すった。

　こんなところ見られたら、何言われるか……！

「んー……あと少しだけ」

　なのにめぐみは、呑気に布団を深く被ってしまった。

「っとに、こっちの気も知らねぇで……起きろ!!」

　声を張り上げると、さすがのめぐみも目を覚ます。だけどまだ少し寝ぼけているのか、ここがどこだかわからない様子で、ゆっくりと起き上がった。

　そして俺と目が合うと、昨夜のことや、今の状況に気づいたのか、部屋中にめぐみの叫び声が響き渡った。




「はい、めぐみちゃん。テイクアウトした物で悪いけど、よかったら」

「すみません……」

　気を遣って朝帰りした親父たちは、ちゃっかりめぐみのぶんのコーヒーとサンドイッチもテイクアウトしてきていた。

　それを恥ずかしそうに食べるめぐみと、その隣に座る俺を、親父と母ちゃんはさっきからウザイくらい交互に見てくる。

「おい、いい加減にしろよ。そんなにジロジロ見られたら食えねぇんだけど」

　親父たちが言いたいことはわかる。だけどめぐみがいる手前、自粛してほしいものだ。

「あの……？」

　めぐみもふたりの行動に困惑している。

　それでなくても俺に裸を見られてさっきまで機嫌が悪かったのに、これ以上彼女の気分を害さないでほしい。

「おい！　いい加減に――」

「ついにプロポーズしたのね」

　母ちゃんがそう言うと、ふたりは揃ってめぐみの手を指差した。

　怪訝そうに自分の手元を見ためぐみは、叫びにも似た声をあげた。

「え……あーっ！　さっ、坂井君、何これ!!」

　興奮ぎみに自分の左手を上げるめぐみに、ハッとした。……すっかり忘れていた。昨夜、寝ている彼女の左手薬指に、こっそり指輪をはめたことを。

「なんだよ、元気。指輪だけ渡して、まだめぐみちゃんにプロポーズしてなかったのか？」

「元気ってば、最低。プロポーズは女にとって大切なものなのよ！」

「わかってるよっ！　本当は、朝起きたら言うつもりだったんだよっ！」

　なのに、なんだこれ。ムードも場所も最悪じゃねぇか。めぐみからしてみれば、プロポーズの言葉もなく、知らない間に勝手に指輪をはめられただけだ。

　こんなはずじゃなかったのに。カッコわりぃ。

　ガックリうなだれると、めぐみがツンツンと肩をつついてきた。

「坂井君、ありがとう。すごくうれしい」

　怒ってもいいものを、笑顔で喜ぶめぐみに胸が熱くなる。

　指輪ひとつでこんなに感激してくれるめぐみは、本当にいい女だ。そんなふうにされちまったら、親父たちが目の前にいること忘れるっつーの。

　うっとりと指輪を眺めるめぐみの手をそっと握りしめると、彼女はハッとして視線を向けてきた。

　ムードもロマンチックさもねぇけど、これだけはどうしても伝えたい。

「なぁ、めぐみ。……そろそろ俺の嫁になってもらうけど、いいよな？」

「っ……！　はっ、……はい」

　一瞬にして顔を真っ赤にし、それでも幸せそうに何度も頷く彼女に、たまらない気持ちにさせられる。

「きゃー！　やったぁ！　ついにめぐみちゃんがお嫁に来てくれる！」

「木苺、うるさい。……だけどまぁ、いいものが見られたな。元気もすっかり一人前の男になったわけだ」

　このふたりの前でっていうのが不本意だけど。……でも、めぐみを嫁にもらう以上、ふたりはめぐみにとって両親になるわけだ。だからこの場でめぐみにプロポーズできて、よかったのかもしれない。

　つかんでいた手を離し、強引に肩を引き寄せ、親父と母ちゃんに宣言するように言った。

「っつーわけで、めぐみを嫁にするから。あんま、めぐみを困らせないでくれよな」

「坂井君……」

　結婚して、めぐみに嫌な思いなんてさせたくねぇし。

　めぐみは、今にも泣きそうな顔をして喜びを噛みしめている。

　それを見て、また口元が緩んでしまった。

「バーカ、何ブサイクな顔してんだよ」

「なっ……！　ひどい!!」

　めぐみの表情が一気に引きしまり、彼女は勢いよく俺の身体を押しのけた。

　すると母ちゃんは呆れたように大きなため息を漏らす。

「全く、どうしてそんなことを言うの。めぐみちゃんを一番困らせるのは元気じゃないの？」

「そうだな。……めぐみちゃん、本当にいいのか？　相手が元気で」

　冗談交じりにめぐみに聞く親父。カチンときたものの、めぐみが返した言葉によって、怒りはどうでもよくなってしまった。

「もちろんです。坂井君のお嫁さん以外、考えられません」

　ふたりは、笑顔で即答しためぐみを温かく迎えるように笑った。

「よろしくな、めぐみちゃん」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　目の前で繰り広げられている光景に、むずがゆくなっているのは俺だけだろうか？

　だけど不思議だな。大好きなめぐみと自分の親が、家族になるのだから。

「なぁ、めぐみ」

「ん？　どうしたの？」

　すっかり上機嫌なめぐみにだけしか聞こえないよう、そっと耳元で囁いた。

「早く、家族をたくさん増やそうな」

「……えっ!?」

　すると予想通り、顔を真っ赤にさせてテンパりだした。そんなめぐみが可愛くて、つい声をあげて笑ってしまう。

　だって思っちまったんだ。親父や母ちゃんと楽しそうに話しているめぐみを見て、家族が増えるっていいなって。

　そう思うと、プロポーズは〝永遠〟の始まり。……約束みたいなものなのかもしれない。好きでたまらなくて、大切な人と過ごす、幸せな未来の――。
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あとがき




　こんにちは、田崎くるみです。このたびは『毒舌紳士に攻略されて』をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　毒舌なのに紳士的な〝毒紳男子〟坂井君と、そんな坂井君に振り回されっぱなしのめぐみ。そんなふたりのお話を、楽しんでいただけたでしょうか？

　そもそもこのお話には、もととなるふたりがいます。作中にも出てくる坂井君の両親です。ふたりの子供ならきっとこんなふうに成長するはず……！　そんな妄想から生まれたのが坂井君です。坂井君とめぐみの恋模様はもちろん、両親との絡みも書くことができて、終始楽しく執筆させていただいた作品です。

　口から出る言葉はいつも毒舌なのに、行動は紳士的。一途で意外と可愛い一面も持ち合わせている坂井君に、少しでもキュンとしていただけたら幸いです。




　前作に引き続き、担当してくださった説話社の額田様、三好様。今作も出版まで大変お世話になりました。また編集に携わってくださった皆様のおかげで、今作も素敵な作品に仕上がりました。

　ご縁があってカバーイラストを担当してくださった椎名咲月様。何度も見てしまうくらい素敵にふたりを描いていただき、ありがとうございました。

　そして作品を読んでくださった皆様、いつも応援してくださる皆様。そんなすべての皆様のおかげで、一冊の本として出版させていただけることができました。本当にありがとうございました！

　小説サイト『Berry's Cafe』では坂井君の両親の馴れ初めが描かれている『毒舌彼氏』を始め、坂井君の幼少期を描いた限定小説も公開中です。こちらもよろしければ併せてお楽しみくださいませ。

　今後も読んでくださった方がドキドキしたりキュンとしたり、ときどきクスッと笑えたりするような作品を執筆していけるよう、日々精進していきたいと思います。

　それでは、またこんな素敵な機会を通して、皆様にお会いできることを祈って……。
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